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棟
方
志
功
と
新
潟　
│ 

昭
和
六
年
の
旅
を
中
心
に 

│

小
林
　
一
吉



│
三
│

一棟
方
志
功
（
明
治
三
十
六
〜
昭
和
五
十
〔
一
九
〇
三
〜
一
九
七
五
〕）
は
、
昭
和

三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
版
画
部
門
で
日
本
人

初
と
な
る
国
際
版
画
大
賞
を
受
賞
し
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
文
化
勲
章
を

受
章
す
る
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
世
界
的
な
板
（
版
）
画
家
で
あ
る
。
新
潟
と
の
縁

も
深
く
、
ま
だ
無
名
時
代
か
ら
島
丈
夫
ら
新
潟
県
出
身
者
か
ら
手
厚
い
支
援
を
受
け
、

有
名
作
家
に
な
っ
た
後
も
新
潟
県
内
を
た
び
た
び
訪
れ
る
な
ど
し
て
、
新
潟
の
風
景
・

風
物
を
題
材
と
し
た
作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。

棟
方
が
板
（
版
）
画
家
と
し
て
立
つ
契
機
と
な
っ
た
作
品
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
の
第
七
回
国
画
会
展
に
出
品
し
国
画
会
奨
学
賞
を
受
賞
し
た
《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の

裏
庭
》
ほ
か
三
点
で
あ
る
。
そ
の
後
の
柳
宗
悦
ら
民
藝
関
係
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て

棟
方
の
才
能
が
一
気
に
開
花
し
た
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
、
棟
方

の
最
初
期
の
創
作
行
為
に
関
わ
っ
て
い
た
「
新
潟
」
は
今
日
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
本
論
で
は
、
郷
土
史
的
資
料
な
ど
も
丹
念
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
棟
方
の
最
初
期
の
支
援
者
で
あ
っ
た
新
潟
県
人
、

す
な
わ
ち
島
丈
夫
（
味
方
村
）、
田た

下し
も

三
作
（
加
茂
町
）、
長
谷
川
松
郎
（
亀
田
町
）
と

い
っ
た
人
々
に
あ
ら
た
め
て
光
を
当
て
つ
つ
、
彼
ら
と
の
交
流
の
中
で
棟
方
が
新
潟
に

残
し
た
作
品
に
つ
い
て
も
観
て
み
た
い
。

棟
方
志
功
と
新
潟
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
書
家
で
歌
人
・
東
洋
美
術
史
家
の
會
津

八
一
（
新
潟
市
出
身
）
と
の
交
流
が
戦
後
ま
も
な
く
本
格
的
に
始
ま
る
が
、
八
一
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
會
津
八
一
記
念
館
（
新
潟
市
中
央
区
）
に
よ
る
先
行
研
究
『
會
津

八
一
と
棟
方
志
功
―
ほ
と
ば
し
る
個
性
―
』
が
あ
る
〔
註
1
〕。
ま
た
、
新
潟
県
内
で

棟
方
志
功
の
優
品
を
多
数
収
蔵
し
て
い
る
美
術
館
と
し
て
雪
梁
舎
美
術
館
（
新
潟
市
西

区
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
〔
註
2
〕。
こ
れ
ら
の
館
が
発
行
す
る
文
献
か
ら
は
、

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
新
潟
ゆ
か
り
の
棟
方
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る

し
、
各
地
の
郷
土
史
関
連
文
献
に
も
時
折
、
棟
方
の
小
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。

新
潟
ゆ
か
り
の
棟
方
作
品
の
う
ち
、
最
後
の
作
品
は
、
最
晩
年
の
《
羽
海
道
棟
方
板

画
》
全
十
三
柵
（
昭
和
四
十
九
〔
一
九
七
四
〕
年
）
の
う
ち
の
《
開
表　

新
潟　

信
濃

川
分
水
の
柵
》
と
《
七
月　

新
潟　

荒
海
の
柵
》
で
あ
る
が
、「
信
濃
川
分
水
」（
大お

お

河こ
う

津づ

分
水
）
へ
は
、
棟
方
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
の
最
初
の
新
潟
旅
行
中
に
島
丈
夫

ら
と
す
で
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

私
た
ち
が
考
え
る
以
上
に
、
昭
和
六
年
の
新
潟
へ
の
旅
は
、
そ
の
後
の
棟
方
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
棟
方
が
好
ん
で
詠
み
、
板
画
な
ど

に
も
し
た
自
作
の
短
歌
「
小お

矢や

部べ

川　

雪
解
け
居
る
も　

吾わ
ぎ

妹も

子こ

の　

矢
羽
根
む
ら
さ

き　

袂
た
も
と

香に
ほ

ふ
も
」
も
、
当
時
疎
開
し
て
い
た
富
山
県
福
光
を
流
れ
る
小
矢
部
川
の
風
景

を
詠
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
実
は
旅
先
の
「
新
潟
」
の
ど
こ
か
の
風

景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
の
短
歌
は
棟
方
の
福
光
時
代
の
支
援

者
・
石
崎
俊
彦
（
大
正
元
〜
平
成
十
五
〔
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
三
〕）
宛
て
に
、
棟
方

が
新
潟
か
ら
富
山
経
由
で
福
光
に
帰
る
旅
先
か
ら
「
福
光
に
似
た
風
景
に
出
会
い
、
こ

ん
な
歌
を
作
っ
た
よ
、
と
自
慢
げ
に
六
首
も
」
送
っ
て
き
た
歌
で
、「
そ
の
歌
を
上
記

の
歌
〔
小
矢
部
川
の
歌
〕
に
校
正
し
、
作
品
に
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
〔
註
3
〕。

石
崎
俊
彦
は
福
光
の
町
立
図
書
館
の
館
員
（
の
ち
館
長
）
で
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月

に
棟
方
が
福
光
町
内
に
新
居
を
構
え
た
際
、
そ
の
土
地
を
用
意
し
、
自
分
も
棟
方
家
の

隣
に
家
を
建
て
て
住
み
、
棟
方
一
家
を
献
身
的
に
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
多
数
の
棟
方

作
品
や
民
藝
品
を
所
有
し
、
そ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
の
「
棟
方
志
功
記
念
館　

愛
染
苑
」
を
形
成
す
る
礎
と
な
っ
た
（
同
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
）。

棟
方
志
功
に
縁
の
あ
る
新
潟
県
人
で
は
、
前
述
の
會
津
八
一
の
ほ
か
に
、
著
名
人
に

限
っ
て
み
て
も
曽
我
量
深
、
式
場
隆
三
郎
な
ど
が
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

も
、
棟
方
志
功
は
新
潟
ゆ
か
り
の
作
家
の
一
人
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。二昭

和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
一
月
、
ま
だ
無
名
時
代
の
棟
方
志
功
は
、
新
潟
県
出
身

の
薬
剤
師
で
棟
方
の
最
初
期
の
支
援
者
で
あ
る
島
丈
夫
（
明
治
三
十
〜
昭
和
五
十
二

〔
一
八
九
七
〜
一
九
七
七
〕）
と
そ
の
妻
ヤ
イ
に
同
行
し
て
、
新
潟
県
内
各
地
を
訪
れ
て

い
る
。
こ
の
旅
は
、
本
来
の
目
的
は
島
丈
夫
が
父
の
法
要
の
た
め
に
帰
省
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
夫
妻
に
同
行
し
た
棟
方
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
最
初
の
新
潟
へ
の
旅
と

な
っ
た
。

昭
和
六
年
は
新
潟
に
と
っ
て
も
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
に
は
「
信
濃
川

大
河
津
分
水
路
補
修
工
事
」
が
完
成
し
（
棟
方
最
晩
年
の
作
品
《
羽
海
道
棟
方
板
画
》

の
《
開
表　

新
潟　

信
濃
川
分
水
の
柵
》
は
、「
信
濃
川
大
河
津
分
水
路
補
修
工
事
竣

工
記
念
碑
」
の
碑
文
を
題
材
に
し
て
い
る
）、
ま
た
九
月
に
は
、
の
ち
に
川
端
康
成
が

『
雪
国
』（
昭
和
十
二
年
）
の
中
で
「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
」
と
形
容
し
人
口
に
膾
炙

す
る
こ
と
に
な
っ
た
上
越
線
の
「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
て
い
る
。

棟
方
が
東
京
か
ら
島
夫
妻
に
伴
わ
れ
て
新
潟
へ
旅
し
た
の
が
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
島
夫
妻
と
棟
方
も
、
開
通
ま
も
な
い
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
汽
車
で
通
っ
た
も
の
と
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│
三
│

一棟
方
志
功
（
明
治
三
十
六
〜
昭
和
五
十
〔
一
九
〇
三
〜
一
九
七
五
〕）
は
、
昭
和

三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
版
画
部
門
で
日
本
人

初
と
な
る
国
際
版
画
大
賞
を
受
賞
し
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
文
化
勲
章
を

受
章
す
る
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
世
界
的
な
板
（
版
）
画
家
で
あ
る
。
新
潟
と
の
縁

も
深
く
、
ま
だ
無
名
時
代
か
ら
島
丈
夫
ら
新
潟
県
出
身
者
か
ら
手
厚
い
支
援
を
受
け
、

有
名
作
家
に
な
っ
た
後
も
新
潟
県
内
を
た
び
た
び
訪
れ
る
な
ど
し
て
、
新
潟
の
風
景
・

風
物
を
題
材
と
し
た
作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。

棟
方
が
板
（
版
）
画
家
と
し
て
立
つ
契
機
と
な
っ
た
作
品
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
の
第
七
回
国
画
会
展
に
出
品
し
国
画
会
奨
学
賞
を
受
賞
し
た
《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の

裏
庭
》
ほ
か
三
点
で
あ
る
。
そ
の
後
の
柳
宗
悦
ら
民
藝
関
係
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て

棟
方
の
才
能
が
一
気
に
開
花
し
た
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
た
め
、
棟
方

の
最
初
期
の
創
作
行
為
に
関
わ
っ
て
い
た
「
新
潟
」
は
今
日
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
本
論
で
は
、
郷
土
史
的
資
料
な
ど
も
丹
念
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
棟
方
の
最
初
期
の
支
援
者
で
あ
っ
た
新
潟
県
人
、

す
な
わ
ち
島
丈
夫
（
味
方
村
）、
田た

下し
も

三
作
（
加
茂
町
）、
長
谷
川
松
郎
（
亀
田
町
）
と

い
っ
た
人
々
に
あ
ら
た
め
て
光
を
当
て
つ
つ
、
彼
ら
と
の
交
流
の
中
で
棟
方
が
新
潟
に

残
し
た
作
品
に
つ
い
て
も
観
て
み
た
い
。

棟
方
志
功
と
新
潟
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
書
家
で
歌
人
・
東
洋
美
術
史
家
の
會
津

八
一
（
新
潟
市
出
身
）
と
の
交
流
が
戦
後
ま
も
な
く
本
格
的
に
始
ま
る
が
、
八
一
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
會
津
八
一
記
念
館
（
新
潟
市
中
央
区
）
に
よ
る
先
行
研
究
『
會
津

八
一
と
棟
方
志
功
―
ほ
と
ば
し
る
個
性
―
』
が
あ
る
〔
註
1
〕。
ま
た
、
新
潟
県
内
で

棟
方
志
功
の
優
品
を
多
数
収
蔵
し
て
い
る
美
術
館
と
し
て
雪
梁
舎
美
術
館
（
新
潟
市
西

区
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
〔
註
2
〕。
こ
れ
ら
の
館
が
発
行
す
る
文
献
か
ら
は
、

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
新
潟
ゆ
か
り
の
棟
方
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る

し
、
各
地
の
郷
土
史
関
連
文
献
に
も
時
折
、
棟
方
の
小
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。

新
潟
ゆ
か
り
の
棟
方
作
品
の
う
ち
、
最
後
の
作
品
は
、
最
晩
年
の
《
羽
海
道
棟
方
板

画
》
全
十
三
柵
（
昭
和
四
十
九
〔
一
九
七
四
〕
年
）
の
う
ち
の
《
開
表　

新
潟　

信
濃

川
分
水
の
柵
》
と
《
七
月　

新
潟　

荒
海
の
柵
》
で
あ
る
が
、「
信
濃
川
分
水
」（
大お

お

河こ
う

津づ

分
水
）
へ
は
、
棟
方
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
の
最
初
の
新
潟
旅
行
中
に
島
丈
夫

ら
と
す
で
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

私
た
ち
が
考
え
る
以
上
に
、
昭
和
六
年
の
新
潟
へ
の
旅
は
、
そ
の
後
の
棟
方
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
棟
方
が
好
ん
で
詠
み
、
板
画
な
ど

に
も
し
た
自
作
の
短
歌
「
小お

矢や

部べ

川　

雪
解
け
居
る
も　

吾わ
ぎ

妹も

子こ

の　

矢
羽
根
む
ら
さ

き　

袂
た
も
と

香に
ほ

ふ
も
」
も
、
当
時
疎
開
し
て
い
た
富
山
県
福
光
を
流
れ
る
小
矢
部
川
の
風
景

を
詠
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
後
述
す
る
よ
う
に
実
は
旅
先
の
「
新
潟
」
の
ど
こ
か
の
風

景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
の
短
歌
は
棟
方
の
福
光
時
代
の
支
援

者
・
石
崎
俊
彦
（
大
正
元
〜
平
成
十
五
〔
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
三
〕）
宛
て
に
、
棟
方

が
新
潟
か
ら
富
山
経
由
で
福
光
に
帰
る
旅
先
か
ら
「
福
光
に
似
た
風
景
に
出
会
い
、
こ

ん
な
歌
を
作
っ
た
よ
、
と
自
慢
げ
に
六
首
も
」
送
っ
て
き
た
歌
で
、「
そ
の
歌
を
上
記

の
歌
〔
小
矢
部
川
の
歌
〕
に
校
正
し
、
作
品
に
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
〔
註
3
〕。

石
崎
俊
彦
は
福
光
の
町
立
図
書
館
の
館
員
（
の
ち
館
長
）
で
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月

に
棟
方
が
福
光
町
内
に
新
居
を
構
え
た
際
、
そ
の
土
地
を
用
意
し
、
自
分
も
棟
方
家
の

隣
に
家
を
建
て
て
住
み
、
棟
方
一
家
を
献
身
的
に
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
多
数
の
棟
方

作
品
や
民
藝
品
を
所
有
し
、
そ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
現
在
の
「
棟
方
志
功
記
念
館　

愛
染
苑
」
を
形
成
す
る
礎
と
な
っ
た
（
同
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
）。

棟
方
志
功
に
縁
の
あ
る
新
潟
県
人
で
は
、
前
述
の
會
津
八
一
の
ほ
か
に
、
著
名
人
に

限
っ
て
み
て
も
曽
我
量
深
、
式
場
隆
三
郎
な
ど
が
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

も
、
棟
方
志
功
は
新
潟
ゆ
か
り
の
作
家
の
一
人
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。二昭

和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
一
月
、
ま
だ
無
名
時
代
の
棟
方
志
功
は
、
新
潟
県
出
身

の
薬
剤
師
で
棟
方
の
最
初
期
の
支
援
者
で
あ
る
島
丈
夫
（
明
治
三
十
〜
昭
和
五
十
二

〔
一
八
九
七
〜
一
九
七
七
〕）
と
そ
の
妻
ヤ
イ
に
同
行
し
て
、
新
潟
県
内
各
地
を
訪
れ
て

い
る
。
こ
の
旅
は
、
本
来
の
目
的
は
島
丈
夫
が
父
の
法
要
の
た
め
に
帰
省
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
夫
妻
に
同
行
し
た
棟
方
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
最
初
の
新
潟
へ
の
旅
と

な
っ
た
。

昭
和
六
年
は
新
潟
に
と
っ
て
も
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
。
同
年
六
月
に
は
「
信
濃
川

大
河
津
分
水
路
補
修
工
事
」
が
完
成
し
（
棟
方
最
晩
年
の
作
品
《
羽
海
道
棟
方
板
画
》

の
《
開
表　

新
潟　

信
濃
川
分
水
の
柵
》
は
、「
信
濃
川
大
河
津
分
水
路
補
修
工
事
竣

工
記
念
碑
」
の
碑
文
を
題
材
に
し
て
い
る
）、
ま
た
九
月
に
は
、
の
ち
に
川
端
康
成
が

『
雪
国
』（
昭
和
十
二
年
）
の
中
で
「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
」
と
形
容
し
人
口
に
膾
炙

す
る
こ
と
に
な
っ
た
上
越
線
の
「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
て
い
る
。

棟
方
が
東
京
か
ら
島
夫
妻
に
伴
わ
れ
て
新
潟
へ
旅
し
た
の
が
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
島
夫
妻
と
棟
方
も
、
開
通
ま
も
な
い
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
汽
車
で
通
っ
た
も
の
と
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│
五
│

の
田
下
家
か
ら
来
た
方
で
し
た
。
―
―
奥
様
は
、
大
き
な
丸ま

る

髷ま
げ

に
結
っ
て
、
赤
い
カ

ノ
コ
の
手て

柄が
ら

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
タ
ス
キ
を
か
け
て
、
い
つ
も
忠ま

実め

ま
め

し
く
働
い
て
い
ま
し
た
。
顔
も
こ
こ
ろ
も
新
潟
の
女
の
方
の
美
し
さ
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
は
孫
さ
ん
が
あ
っ
て
、
時
々
わ
た
く
し
の
家
へ
元
気
に
来
て
く
れ
ま
す
。

（『
板
極
道
』）〔
註
10
〕

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
画
家
と
し
て
立
つ
こ
と
を
決
意
し
た
棟
方
は
、
青
森

地
方
裁
判
所
の
弁
護
士
控
所
給
仕
を
辞
し
、
九
月
七
日
、
青
森
駅
発
の
夜
行
列
車
で
上

京
す
る
。
棟
方
二
十
一
才
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
伯
母
ヨ
ネ
の
知
り
合
い
で
あ
る
本

郷
区
弓
町
の
渡
辺
勝
兵
衛
方
に
下
宿
。
島
丈
夫
と
の
出
会
い
は
こ
の
頃
の
こ
と
で
、
以

後
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
島
と
知
り
合
っ
た
年
に
つ
い
て
は
翌
年
の
大

正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
と
い
う
説
も
あ
る
が
〔
註
11
〕、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
五
回

帝
展
（
大
正
十
三
〔
一
九
二
四
〕
年
十
月
）
に
初
出
品
し
て
落
選
し
た
油
彩
画
《
合
浦

池
畔
》
を
島
が
買
い
取
っ
て
く
れ
た
と
い
う
逸
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
〔
註
12
〕。

新
潟
の
郷
土
史
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
島
の
実
家
は
「
越
後
味
方
村
の
地
主
」〔
註
13
〕

で
あ
る
。
今
回
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
は
新
潟
市
南
区
（
旧
・
味

方
村
）
吉
江
の
髙
念
寺
を
お
訪
ね
し
た
〔
註
14
〕。
そ
の
日
は
島
家
の
お
墓
だ
け
で
も

探
し
当
て
よ
う
と
い
う
算
段
で
あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
御
堂
の
方
か
ら
墓
地
の
方
に
出

て
こ
ら
れ
た
ご
住
職
と
偶
然
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
、
ご
住
職
が
こ
れ
か
ら
法
事
に

出
掛
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
貴
重

な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
誠
に
幸
い
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
島
家
の
墓
は
、

以
前
は
島
家
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
が
、
親
族
が
全
員
こ
の
地
を
離
れ
た
の
で
、
そ
の
敷

地
内
に
墓
は
今
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
寺
の
墓
地
に
も
島
家
の
墓
は

な
い
が
、
本
堂
の
前
に
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
て
、
そ
の
石
碑
の
下
が
共
同
墓
地
に

な
っ
て
お
り
、
島
丈
夫
氏
も
今
は
そ
の
石
碑
の
下
に
眠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
等
で
あ

る
。
ま
た
、
同
寺
本
堂
の
扁
額
「
髙
念
寺
」
は
「
句
佛
上
人
」
こ
と
大
谷
光
演
（
真
宗

本
廟
＝
東
本
願
寺
、
第
二
十
三
代
法
主
「
彰
如
」
上
人
）（
明
治
八
〜
昭
和
十
八
）
の

筆
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

旧
・
味
方
村
は
浄
土
真
宗
（
と
く
に
真
宗
大
谷
派
）
が
盛
ん
な
土
地
で
〔
註
15
〕、

曽
我
量
深
（
明
治
八
〜
昭
和
四
十
六
〔
一
八
七
五
〜
一
九
七
一
〕）
も
こ
の
地
の
生
ま

れ
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
曽
我
量
深
は
真
宗
大
谷
派
の
碩
学
で
、
大
谷
大
学
長

も
つ
と
め
た
仏
教
学
者
で
あ
る
が
、
棟
方
志
功
も
後
年
、
曽
我
の
法
語
に
感
銘
を
受
け

て
、
曽
我
の
法
語
に
よ
る
書
を
自
ら
し
た
た
め
て
い
る
〔
註
16
〕。

島
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
髙
念
寺
も
ま
た
真
宗
大
谷
派
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
棟

方
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
に
棟
方

が
柳
宗
悦
（
明
治
二
十
二
〜
昭
和
三
十
六
〔
一
八
八
九
〜
一
九
六
一
〕）
ら
民
藝
運
動

の
関
係
者
た
ち
に
よ
っ
て
開
眼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
浄
土

教
（
阿
弥
陀
信
仰
）
の
世
界
観
に
、
僅
か
な
が
ら
で
も
、
こ
の
と
き
す
で
に
島
丈
夫
を

通
し
て
触
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
旅
行
中
に
も
棟
方
は
同
じ
く
島

夫
妻
と
と
も
に
北
蒲
原
郡
安
田
村
（
現
・
阿
賀
野
市
）
の
孝
順
寺
に
も
参
っ
て
い
る
。

孝
順
寺
も
ま
た
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
が
、
親
鸞
聖
人
の
「
越
後
七
不
思
議
」
の

ひ
と
つ
「
保や

す

田だ

の
三
度
栗
」
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

島
家
の
菩
提
寺
・
髙
念
寺
と
曽
我
量
深
の
生
家
・
円
徳
寺
と
は
、
地
理
的
に
も
同
じ
村

内
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
の
棟
方
最
晩
年
の
作
品
に
《
羽
海
道
棟

方
板
画
》
全
十
三
柵
が
あ
る
。
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
々
の
板
画
に
は
す
べ
て
松

尾
芭
蕉
の
句
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
表
紙
の
「
開
表
の
柵
」
だ
け
は
『
奥

の
細
道
』
と
は
関
係
の
な
い
《
信
濃
川
分
水
の
柵
》
と
な
っ
て
い
る
〔
図
版
4
、
リ
ス

ト
33
〕。
碑
文
の
原
稿
を
草
し
た
の
は
改
修
工
事
を
指
揮
し
た
技
師
・
青
山
士あ

き
ら（

明
治

十
一
〜
昭
和
三
十
八
）
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
運
河
開
削
に
も
携
わ
っ
た
土
木
技
師
で
、
碑

文
の
文
章
に
日
本
語
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
あ
っ
た
青
山
の
博
愛
精
神
が
表
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
記
念
碑
の
お
も
て
面
の

碑
文
が
「
萬
象
ニ
天
意
ヲ
覺
ル
者
ハ
幸
ナ
リ　

FELIĈA
J  EST

A
S  T

IU
J  K

IU
J  

V
ID
A
S  LA

  V
O
N
  D
E  D

IO
  EN

  N
A
T
U
RO
.

」、
裏
面
の
碑
文
が
「
人
類
ノ
為

メ
国
ノ
為
メ　

PO
R  H

O
M
A
RO
  K
A
J  PA

T
RU
JO
.

」
で
あ
る
〔
註
17
〕。
な
お
、

棟
方
は
板
画
《
開
表
の
柵　

新
潟　

信
濃
川
分
水
の
柵
》
の
中
で
、
実
際
の
記
念
碑
で

は
裏
面
に
あ
た
る
碑
文
の
文
言
を
「
先
」
に
、
お
も
て
面
の
碑
文
の
文
言
を
「
後
」
に

配
置
し
て
描
い
て
い
る
〔
写
真
5
〜
9
〕。《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
の
《
七
月　

新
潟　

荒
海
の
柵
》
に
つ
い
て
は
、〔
図
版
5
、
リ
ス
ト
34
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

棟
方
志
功
研
究
家
の
宇
賀
田
達
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
棟
方
は
昭
和
六
年
の
旅
の
と
き
、

お
そ
ら
く
島
丈
夫
か
ら
信
濃
川
の
悲
惨
な
洪
水
の
歴
史
と
そ
の
治
水
工
事
の
た
め
の
苦

労
を
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
十
月
、
棟
方
は
羽

海
道
の
取
材
旅
行
で
新
潟
か
ら
出
雲
崎
へ
出
て
、
出
雲
崎
か
ら
三
条
へ
戻
り
、
か
つ
て

の
島
夫
妻
と
の
旅
の
想
い
出
の
地
を
懐
か
し
ん
だ
。
三
条
に
戻
る
途
中
、
棟
方
は
わ
ざ

わ
ざ
車
を
新
信
濃
川
放
水
路
の
東
岸
、
分
水
第
一
公
園
に
回
し
て
も
ら
い
、
分
水
記
念

碑
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
こ
の
碑
の
碑
文
を
も
と
に
《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
の
開
表
の
柵

〈
信
濃
川
分
水
の
柵
〉
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
棟
方
は
碑
に
向
か
っ
て
「
人
ノ
為
メ
、

国
ノ
為
メ
」
と
大
声
で
朗
誦
し
、「
イ
イ
ネ
、
リ
ッ
パ
ナ
言
葉
ダ
ネ
」
と
く
り
返
し
語
り
、

し
ば
し
合
掌
し
、
そ
し
て
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
だ
―
―
そ
れ
は
棟
方
が
こ
の
大
精
神

を
の
み
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
と
神
埼
正
美
は
「
随
行
記
」
の
中
に
書
い
て
い
る

│
四
│

思
わ
れ
る
。
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
よ
り
、
新
潟
―
東
京
（
上
野
）
間
は
、
そ
れ
ま

で
の
長
野
（
信
越
線
）
経
由
で
の
所
要
約
十
一
時
間
か
ら
所
要
約
七
時
間
に
短
縮
さ
れ
、

新
潟
と
東
京
は
飛
躍
的
に
「
近
く
」
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、
皮
肉
に

も
新
潟
の
「
裏
日
本
」
化
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
〔
註
4
〕。

昭
和
六
年
の
新
潟
で
完
成
し
た
「
二
大
」
土
木
工
事
、
す
な
わ
ち
「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」

の
完
成
と
「
大
河
津
分
水
」
の
補
修
工
事
の
完
成
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
出
来
事
は
、

文
学
作
品
の
風
景
描
写
に
も
影
響
を
与
え
、
後
者
は
棟
方
作
品
（
美
術
）
に
も
素
材
を

提
供
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
新
潟
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
萬
代
橋
」
が
現
在
の
橋
に
架
け

替
え
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
年
の
こ
と
で
あ
る
（
平
成
十
六
年
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）。

そ
の
「
三
代
目
」
萬
代
橋
竣
工
の
二
年
後
に
、「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」
が
完
成
し
、
上
越

線
全
通
に
よ
っ
て
東
京
（
上
野
）
―
新
潟
間
が
「
最
短
距
離
」
で
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
先
に
、
坂
口
安
吾
も
言
及
し
て
い
た
よ
う
に
、
新
開
地
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）

と
し
て
の
「
大
陸
」
が
あ
っ
た
。

こ
の
新
潟
へ
の
旅
の
副
産
物
と
し
て
、
棟
方
が
板
（
版
）
画
家
と
し
て
立
つ
契
機
と

な
っ
た
四
作
品
す
な
わ
ち
《
越
後
、
加
茂
に
て
の
庭
》〔
図
版
1
、
リ
ス
ト
3
〕、《
亀
田
、

長
谷
川
邸
の
内
園
》〔
図
版
2
、
リ
ス
ト
4
〕、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》〔
図
版
3
、

リ
ス
ト
5
〕、《
合
浦
、
青
森
の
公
園
》
の
う
ち
の
、《
合
浦
、
青
森
の
公
園
》
を
除
く

三
点
の
下
絵
が
描
か
れ
た
。
四
作
品
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
五
月
の
第
七
回
国
画

会
展
に
出
品
さ
れ
、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
で
棟
方
は
国
画
奨
学
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
さ
ら
に
《
越
後
、
加
茂
に
て
の
庭
》、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
内
園
》、《
亀
田
、

長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
の
三
作
品
が
米
国
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
買
い
上
げ
ら
れ
、《
合
浦
、

青
森
の
公
園
》
は
パ
リ
・
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
に
買
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
（
な
お
、
各
作
品
の
素
材
・
技
法
、
寸
法
、
所
蔵
者
、
図
版
掲
載
〔
出
典
〕
等

の
情
報
は
、
本
論
末
尾
の
「
棟
方
志
功　

新
潟
関
係
作
品
リ
ス
ト
」
を
参
照
さ
れ
た

い
）。

《
越
後
、
加
茂
に
て
の
庭
》
は
、
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
実
家
が
あ
る
加
茂
町
の
寺
院

の
庭
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
内
園
》
は
国
画
会
展
で

は
《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
と
同
じ
題
名
で
出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
東
京
国

立
近
代
美
術
館
『
棟
方
志
功
展
』
朝
日
新
聞
社　

昭
和
六
十
年
、
二
六
頁
に
よ
る
）。

な
お
、
長
谷
川
邸
の
庭
を
描
い
た
二
作
品
の
う
ち
現
在
、
棟
方
志
功
記
念
館
所
蔵
の
も

の
は
、
は
じ
め
棟
方
本
人
か
ら
亀
田
・
長
谷
川
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
五
十
年
の
棟
方
板
画
美
術
館
（
鎌
倉
、
現
在
は
閉
館
）
の
開
館
に
際
し
、
当
時
の
長

谷
川
家
当
主
・
軍
治
氏
が
同
館
の
求
め
に
応
じ
て
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
軍

治
氏
は
「
タ
ダ
で
〔
棟
方
志
功
か
ら
〕
貰
っ
た
も
の
を
無
料
で
返
し
た
だ
け
の
こ
と
」

と
語
っ
て
い
た
と
い
う
〔
註
5
〕。

棟
方
は
後
年
、
昭
和
七
年
の
国
画
会
展
の
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

国
画
会
に
、
は
じ
め
て
四
点
出
品
し
た
の
は
、
昭
和
五
年
の
こ
と
で
す
。
昭
和
七
年

に
は
、
前
記
の
島
丈
夫
氏
の
つ
な
が
り
か
ら
知
り
ま
し
た
、
新
潟
の
亀
田
町
の
長
谷

川
松
郎
氏
の
庭
園
を
板
画
に
し
た
『
長
谷
川
邸
の
庭マ

マ

』
を
初
め
五
点
ほ
ど
を
作
り
ま

し
た
。
わ
た
く
し
は
上
野
ま
で
、
中
野
の
沼
袋
か
ら
、
こ
れ
を
背
負
っ
て
歩
い
て
行

き
ま
し
た
。
そ
し
て
上
野
の
不
忍
の
弁
天
様
に
作
品
の
幸
い
を
祈
り
ま
し
た
。
こ
の

時
は
全
部
五マ

点マ

と
も
入
選
し
、『
長
谷
川
邸
の
庭マ

マ

』
は
国
画
奨
学
賞
を
受
け
ま
し
た
。

弁
天
様
が
、
ソ
ロ
ソ
ロ
わ
た
く
し
に
近
づ
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（『
板
極
道
』）

〔
註
6
〕

棟
方
の
孫
で
棟
方
作
品
に
詳
し
い
石
井
頼
子
氏
は
「
版
画
で
賞
を
得
、
海
外
に
も
受

け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
自
信
と
な
り
、
こ
れ
を
期
に
棟
方
は
版
画
家
と

し
て
立
つ
決
意
を
固
め
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
〔
註
7
〕。
昭
和
六
年
の
新
潟
へ

の
旅
は
、
棟
方
に
と
っ
て
人
生
の
転
機
と
な
る
創
作
上
の
素
材
を
提
供
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
こ
の
旅
で
の
主
な
訪
問
先
は
、
ま
ず
島
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
西
蒲
原
郡
味
方

村
（
現
・
新
潟
市
南
区
）
の
髙
念
寺
、
島
の
妻
ヤ
イ
の
実
家
・
田
下
家
の
あ
る
南
蒲
原

郡
加
茂
町
（
現
・
加
茂
市
）、
妻
ヤ
イ
の
父
〔
註
8
〕・
田
下
三
作
（
明
治
四
〜
昭
和

二
一
〔
一
八
七
一
〜
一
九
四
六
〕）
の
義
理
の
娘
ツ
ヤ
の
実
家
・
長
谷
川
家
の
あ
る
中

蒲
原
郡
亀
田
町
（
現
・
新
潟
市
江
南
区
）
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
他
、
北
蒲
原
郡
安
田
村

（
現
・
阿
賀
野
市
）
の
孝
順
寺
な
ど
も
訪
れ
て
い
る
〔
註
9
〕。

島
丈
夫
に
つ
い
て
は
、
棟
方
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

現
在
、
そ
の
こ
ろ
と
同
じ
く
仲
よ
し
が
つ
づ
い
て
い
る
方
で
す
が
、
こ
の
下
宿
の

知
人
で
、
島
丈
夫
氏
と
い
う
人
が
お
り
ま
す
。
こ
の
方
は
新
潟
の
出
身
で
、
薬
剤
師

さ
ん
で
、
今
は
株
式
会
社
島
商
店
の
社
長
で
何
十
人
も
人
を
使
っ
て
い
る
方
で
す

が
、
そ
の
こ
ろ
は
自
転
車
の
う
し
ろ
に
薬
箱
を
つ
け
て
配
達
し
て
あ
る
い
た
方
で
し

た
。
こ
の
方
が
、
絵
が
好
き
だ
と
い
う
理
由
で
は
な
く
て
、
遠
い
自
分
と
同
じ
雪
国

か
ら
来
て
勉
強
し
て
い
る
の
は
さ
び
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

ま
た
、
新
潟
県
の
方
の
気
性
で
、
力
を
合
わ
せ
て
仕
事
を
立
て
よ
う
と
す
る
心
か
ら

の
応
援
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
絵
の
具
代
や
、
電
車
賃
が
い
る
と
き
は

出
し
て
や
る
と
い
う
の
で
し
た
。
わ
た
く
し
は
電
車
賃
に
困
っ
た
り
、
大
き
い
絵
を

描
き
た
く
な
る
と
、
島
氏
の
厄
介
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
は
わ
た
く
し
の
駆
け
出

し
時
代
か
ら
今
も
な
お
い
ち
ば
ん
永
い
つ
き
あ
い
を
し
て
い
ま
す
。

島
氏
は
そ
の
こ
ろ
、
奥
様
を
も
ら
っ
た
ば
か
り
で
し
た
。
同
じ
新
潟
県
の
加
茂
市
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│
五
│

の
田
下
家
か
ら
来
た
方
で
し
た
。
―
―
奥
様
は
、
大
き
な
丸ま

る

髷ま
げ

に
結
っ
て
、
赤
い
カ

ノ
コ
の
手て

柄が
ら

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
タ
ス
キ
を
か
け
て
、
い
つ
も
忠ま

実め

ま
め

し
く
働
い
て
い
ま
し
た
。
顔
も
こ
こ
ろ
も
新
潟
の
女
の
方
の
美
し
さ
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
は
孫
さ
ん
が
あ
っ
て
、
時
々
わ
た
く
し
の
家
へ
元
気
に
来
て
く
れ
ま
す
。

（『
板
極
道
』）〔
註
10
〕

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
、
画
家
と
し
て
立
つ
こ
と
を
決
意
し
た
棟
方
は
、
青
森

地
方
裁
判
所
の
弁
護
士
控
所
給
仕
を
辞
し
、
九
月
七
日
、
青
森
駅
発
の
夜
行
列
車
で
上

京
す
る
。
棟
方
二
十
一
才
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
伯
母
ヨ
ネ
の
知
り
合
い
で
あ
る
本

郷
区
弓
町
の
渡
辺
勝
兵
衛
方
に
下
宿
。
島
丈
夫
と
の
出
会
い
は
こ
の
頃
の
こ
と
で
、
以

後
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
島
と
知
り
合
っ
た
年
に
つ
い
て
は
翌
年
の
大

正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
と
い
う
説
も
あ
る
が
〔
註
11
〕、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
五
回

帝
展
（
大
正
十
三
〔
一
九
二
四
〕
年
十
月
）
に
初
出
品
し
て
落
選
し
た
油
彩
画
《
合
浦

池
畔
》
を
島
が
買
い
取
っ
て
く
れ
た
と
い
う
逸
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
〔
註
12
〕。

新
潟
の
郷
土
史
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
島
の
実
家
は
「
越
後
味
方
村
の
地
主
」〔
註
13
〕

で
あ
る
。
今
回
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
は
新
潟
市
南
区
（
旧
・
味

方
村
）
吉
江
の
髙
念
寺
を
お
訪
ね
し
た
〔
註
14
〕。
そ
の
日
は
島
家
の
お
墓
だ
け
で
も

探
し
当
て
よ
う
と
い
う
算
段
で
あ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
御
堂
の
方
か
ら
墓
地
の
方
に
出

て
こ
ら
れ
た
ご
住
職
と
偶
然
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
、
ご
住
職
が
こ
れ
か
ら
法
事
に

出
掛
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
貴
重

な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
誠
に
幸
い
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
島
家
の
墓
は
、

以
前
は
島
家
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
が
、
親
族
が
全
員
こ
の
地
を
離
れ
た
の
で
、
そ
の
敷

地
内
に
墓
は
今
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
寺
の
墓
地
に
も
島
家
の
墓
は

な
い
が
、
本
堂
の
前
に
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
て
、
そ
の
石
碑
の
下
が
共
同
墓
地
に

な
っ
て
お
り
、
島
丈
夫
氏
も
今
は
そ
の
石
碑
の
下
に
眠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
等
で
あ

る
。
ま
た
、
同
寺
本
堂
の
扁
額
「
髙
念
寺
」
は
「
句
佛
上
人
」
こ
と
大
谷
光
演
（
真
宗

本
廟
＝
東
本
願
寺
、
第
二
十
三
代
法
主
「
彰
如
」
上
人
）（
明
治
八
〜
昭
和
十
八
）
の

筆
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

旧
・
味
方
村
は
浄
土
真
宗
（
と
く
に
真
宗
大
谷
派
）
が
盛
ん
な
土
地
で
〔
註
15
〕、

曽
我
量
深
（
明
治
八
〜
昭
和
四
十
六
〔
一
八
七
五
〜
一
九
七
一
〕）
も
こ
の
地
の
生
ま

れ
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
曽
我
量
深
は
真
宗
大
谷
派
の
碩
学
で
、
大
谷
大
学
長

も
つ
と
め
た
仏
教
学
者
で
あ
る
が
、
棟
方
志
功
も
後
年
、
曽
我
の
法
語
に
感
銘
を
受
け

て
、
曽
我
の
法
語
に
よ
る
書
を
自
ら
し
た
た
め
て
い
る
〔
註
16
〕。

島
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
髙
念
寺
も
ま
た
真
宗
大
谷
派
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
棟

方
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
に
棟
方

が
柳
宗
悦
（
明
治
二
十
二
〜
昭
和
三
十
六
〔
一
八
八
九
〜
一
九
六
一
〕）
ら
民
藝
運
動

の
関
係
者
た
ち
に
よ
っ
て
開
眼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
浄
土

教
（
阿
弥
陀
信
仰
）
の
世
界
観
に
、
僅
か
な
が
ら
で
も
、
こ
の
と
き
す
で
に
島
丈
夫
を

通
し
て
触
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
旅
行
中
に
も
棟
方
は
同
じ
く
島

夫
妻
と
と
も
に
北
蒲
原
郡
安
田
村
（
現
・
阿
賀
野
市
）
の
孝
順
寺
に
も
参
っ
て
い
る
。

孝
順
寺
も
ま
た
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
あ
る
が
、
親
鸞
聖
人
の
「
越
後
七
不
思
議
」
の

ひ
と
つ
「
保や

す

田だ

の
三
度
栗
」
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

島
家
の
菩
提
寺
・
髙
念
寺
と
曽
我
量
深
の
生
家
・
円
徳
寺
と
は
、
地
理
的
に
も
同
じ
村

内
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
の
棟
方
最
晩
年
の
作
品
に
《
羽
海
道
棟

方
板
画
》
全
十
三
柵
が
あ
る
。
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
々
の
板
画
に
は
す
べ
て
松

尾
芭
蕉
の
句
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
表
紙
の
「
開
表
の
柵
」
だ
け
は
『
奥

の
細
道
』
と
は
関
係
の
な
い
《
信
濃
川
分
水
の
柵
》
と
な
っ
て
い
る
〔
図
版
4
、
リ
ス

ト
33
〕。
碑
文
の
原
稿
を
草
し
た
の
は
改
修
工
事
を
指
揮
し
た
技
師
・
青
山
士あ

き
ら（

明
治

十
一
〜
昭
和
三
十
八
）
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
運
河
開
削
に
も
携
わ
っ
た
土
木
技
師
で
、
碑

文
の
文
章
に
日
本
語
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
あ
っ
た
青
山
の
博
愛
精
神
が
表
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
記
念
碑
の
お
も
て
面
の

碑
文
が
「
萬
象
ニ
天
意
ヲ
覺
ル
者
ハ
幸
ナ
リ　

FELIĈA
J  EST

A
S  T

IU
J  K

IU
J  

V
ID
A
S  LA

  V
O
N
  D
E  D

IO
  EN

  N
A
T
U
RO
.

」、
裏
面
の
碑
文
が
「
人
類
ノ
為

メ
国
ノ
為
メ　

PO
R  H

O
M
A
RO
  K
A
J  PA

T
RU
JO
.

」
で
あ
る
〔
註
17
〕。
な
お
、

棟
方
は
板
画
《
開
表
の
柵　

新
潟　

信
濃
川
分
水
の
柵
》
の
中
で
、
実
際
の
記
念
碑
で

は
裏
面
に
あ
た
る
碑
文
の
文
言
を
「
先
」
に
、
お
も
て
面
の
碑
文
の
文
言
を
「
後
」
に

配
置
し
て
描
い
て
い
る
〔
写
真
5
〜
9
〕。《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
の
《
七
月　

新
潟　

荒
海
の
柵
》
に
つ
い
て
は
、〔
図
版
5
、
リ
ス
ト
34
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

棟
方
志
功
研
究
家
の
宇
賀
田
達
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
棟
方
は
昭
和
六
年
の
旅
の
と
き
、

お
そ
ら
く
島
丈
夫
か
ら
信
濃
川
の
悲
惨
な
洪
水
の
歴
史
と
そ
の
治
水
工
事
の
た
め
の
苦

労
を
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
十
月
、
棟
方
は
羽

海
道
の
取
材
旅
行
で
新
潟
か
ら
出
雲
崎
へ
出
て
、
出
雲
崎
か
ら
三
条
へ
戻
り
、
か
つ
て

の
島
夫
妻
と
の
旅
の
想
い
出
の
地
を
懐
か
し
ん
だ
。
三
条
に
戻
る
途
中
、
棟
方
は
わ
ざ

わ
ざ
車
を
新
信
濃
川
放
水
路
の
東
岸
、
分
水
第
一
公
園
に
回
し
て
も
ら
い
、
分
水
記
念

碑
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
こ
の
碑
の
碑
文
を
も
と
に
《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
の
開
表
の
柵

〈
信
濃
川
分
水
の
柵
〉
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
棟
方
は
碑
に
向
か
っ
て
「
人
ノ
為
メ
、

国
ノ
為
メ
」
と
大
声
で
朗
誦
し
、「
イ
イ
ネ
、
リ
ッ
パ
ナ
言
葉
ダ
ネ
」
と
く
り
返
し
語
り
、

し
ば
し
合
掌
し
、
そ
し
て
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
だ
―
―
そ
れ
は
棟
方
が
こ
の
大
精
神

を
の
み
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
と
神
埼
正
美
は
「
随
行
記
」
の
中
に
書
い
て
い
る

│
四
│

思
わ
れ
る
。
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
よ
り
、
新
潟
―
東
京
（
上
野
）
間
は
、
そ
れ
ま

で
の
長
野
（
信
越
線
）
経
由
で
の
所
要
約
十
一
時
間
か
ら
所
要
約
七
時
間
に
短
縮
さ
れ
、

新
潟
と
東
京
は
飛
躍
的
に
「
近
く
」
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、
皮
肉
に

も
新
潟
の
「
裏
日
本
」
化
が
進
む
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
〔
註
4
〕。

昭
和
六
年
の
新
潟
で
完
成
し
た
「
二
大
」
土
木
工
事
、
す
な
わ
ち
「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」

の
完
成
と
「
大
河
津
分
水
」
の
補
修
工
事
の
完
成
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
出
来
事
は
、

文
学
作
品
の
風
景
描
写
に
も
影
響
を
与
え
、
後
者
は
棟
方
作
品
（
美
術
）
に
も
素
材
を

提
供
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
新
潟
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
萬
代
橋
」
が
現
在
の
橋
に
架
け

替
え
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
年
の
こ
と
で
あ
る
（
平
成
十
六
年
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）。

そ
の
「
三
代
目
」
萬
代
橋
竣
工
の
二
年
後
に
、「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」
が
完
成
し
、
上
越

線
全
通
に
よ
っ
て
東
京
（
上
野
）
―
新
潟
間
が
「
最
短
距
離
」
で
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
先
に
、
坂
口
安
吾
も
言
及
し
て
い
た
よ
う
に
、
新
開
地
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）

と
し
て
の
「
大
陸
」
が
あ
っ
た
。

こ
の
新
潟
へ
の
旅
の
副
産
物
と
し
て
、
棟
方
が
板
（
版
）
画
家
と
し
て
立
つ
契
機
と

な
っ
た
四
作
品
す
な
わ
ち
《
越
後
、
加
茂
に
て
の
庭
》〔
図
版
1
、
リ
ス
ト
3
〕、《
亀
田
、

長
谷
川
邸
の
内
園
》〔
図
版
2
、
リ
ス
ト
4
〕、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》〔
図
版
3
、

リ
ス
ト
5
〕、《
合
浦
、
青
森
の
公
園
》
の
う
ち
の
、《
合
浦
、
青
森
の
公
園
》
を
除
く

三
点
の
下
絵
が
描
か
れ
た
。
四
作
品
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
五
月
の
第
七
回
国
画

会
展
に
出
品
さ
れ
、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
で
棟
方
は
国
画
奨
学
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。
さ
ら
に
《
越
後
、
加
茂
に
て
の
庭
》、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
内
園
》、《
亀
田
、

長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
の
三
作
品
が
米
国
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
買
い
上
げ
ら
れ
、《
合
浦
、

青
森
の
公
園
》
は
パ
リ
・
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
に
買
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
（
な
お
、
各
作
品
の
素
材
・
技
法
、
寸
法
、
所
蔵
者
、
図
版
掲
載
〔
出
典
〕
等

の
情
報
は
、
本
論
末
尾
の
「
棟
方
志
功　

新
潟
関
係
作
品
リ
ス
ト
」
を
参
照
さ
れ
た

い
）。

《
越
後
、
加
茂
に
て
の
庭
》
は
、
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
実
家
が
あ
る
加
茂
町
の
寺
院

の
庭
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
内
園
》
は
国
画
会
展
で

は
《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
と
同
じ
題
名
で
出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
東
京
国

立
近
代
美
術
館
『
棟
方
志
功
展
』
朝
日
新
聞
社　

昭
和
六
十
年
、
二
六
頁
に
よ
る
）。

な
お
、
長
谷
川
邸
の
庭
を
描
い
た
二
作
品
の
う
ち
現
在
、
棟
方
志
功
記
念
館
所
蔵
の
も

の
は
、
は
じ
め
棟
方
本
人
か
ら
亀
田
・
長
谷
川
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
五
十
年
の
棟
方
板
画
美
術
館
（
鎌
倉
、
現
在
は
閉
館
）
の
開
館
に
際
し
、
当
時
の
長

谷
川
家
当
主
・
軍
治
氏
が
同
館
の
求
め
に
応
じ
て
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
軍

治
氏
は
「
タ
ダ
で
〔
棟
方
志
功
か
ら
〕
貰
っ
た
も
の
を
無
料
で
返
し
た
だ
け
の
こ
と
」

と
語
っ
て
い
た
と
い
う
〔
註
5
〕。

棟
方
は
後
年
、
昭
和
七
年
の
国
画
会
展
の
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

国
画
会
に
、
は
じ
め
て
四
点
出
品
し
た
の
は
、
昭
和
五
年
の
こ
と
で
す
。
昭
和
七
年

に
は
、
前
記
の
島
丈
夫
氏
の
つ
な
が
り
か
ら
知
り
ま
し
た
、
新
潟
の
亀
田
町
の
長
谷

川
松
郎
氏
の
庭
園
を
板
画
に
し
た
『
長
谷
川
邸
の
庭マ

マ

』
を
初
め
五
点
ほ
ど
を
作
り
ま

し
た
。
わ
た
く
し
は
上
野
ま
で
、
中
野
の
沼
袋
か
ら
、
こ
れ
を
背
負
っ
て
歩
い
て
行

き
ま
し
た
。
そ
し
て
上
野
の
不
忍
の
弁
天
様
に
作
品
の
幸
い
を
祈
り
ま
し
た
。
こ
の

時
は
全
部
五マ

点マ

と
も
入
選
し
、『
長
谷
川
邸
の
庭マ

マ

』
は
国
画
奨
学
賞
を
受
け
ま
し
た
。

弁
天
様
が
、
ソ
ロ
ソ
ロ
わ
た
く
し
に
近
づ
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（『
板
極
道
』）

〔
註
6
〕

棟
方
の
孫
で
棟
方
作
品
に
詳
し
い
石
井
頼
子
氏
は
「
版
画
で
賞
を
得
、
海
外
に
も
受

け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
自
信
と
な
り
、
こ
れ
を
期
に
棟
方
は
版
画
家
と

し
て
立
つ
決
意
を
固
め
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
〔
註
7
〕。
昭
和
六
年
の
新
潟
へ

の
旅
は
、
棟
方
に
と
っ
て
人
生
の
転
機
と
な
る
創
作
上
の
素
材
を
提
供
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
こ
の
旅
で
の
主
な
訪
問
先
は
、
ま
ず
島
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
西
蒲
原
郡
味
方

村
（
現
・
新
潟
市
南
区
）
の
髙
念
寺
、
島
の
妻
ヤ
イ
の
実
家
・
田
下
家
の
あ
る
南
蒲
原

郡
加
茂
町
（
現
・
加
茂
市
）、
妻
ヤ
イ
の
父
〔
註
8
〕・
田
下
三
作
（
明
治
四
〜
昭
和

二
一
〔
一
八
七
一
〜
一
九
四
六
〕）
の
義
理
の
娘
ツ
ヤ
の
実
家
・
長
谷
川
家
の
あ
る
中

蒲
原
郡
亀
田
町
（
現
・
新
潟
市
江
南
区
）
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
他
、
北
蒲
原
郡
安
田
村

（
現
・
阿
賀
野
市
）
の
孝
順
寺
な
ど
も
訪
れ
て
い
る
〔
註
9
〕。

島
丈
夫
に
つ
い
て
は
、
棟
方
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

現
在
、
そ
の
こ
ろ
と
同
じ
く
仲
よ
し
が
つ
づ
い
て
い
る
方
で
す
が
、
こ
の
下
宿
の

知
人
で
、
島
丈
夫
氏
と
い
う
人
が
お
り
ま
す
。
こ
の
方
は
新
潟
の
出
身
で
、
薬
剤
師

さ
ん
で
、
今
は
株
式
会
社
島
商
店
の
社
長
で
何
十
人
も
人
を
使
っ
て
い
る
方
で
す

が
、
そ
の
こ
ろ
は
自
転
車
の
う
し
ろ
に
薬
箱
を
つ
け
て
配
達
し
て
あ
る
い
た
方
で
し

た
。
こ
の
方
が
、
絵
が
好
き
だ
と
い
う
理
由
で
は
な
く
て
、
遠
い
自
分
と
同
じ
雪
国

か
ら
来
て
勉
強
し
て
い
る
の
は
さ
び
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

ま
た
、
新
潟
県
の
方
の
気
性
で
、
力
を
合
わ
せ
て
仕
事
を
立
て
よ
う
と
す
る
心
か
ら

の
応
援
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
絵
の
具
代
や
、
電
車
賃
が
い
る
と
き
は

出
し
て
や
る
と
い
う
の
で
し
た
。
わ
た
く
し
は
電
車
賃
に
困
っ
た
り
、
大
き
い
絵
を

描
き
た
く
な
る
と
、
島
氏
の
厄
介
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
は
わ
た
く
し
の
駆
け
出

し
時
代
か
ら
今
も
な
お
い
ち
ば
ん
永
い
つ
き
あ
い
を
し
て
い
ま
す
。

島
氏
は
そ
の
こ
ろ
、
奥
様
を
も
ら
っ
た
ば
か
り
で
し
た
。
同
じ
新
潟
県
の
加
茂
市
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│
七
│

川
家
も
温
か
く
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。
棟
方
も
こ
れ
ら
の
人
々
の
厚
情
に
感
謝
し

て
、
後
年
、
世
界
的
な
巨
匠
と
な
っ
た
後
も
、
し
ば
し
ば
新
潟
を
訪
れ
、
両
家
を
訪
ね

る
な
ど
し
て
い
る
。
以
下
は
、
棟
方
の
主
な
本
県
来
訪
歴
で
あ
る
〔
註
25
〕。

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
（
二
十
八
才
）　

十
一
月　

西
蒲
原
郡
味
方
村
（
髙
念
寺
、

島
丈
夫
の
実
家
の
菩
提
寺
）、
南
蒲
原
郡
加
茂
町
（
島
夫
人
の
実
家
・
田
下
三
作

宅
）、
中
蒲
原
郡
亀
田
町
（
田
下
良
作
夫
人
ツ
ヤ
の
実
家
・
長
谷
川
松
郎
宅
）、
北

蒲
原
郡
安
田
村
（
孝
順
寺
、
親
鸞
聖
人
の
越
後
七
不
思
議
の
ひ
と
つ
「
保
田
の
三

度
栗
」
の
所
在
地
）、
他
（
す
な
わ
ち
、
西
蒲
原
郡
の
分
水
記
念
公
園
に
も
足
を

延
ば
し
、
青
山
士
の
碑
文
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑
や
句
佛
上
人
の
句
碑
な
ど
も
見
て

い
る
か
）。
ま
た
、
こ
の
旅
で
は
《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
な
ど
の
作
品
（
板

画
）
の
下
絵
の
ほ
か
に
、
お
そ
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
贈
答
用
と
思

わ
れ
る
色
紙
も
何
枚
か
描
か
れ
た
。
例
え
ば
《
明
神
池
に
て
（
加
茂
山
公
園
に

て
）》〔
図
版
6
、
リ
ス
ト
1
〕、《
芸
者
図
》〔
リ
ス
ト
2
〕
な
ど
で
あ
る
〔
註
26
〕。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
（
三
十
二
才
）　

六
月　

新
潟
県
を
旅
行
し
、
二
十
三
日
、

佐
渡
へ
渡
る
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
（
三
十
四
才
）　

加
茂
の
田
下
家
を
訪
ね
た
後
、
岩
船
郡

山
北
町
桑
川
の
名
勝
「
笹
川
流
れ
」
に
遊
び
、
作
品
を
制
作
す
る
〔
リ
ス
ト
16
、

17
、
18
〕。

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
（
三
十
七
才
）　

四
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日
、
佐
渡
を

旅
行
す
る
。

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
（
三
十
九
才
）　

二
月
十
六
日
、
長
岡
市
を
旅
行
し
、
信

濃
川
な
ど
を
描
く
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
（
四
十
才
）　

五
月
、
佐
渡
旅
行
。

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
（
四
十
二
才
）　

夏
、
東
蒲
原
郡
津
川
町
の
正
法
寺
（
住

職　

乙
川
大
愚
）
を
訪
問
。

八
月
一
日
、
長
谷
川
家
（
亀
田
町
）
の
親
戚
で
三
島
郡
出
雲
崎
町
の
津
山
九
二
宅
に

て
倭
画
《
愛
染
明
王
図
》〔
リ
ス
ト
19
〕
を
制
作
。

十
一
月　

中
蒲
原
郡
亀
田
町
、
北
蒲
原
郡
中
条
町
、
新
潟
市
を
訪
れ
る
。
福
光
町

（
富
山
県
西
礪
波
郡
、
現
・
南
砺
市
）
の
光
徳
寺
住
職
・
高
坂
貫
昭
宛
て
の
棟
方

か
ら
の
葉
書
（
昭
和
二
十
年
・
冬
）
に
こ
う
あ
る
。「『
光
徳
寺
』
の
題
に
て
今
民

ゲ
イ
館
に
上
図
の
絵
〔
光
徳
寺
境
内
の
図
か
―
―
筆
者
註
〕
陳
列
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

今
吹
雪
中
の
新
潟
に
参
っ
て
八
日
東
京
に
か
へ
り
ま
す
。
オ
ク
サ
マ
、
マ
タ
ミ
ナ

ミ
ナ
サ
マ
ニ
オ
ヨ
ロ
シ
ク
。
ユ
キ
ノ
ト
ヤ
マ
、
フ
ク
ミ
ツ
ホ
ウ
リ
ン
ジ
オ
モ
ヒ
マ

ス
。」〔
註
27
〕。

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
（
四
十
三
才
）　

四
月
、
北
蒲
原
郡
中
条
町
を
訪
ね
、

會
津
八
一
と
会
う
。

五
月
十
日
〜
十
二
日
、
新
潟
市
の
佐
久
間
書
店
で
「
棟
方
志
功
画
業
展
」
を
會
津

八
一
の
後
援
で
開
催
す
る
。

七
月
、
柏
崎
市
の
桑
山
太
市
邸
を
訪
ね
る
。

（
十
二
月
、
三
島
郡
出
雲
崎
町
の
津
山
九
二
に
《
鐘
渓
頌
》
二
柵
を
贈
る
。）

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
（
四
十
四
才
）　

四
月
二
十
七
日
、
新
潟
市
の
佐
久
間

書
店
に
て
小
品
展
を
開
催
。

五
月
十
六
日
、
西
頸
城
郡
木こ

の

浦う
ら

村
（
現
・
糸
魚
川
市
）
へ
行
き
、
夜
は
伊
藤
助
右
衛

門
邸
に
宿
泊
す
る
〔
註
28
〕。

十
一
月
十
二
日
、
南
魚
沼
郡
大
和
町
浦
佐
を
訪
れ
、
千
手
院
（
真
言
宗
豊
山
派
）
に

て
芸
談
会
を
開
催
す
る
。
十
三
日
、
浦
佐
小
学
校
に
て
「
新
潟
県
と
私
」
と
題
す

る
講
演
を
行
な
う
。
午
後
、
芸
談
会
「
日
本
の
美
」、
夜
は
「
藤
や
旅
館
」
で
の

宴
の
会
に
出
席
す
る
。

十
二
月
五
日
〜
十
日
、
新
潟
市
東
堀
五
番
地
の
北
興
民
芸
院
に
て
「
棟
方
志
功
新
作

展
示
会
」
を
開
催
。
こ
の
と
き
展
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
自
作
す
る
〔
リ
ス
ト
22
〕。

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
（
四
十
五
才
）　

三
月
、
新
潟
・
佐
渡
旅
行
。
相
馬
貞

三
宛
て
棟
方
の
葉
書
（
昭
和
二
十
三
年
三
月
九
日
）
に
「
新
潟
に
居
ま
す
。
七
日

か
へ
り
八
日
に
は
お
控
へ
の
仕
事
仕
り
ま
す
。
失
礼
し
て
ゐ
ま
す
。
又
々
。」
と

あ
る
〔
註
29
〕。
な
お
、
こ
の
と
き
《
佐
渡
の
石い

し

菩ぼ

子こ

の
柵
》〔
リ
ス
ト
23
〕
が
描

か
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
（
四
十
六
才
）　

県
立
糸
魚
川
高
校
（
糸
魚
川
市
）
で

作
品
展
を
開
催
。

（
こ
の
年
、
曽
我
量
深
の
短
冊
を
富
山
県
福
光
の
吉
田
龍
象
の
道
場
「
白

び
ゃ
く

道ど
う

舎
」

で
見
て
感
動
し
、
同
道
場
の
襖
四
枚
に
《
宿

し
ゅ
く

業ご
う

者は

是こ
れ

本ほ
ん

能の
う　

則
す
な
わ
ち
か
ん
の
う
ど
う
こ
う

感
應
道
交
》〔
図

│
六
│

〔
註
18
〕。
し
か
し
、
す
で
に
こ
の
地
に
は
、
棟
方
は
昭
和
六
年
の
島
丈
夫
と
の
最
初
の

新
潟
旅
行
の
際
に
訪
れ
て
い
て
、
大
河
津
分
水
路
の
信
濃
川
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
も

見
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
当
時
）
の
窪
美
酉
嘉
子
氏

は
、「『
信
濃
川
分
水
の
柵
』
に
刻
ま
れ
た
『
人
類
ノ
為
メ　

国
ノ
為
メ　

万
象
ニ
天
意

ヲ
覚
ル
者
ハ
幸
ナ
リ
』
の
句
は
、
昭
和
六
年
に
竣
工
し
た
、
信
濃
川
下
流
域
、
大
河
津

分
水
路
の
信
濃
川
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
の
碑
文
で
、
ま
さ
に
こ
の
年
、
棟
方
は
同
地

を
訪
れ
、
信
濃
川
治
水
の
偉
業
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
四
十
二
年
ぶ
り
の
再
訪
が
か

な
っ
て
の
柵
で
あ
る
」（
傍
線
は
小
林
）
と
し
て
い
る
〔
註
19
〕。
初
め
て
訪
れ
た
に
せ

よ
、
四
十
二
年
ぶ
り
に
再
訪
し
た
に
せ
よ
、
棟
方
は
こ
の
「
竣
工
記
念
碑
」
を
一
度
は

見
て
い
る
。

今
回
、
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
現
地
の
分
水
記
念
公
園
に
行
っ
て
み
た
。

そ
こ
で
驚
い
た
の
は
、
棟
方
が
感
銘
を
受
け
柵
の
題
材
に
し
た
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る

「
信
濃
川
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
」（
昭
和
六
年
建
立
）
が
建
つ
土
手
の
す
ぐ
近
く
に
、

島
丈
夫
の
実
家
の
菩
提
寺
・
髙
念
寺
の
扁
額
を
揮
毫
し
た
「
句
佛
上
人
」
の
句
碑
も

建
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
〔
写
真
10
〕。
上
人
は
布
教
の
旅
の
途
上
、
こ
の
地
を
訪
れ

て
句
を
詠
ん
だ
。
句
碑
に
は
上
人
の
筆
に
よ
り
、
こ
う
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

信
濃
川
乃
分
水
路
を
見
て

　

禹
に
勝
る　

業
や
心
乃　

花
盛　
　

句
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
20
〕

ま
た
、
句
碑
の
背
面
に
は
、
こ
う
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
年
春
建
之

　

發
起
者　

中
蒲
原
郡
臼
井
村　
　
　

田
澤
實
入

　

建
立
者　

同　

郡　

同　

村　
　
　

長
井
瀨
平

　
　
　
　
　

西
蒲
原
郡
味
方
村　
　
　

笠
原
傳
作

　
　
　
　
　

同
郡
地
蔵
堂
町　
　
　
　

山
宮
半
四
郎

　

賛
助
員　

白
根
郷
普
通
水
利
組
合　

野
澤
吉
太
郎

　
　
　
　
　

常
設
委
員　
　
　
　
　
　

田
中
信
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
澤
成
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
柄
國
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
傳
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
野
久
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
群
鳳
刻

実
家
の
菩
提
寺
の
本
山
の
法
主
の
筆
に
よ
る
句
碑
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
が
棟
方
を

こ
の
句
碑
の
あ
る
記
念
公
園
に
連
れ
て
行
き
、
あ
わ
せ
て
「
竣
工
記
念
碑
」
も
見
せ
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
可
能
性
と
し
て
十
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
句
碑
」

と
「
竣
工
記
念
碑
」
の
あ
る
公
園
は
、
土
手
か
ら
分
水
路
の
偉
容
を
一
望
す
る
こ
と
が

出
来
、
そ
の
向
こ
う
に
は
国
上
山
、
弥
彦
山
を
望
む
こ
と
の
出
来
る
「
風
光
明
媚
」
と

も
言
え
る
場
所
で
あ
る
。
春
は
桜
の
名
所
に
も
な
っ
て
い
る
（
こ
の
工
事
の
関
係
者
た

ち
が
植
樹
し
た
）。
た
だ
し
、「
竣
工
記
念
碑
」
の
建
立
者
の
一
人
に
西
蒲
原
郡
味
方
村

の
笠
原
傳
作
な
る
人
物
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
同
じ
味
方
村
出
身
の
島
丈
夫
と
こ
の

人
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

三昭
和
六
年
の
旅
に
戻
ろ
う
。
味
方
村
で
の
墓
参
の
あ
と
、
島
夫
妻
と
棟
方
は
島
の
妻

ヤ
イ
の
実
家
、
加
茂
町
の
田
下
家
に
向
か
う
。
田
下
家
は
綿
糸
・
砂
糖
を
扱
う
商
家
で

あ
っ
た
〔
註
21
〕。
田
下
家
に
は
今
で
も
、
棟
方
か
ら
田
下
家
の
家
族
に
送
ら
れ
た
年

賀
状
や
絵
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
〔
註
22
〕。
ま
た
、
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
父
で
田
下

家
の
当
主
・
田
下
三
作
の
義
理
の
娘
ツ
ヤ
の
実
家
・
亀
田
町
の
長
谷
川
家
は
、
代
々
醸

造
業
を
営
む
老
舗
で
、
新
潟
貯
蓄
銀
行
（
当
時
）
の
代
理
店
も
兼
務
す
る
よ
う
な
家
柄

で
あ
り
、
ツ
ヤ
の
兄
で
長
谷
川
家
の
当
主
、
長
谷
川
松
郎
は
亀
田
商
工
会
議
所
の
会
頭

を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
名
士
で
あ
っ
た
〔
註
23
〕。

棟
方
が
滞
在
し
て
下
絵
を
描
き
、
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
板
（
版
）
画
作
品
に
し
て
国

画
会
展
で
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
長
谷
川
邸
の
庭
は
、
当
時
か
ら
有
名
だ
っ
た

ら
し
く
、
郷
土
史
料
「
稿
本
・
亀
田
奇
人
談
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〔
長
谷
川
家
は
〕
代
々
酢
、
醤
油
を
造
り
且
つ
販
売
す
る
の
が
営
業
で
北
海
道
へ

輸
出
す
る
醤
油
と
い
ふ
と
其
名
声
は
実
に
赫
々
た
る
も
の
で
あ
る
〔
中
略
〕　

氏
〔
長

谷
川
松
三
郎
〕
の
最
も
得
意
と
し
た
道
楽
は
か
の
築
庭
術
で
あ
つ
た　

折
ふ
し
庭
師

の
若
水
を
雇
入
れ
て
裏
庭
の
修
理
に
勉
め
て
ゐ
ら
れ
た
ヂ
ャ
か
ら
し
て
長
谷
川
の
庭

と
い
ふ
と
近
郷
近
在
に
知
ら
れ
ぬ
も
の
は
無
い
位
で
あ
る
。〔
註
24
〕

こ
の
旅
を
通
し
て
、
島
夫
妻
が
支
援
す
る
棟
方
を
、
加
茂
の
田
下
家
も
亀
田
の
長
谷
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│
七
│

川
家
も
温
か
く
支
援
す
る
こ
と
に
な
る
。
棟
方
も
こ
れ
ら
の
人
々
の
厚
情
に
感
謝
し

て
、
後
年
、
世
界
的
な
巨
匠
と
な
っ
た
後
も
、
し
ば
し
ば
新
潟
を
訪
れ
、
両
家
を
訪
ね

る
な
ど
し
て
い
る
。
以
下
は
、
棟
方
の
主
な
本
県
来
訪
歴
で
あ
る
〔
註
25
〕。

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
（
二
十
八
才
）　

十
一
月　

西
蒲
原
郡
味
方
村
（
髙
念
寺
、

島
丈
夫
の
実
家
の
菩
提
寺
）、
南
蒲
原
郡
加
茂
町
（
島
夫
人
の
実
家
・
田
下
三
作

宅
）、
中
蒲
原
郡
亀
田
町
（
田
下
良
作
夫
人
ツ
ヤ
の
実
家
・
長
谷
川
松
郎
宅
）、
北

蒲
原
郡
安
田
村
（
孝
順
寺
、
親
鸞
聖
人
の
越
後
七
不
思
議
の
ひ
と
つ
「
保
田
の
三

度
栗
」
の
所
在
地
）、
他
（
す
な
わ
ち
、
西
蒲
原
郡
の
分
水
記
念
公
園
に
も
足
を

延
ば
し
、
青
山
士
の
碑
文
が
刻
ま
れ
た
記
念
碑
や
句
佛
上
人
の
句
碑
な
ど
も
見
て

い
る
か
）。
ま
た
、
こ
の
旅
で
は
《
亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭
》
な
ど
の
作
品
（
板

画
）
の
下
絵
の
ほ
か
に
、
お
そ
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
贈
答
用
と
思

わ
れ
る
色
紙
も
何
枚
か
描
か
れ
た
。
例
え
ば
《
明
神
池
に
て
（
加
茂
山
公
園
に

て
）》〔
図
版
6
、
リ
ス
ト
1
〕、《
芸
者
図
》〔
リ
ス
ト
2
〕
な
ど
で
あ
る
〔
註
26
〕。

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
（
三
十
二
才
）　

六
月　

新
潟
県
を
旅
行
し
、
二
十
三
日
、

佐
渡
へ
渡
る
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
（
三
十
四
才
）　

加
茂
の
田
下
家
を
訪
ね
た
後
、
岩
船
郡

山
北
町
桑
川
の
名
勝
「
笹
川
流
れ
」
に
遊
び
、
作
品
を
制
作
す
る
〔
リ
ス
ト
16
、

17
、
18
〕。

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
（
三
十
七
才
）　

四
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日
、
佐
渡
を

旅
行
す
る
。

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
（
三
十
九
才
）　

二
月
十
六
日
、
長
岡
市
を
旅
行
し
、
信

濃
川
な
ど
を
描
く
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
（
四
十
才
）　

五
月
、
佐
渡
旅
行
。

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
（
四
十
二
才
）　

夏
、
東
蒲
原
郡
津
川
町
の
正
法
寺
（
住

職　

乙
川
大
愚
）
を
訪
問
。

八
月
一
日
、
長
谷
川
家
（
亀
田
町
）
の
親
戚
で
三
島
郡
出
雲
崎
町
の
津
山
九
二
宅
に

て
倭
画
《
愛
染
明
王
図
》〔
リ
ス
ト
19
〕
を
制
作
。

十
一
月　

中
蒲
原
郡
亀
田
町
、
北
蒲
原
郡
中
条
町
、
新
潟
市
を
訪
れ
る
。
福
光
町

（
富
山
県
西
礪
波
郡
、
現
・
南
砺
市
）
の
光
徳
寺
住
職
・
高
坂
貫
昭
宛
て
の
棟
方

か
ら
の
葉
書
（
昭
和
二
十
年
・
冬
）
に
こ
う
あ
る
。「『
光
徳
寺
』
の
題
に
て
今
民

ゲ
イ
館
に
上
図
の
絵
〔
光
徳
寺
境
内
の
図
か
―
―
筆
者
註
〕
陳
列
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

今
吹
雪
中
の
新
潟
に
参
っ
て
八
日
東
京
に
か
へ
り
ま
す
。
オ
ク
サ
マ
、
マ
タ
ミ
ナ

ミ
ナ
サ
マ
ニ
オ
ヨ
ロ
シ
ク
。
ユ
キ
ノ
ト
ヤ
マ
、
フ
ク
ミ
ツ
ホ
ウ
リ
ン
ジ
オ
モ
ヒ
マ

ス
。」〔
註
27
〕。

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
（
四
十
三
才
）　

四
月
、
北
蒲
原
郡
中
条
町
を
訪
ね
、

會
津
八
一
と
会
う
。

五
月
十
日
〜
十
二
日
、
新
潟
市
の
佐
久
間
書
店
で
「
棟
方
志
功
画
業
展
」
を
會
津

八
一
の
後
援
で
開
催
す
る
。

七
月
、
柏
崎
市
の
桑
山
太
市
邸
を
訪
ね
る
。

（
十
二
月
、
三
島
郡
出
雲
崎
町
の
津
山
九
二
に
《
鐘
渓
頌
》
二
柵
を
贈
る
。）

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
（
四
十
四
才
）　

四
月
二
十
七
日
、
新
潟
市
の
佐
久
間

書
店
に
て
小
品
展
を
開
催
。

五
月
十
六
日
、
西
頸
城
郡
木こ

の

浦う
ら

村
（
現
・
糸
魚
川
市
）
へ
行
き
、
夜
は
伊
藤
助
右
衛

門
邸
に
宿
泊
す
る
〔
註
28
〕。

十
一
月
十
二
日
、
南
魚
沼
郡
大
和
町
浦
佐
を
訪
れ
、
千
手
院
（
真
言
宗
豊
山
派
）
に

て
芸
談
会
を
開
催
す
る
。
十
三
日
、
浦
佐
小
学
校
に
て
「
新
潟
県
と
私
」
と
題
す

る
講
演
を
行
な
う
。
午
後
、
芸
談
会
「
日
本
の
美
」、
夜
は
「
藤
や
旅
館
」
で
の

宴
の
会
に
出
席
す
る
。

十
二
月
五
日
〜
十
日
、
新
潟
市
東
堀
五
番
地
の
北
興
民
芸
院
に
て
「
棟
方
志
功
新
作

展
示
会
」
を
開
催
。
こ
の
と
き
展
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
自
作
す
る
〔
リ
ス
ト
22
〕。

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
（
四
十
五
才
）　

三
月
、
新
潟
・
佐
渡
旅
行
。
相
馬
貞

三
宛
て
棟
方
の
葉
書
（
昭
和
二
十
三
年
三
月
九
日
）
に
「
新
潟
に
居
ま
す
。
七
日

か
へ
り
八
日
に
は
お
控
へ
の
仕
事
仕
り
ま
す
。
失
礼
し
て
ゐ
ま
す
。
又
々
。」
と

あ
る
〔
註
29
〕。
な
お
、
こ
の
と
き
《
佐
渡
の
石い

し

菩ぼ

子こ

の
柵
》〔
リ
ス
ト
23
〕
が
描

か
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
（
四
十
六
才
）　

県
立
糸
魚
川
高
校
（
糸
魚
川
市
）
で

作
品
展
を
開
催
。

（
こ
の
年
、
曽
我
量
深
の
短
冊
を
富
山
県
福
光
の
吉
田
龍
象
の
道
場
「
白

び
ゃ
く

道ど
う

舎
」

で
見
て
感
動
し
、
同
道
場
の
襖
四
枚
に
《
宿

し
ゅ
く

業ご
う

者は

是こ
れ

本ほ
ん

能の
う　

則
す
な
わ
ち
か
ん
の
う
ど
う
こ
う

感
應
道
交
》〔
図

│
六
│

〔
註
18
〕。
し
か
し
、
す
で
に
こ
の
地
に
は
、
棟
方
は
昭
和
六
年
の
島
丈
夫
と
の
最
初
の

新
潟
旅
行
の
際
に
訪
れ
て
い
て
、
大
河
津
分
水
路
の
信
濃
川
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
も

見
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
当
時
）
の
窪
美
酉
嘉
子
氏

は
、「『
信
濃
川
分
水
の
柵
』
に
刻
ま
れ
た
『
人
類
ノ
為
メ　

国
ノ
為
メ　

万
象
ニ
天
意

ヲ
覚
ル
者
ハ
幸
ナ
リ
』
の
句
は
、
昭
和
六
年
に
竣
工
し
た
、
信
濃
川
下
流
域
、
大
河
津

分
水
路
の
信
濃
川
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
の
碑
文
で
、
ま
さ
に
こ
の
年
、
棟
方
は
同
地

を
訪
れ
、
信
濃
川
治
水
の
偉
業
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
四
十
二
年
ぶ
り
の
再
訪
が
か

な
っ
て
の
柵
で
あ
る
」（
傍
線
は
小
林
）
と
し
て
い
る
〔
註
19
〕。
初
め
て
訪
れ
た
に
せ

よ
、
四
十
二
年
ぶ
り
に
再
訪
し
た
に
せ
よ
、
棟
方
は
こ
の
「
竣
工
記
念
碑
」
を
一
度
は

見
て
い
る
。

今
回
、
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
現
地
の
分
水
記
念
公
園
に
行
っ
て
み
た
。

そ
こ
で
驚
い
た
の
は
、
棟
方
が
感
銘
を
受
け
柵
の
題
材
に
し
た
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る

「
信
濃
川
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
」（
昭
和
六
年
建
立
）
が
建
つ
土
手
の
す
ぐ
近
く
に
、

島
丈
夫
の
実
家
の
菩
提
寺
・
髙
念
寺
の
扁
額
を
揮
毫
し
た
「
句
佛
上
人
」
の
句
碑
も

建
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
〔
写
真
10
〕。
上
人
は
布
教
の
旅
の
途
上
、
こ
の
地
を
訪
れ

て
句
を
詠
ん
だ
。
句
碑
に
は
上
人
の
筆
に
よ
り
、
こ
う
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

信
濃
川
乃
分
水
路
を
見
て

　

禹
に
勝
る　

業
や
心
乃　

花
盛　
　

句
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
20
〕

ま
た
、
句
碑
の
背
面
に
は
、
こ
う
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

昭
和
三
年
春
建
之

　

發
起
者　

中
蒲
原
郡
臼
井
村　
　
　

田
澤
實
入

　

建
立
者　

同　

郡　

同　

村　
　
　

長
井
瀨
平

　
　
　
　
　

西
蒲
原
郡
味
方
村　
　
　

笠
原
傳
作

　
　
　
　
　

同
郡
地
蔵
堂
町　
　
　
　

山
宮
半
四
郎

　

賛
助
員　

白
根
郷
普
通
水
利
組
合　

野
澤
吉
太
郎

　
　
　
　
　

常
設
委
員　
　
　
　
　
　

田
中
信
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
澤
成
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眞
柄
國
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
傳
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
野
久
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
群
鳳
刻

実
家
の
菩
提
寺
の
本
山
の
法
主
の
筆
に
よ
る
句
碑
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
が
棟
方
を

こ
の
句
碑
の
あ
る
記
念
公
園
に
連
れ
て
行
き
、
あ
わ
せ
て
「
竣
工
記
念
碑
」
も
見
せ
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
可
能
性
と
し
て
十
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
句
碑
」

と
「
竣
工
記
念
碑
」
の
あ
る
公
園
は
、
土
手
か
ら
分
水
路
の
偉
容
を
一
望
す
る
こ
と
が

出
来
、
そ
の
向
こ
う
に
は
国
上
山
、
弥
彦
山
を
望
む
こ
と
の
出
来
る
「
風
光
明
媚
」
と

も
言
え
る
場
所
で
あ
る
。
春
は
桜
の
名
所
に
も
な
っ
て
い
る
（
こ
の
工
事
の
関
係
者
た

ち
が
植
樹
し
た
）。
た
だ
し
、「
竣
工
記
念
碑
」
の
建
立
者
の
一
人
に
西
蒲
原
郡
味
方
村

の
笠
原
傳
作
な
る
人
物
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
同
じ
味
方
村
出
身
の
島
丈
夫
と
こ
の

人
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

三昭
和
六
年
の
旅
に
戻
ろ
う
。
味
方
村
で
の
墓
参
の
あ
と
、
島
夫
妻
と
棟
方
は
島
の
妻

ヤ
イ
の
実
家
、
加
茂
町
の
田
下
家
に
向
か
う
。
田
下
家
は
綿
糸
・
砂
糖
を
扱
う
商
家
で

あ
っ
た
〔
註
21
〕。
田
下
家
に
は
今
で
も
、
棟
方
か
ら
田
下
家
の
家
族
に
送
ら
れ
た
年

賀
状
や
絵
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
〔
註
22
〕。
ま
た
、
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
父
で
田
下

家
の
当
主
・
田
下
三
作
の
義
理
の
娘
ツ
ヤ
の
実
家
・
亀
田
町
の
長
谷
川
家
は
、
代
々
醸

造
業
を
営
む
老
舗
で
、
新
潟
貯
蓄
銀
行
（
当
時
）
の
代
理
店
も
兼
務
す
る
よ
う
な
家
柄

で
あ
り
、
ツ
ヤ
の
兄
で
長
谷
川
家
の
当
主
、
長
谷
川
松
郎
は
亀
田
商
工
会
議
所
の
会
頭

を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
る
名
士
で
あ
っ
た
〔
註
23
〕。

棟
方
が
滞
在
し
て
下
絵
を
描
き
、
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
板
（
版
）
画
作
品
に
し
て
国

画
会
展
で
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
長
谷
川
邸
の
庭
は
、
当
時
か
ら
有
名
だ
っ
た

ら
し
く
、
郷
土
史
料
「
稿
本
・
亀
田
奇
人
談
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〔
長
谷
川
家
は
〕
代
々
酢
、
醤
油
を
造
り
且
つ
販
売
す
る
の
が
営
業
で
北
海
道
へ

輸
出
す
る
醤
油
と
い
ふ
と
其
名
声
は
実
に
赫
々
た
る
も
の
で
あ
る
〔
中
略
〕　

氏
〔
長

谷
川
松
三
郎
〕
の
最
も
得
意
と
し
た
道
楽
は
か
の
築
庭
術
で
あ
つ
た　

折
ふ
し
庭
師

の
若
水
を
雇
入
れ
て
裏
庭
の
修
理
に
勉
め
て
ゐ
ら
れ
た
ヂ
ャ
か
ら
し
て
長
谷
川
の
庭

と
い
ふ
と
近
郷
近
在
に
知
ら
れ
ぬ
も
の
は
無
い
位
で
あ
る
。〔
註
24
〕

こ
の
旅
を
通
し
て
、
島
夫
妻
が
支
援
す
る
棟
方
を
、
加
茂
の
田
下
家
も
亀
田
の
長
谷
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こ
の
六
首
の
歌
は
棟
方
自
身
に
よ
っ
て
手
直
し
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）

年
一
月
発
行
の
福
光
の
短
歌
会
誌
『
深
林
』
第
一
輯
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
内
の
第
一

首
「
小
矢
部
川　

雪
解
け
居
る
も　

吾
妹
子
の　

矢
羽
根
む
ら
さ
き　

袂
香
ふ
も
」
は
、

板
画
や
倭
画
、
書
、
陶
器
な
ど
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
棟
方
が
特
に
好
ん
だ

歌
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
〔
註
34
〕。

歌
中
の
「
小
矢
部
川
」
は
福
光
町
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
「
吾
妹
子
」
は
、

棟
方
の
愛
妻
チ
ヤ
コ
夫
人
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
が
「
福
光

に
似
た
」
ど
こ
か
の
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
「
新
潟
」
の
ど

こ
か
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
説
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
棟
方
と
新
潟
の

縁
を
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
説
は
そ
れ
ほ
ど
突
飛
な
も
の
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
新
潟
」
の
ど
こ
か
と
は
、
お
そ
ら
く
加
茂

町
（
昭
和
二
十
九
年
か
ら
は
加
茂
市
）
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和

二
十
〜
二
十
一
年
の
間
に
棟
方
が
加
茂
町
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら

れ
な
い
の
で
、
こ
の
「
福
光
＝
加
茂
」
説
は
仮
説
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ま
だ

無
名
時
代
の
棟
方
が
戦
前
の
新
潟
を
旅
し
、
そ
の
後
も
多
く
の
人
々
に
出
会
い
な
が

ら
、
板
画
家
と
し
て
の
自
己
を
形
成
し
て
ゆ
く
過
程
の
一
端
を
本
論
で
検
証
し
た
〔
註

35
〕。な

お
、
昭
和
六
年
の
新
潟
県
に
お
け
る
美
術
界
の
動
向
と
し
て
は
、
次
の
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。
大
河
津
分
水
路
の
補
修
工
事
が
完
成
し
た
「
昭
和
六
年
六
月
」
に
限
っ

て
み
て
も
、
新
潟
県
内
の
新
興
の
洋
画
グ
ル
ー
プ
「
緑
人
社
」
や
「
野
艸
社
」
の
展
覧

会
記
事
を
紙
上
各
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、
当
館
で
作
品
を
多
数
所
蔵

し
て
い
る
洋
画
家
・
笹
岡
了
一
（
明
治
四
十
〜
昭
和
六
十
二
〔
一
九
〇
七
〜

一
九
八
七
〕）
が
若
い
頃
、
洋
画
を
志
す
同
年
代
の
若
い
仲
間
た
ち
と
と
も
に
新
津
町

（
当
時
）
で
結
成
し
た
団
体
名
で
あ
り
、
展
覧
会
そ
の
他
の
「
緑
人
社
」
関
係
の
記
事

は
『
新
潟
新
聞
』
昭
和
六
年
六
月
二
十
六
日
の
第
五
面
、
同
月
二
十
七
日
の
第
二
面
、

等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
野
艸
社
」
は
、
新
潟
市
で
長
谷
川
秋
一
郎
や
白
井
徳
重
な
ど
の
若
い
画
家
た

ち
が
結
成
し
た
洋
画
グ
ル
ー
プ
の
名
称
で
あ
る
が
、
展
覧
会
記
事
は
同
紙
の
六
月

二
十
一
日
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
笹
岡
了
一
は
昭
和
五
年
に
新
潟
市
で
第

一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
「
新
潟
県
展
」（
戦
後
の
新
潟
県
展
〔
新
潟
県
美
術
展
覧
会
〕

と
区
別
す
る
た
め
に
「
旧
県
展
」
と
関
係
者
の
間
で
は
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
戦
前
の

新
潟
県
展
＝
旧
県
展
は
、
戦
後
の
県
展
と
違
い
「
洋
画
」
だ
け
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
）

で
特
選
一
席
を
受
賞
し
て
頭
角
を
現
し
、
翌
年
の
昭
和
六
年
、
第
十
三
回
帝
展
に
初
入

選
し
、
こ
れ
を
機
に
上
京
し
て
い
る
。
笹
岡
も
ま
た
「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」
を
通
っ
て
「
帝

都
」
東
京
に
向
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
と
昭
和
初
期
の
新
潟
に
限
っ
て
み
て
も
、
国

家
レ
ベ
ル
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
一
種
の
社
会
変
革
（
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
国
民
の
時
間
意
識
の
変
容
）
と
美
術
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
で

あ
る
と
思
う
。 

│
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版
7
、
リ
ス
ト
24
〕
と
大
書
す
る
。）

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
（
四
十
七
才
）　

九
月
三
日
、
中
頸
城
郡
大
潟
町
渋
柿

浜
の
専
念
寺
・
青
木
俊
秀
住
職
や
光
徳
寺
住
職
・
高
坂
貫
昭
ら
と
夷
浜
の
米べ
い

大だ
い

舟し
ゅ
うの
祭
を
見
る
。
こ
の
と
き
の
こ
と
を
青
木
俊
秀
は
「
棟
方
先
生
と
米
大
舟
」
と

い
う
文
章
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「〔
…
…
…
〕
九
月
三
日
、
福
光
よ

り
棟
方
先
生
、
高
坂
、
笠
原
両
氏
ら
も
見
え
ま
し
た
。
高
田
の
斎
藤
陶
斎
〔
三
郎
〕

先
生
の
窯
へ
も
案
内
し
ま
し
た
。」「
夜
風
に
な
っ
て
夷
浜
信
光
寺
へ
む
か
い
ま
し

た
。
米
大
舟
の
踊
り
は
、
昔
飢
饉
で
米
が
無
い
時
、
坂
田
〔
酒
田
〕
の
港
か
ら
大

き
な
舟
に
米
を
運
ん
で
来
た
時
を
偲
び
、
又
感
謝
の
念
を
表
し
踊
っ
た
も
の
で

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
調
子
に
太
鼓
が
入
り
ま
す
。『
青
森
の
ネ
ブ
タ
の
囃
子
と

同
じ
だ
よ
』
と
、
棟
方
先
生
は
い
わ
れ
ま
し
た
。
が
、
こ
の
年
は
風
が
強
く
、
途

中
で
踊
り
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。」「
さ
て
、
そ
の
翌
年
の
九
月
二
日
の
宵
、
夷

浜
へ
米
大
舟
を
踊
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
風
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
ず
っ

と
ず
っ
と
良
く
、
境
内
に
は
提
灯
が
と
も
さ
れ
、
情
緒
豊
か
に
踊
り
の
輪
が
広

が
っ
て
お
り
、
元
気
の
良
い
七
十
歳
位
の
お
ば
あ
さ
ん
が
片
肌
抜
い
て
真
先
に

踊
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
棟
方
先
生
は
板
画
に
さ
れ
ま
し
た
。『
米
大
舟
』
と
い

う
名
の
小
品
で
す
が
、
な
か
な
か
の
上
出
来
で
す
。」〔
註
30
〕。

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
（
四
十
八
才
）　

三
月
、
高
田
市
立
図
書
館
で
個
展
を

開
催
す
る
。
写
真
家
・
濱
谷
浩
宅
に
宿
泊
す
る
。
濱
谷
は
「
越
中
越
後
交
遊
記
」

と
題
す
る
文
章
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「〔
…
…
…
〕
一
九
五
一
年
三

月
、
棟
方
志
功
個
展
が
高
田
市
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
。
芸
術
に
飢
え
て
い
た

引
っ
込
み
思
案
の
城
下
町
の
皆
の
衆
が
、
棟
方
芸
術
を
目
前
に
し
て
感
動
し
た
。」

「
高
田
で
の
宿
は
拙
宅
で
受
持
っ
た
。〔
中
略
〕
私
の
家
に
は
昔
風
の
大
福
帳
が
あ

る
。
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
署
名
帖
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
棟
方
さ
ん
は
そ
の
帖
に
、

　
　

小
矢
部
川　

雪
解
け
居
る
も　

吾
妹
子
の　

矢
羽
根
紫　

袂
香
う
も

と
一
気
呵
成
に
書
か
れ
〔
中
略
〕
か
き
終
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
近
視
し
、
そ
し

て
眼
を
離
し
、
津
軽
訛
り
で
堂
々
朗
々
と
短
歌
調
に
歌
わ
れ
、
そ
し
て
、
棟
の
字

の
大
き
な
印
を
ペ
タ
リ
と
捺
さ
れ
た
。」〔
註
31
〕。

　

高
田
（
上
越
市
）
寺
町
の
古
刹
、
浄
興
寺
も
訪
れ
る
。

九
月
五
日
、
柏
崎
市
民
会
館
に
て
個
展
を
開
催
す
る
。

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
（
四
十
九
才
）　

こ
の
年
、
新
潟
市
の
佐
久
間
書
店
主

の
た
め
に
《
鯉
図
》〔
リ
ス
ト
28
〕
を
描
く
。

昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
（
五
十
八
才
）　

こ
の
年
、《
佐
渡
地
蔵
の
柵
》〔
リ
ス

ト
29
、
30
〕
を
描
く
。

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
（
六
十
一
才
）　

こ
の
年
《
水
の
新
潟
の
柵
》〔
リ
ス
ト

31
、
32
〕
を
描
く
。

昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
（
七
十
才
）　

十
月
、
羽
海
道
の
取
材
旅
行
で
新
潟
か

ら
出
雲
崎
へ
出
て
、
出
雲
崎
か
ら
三
条
に
向
か
う
途
中
、
車
を
信
濃
川
分
水
路
の

東
岸
の
公
園
に
ま
わ
し
て
も
ら
い
「
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
」（
昭
和
六
年
建
立
）

を
訪
ね
る
。
こ
の
碑
の
碑
文
を
も
と
に
《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
の
開
表
の
柵
《
信

濃
川
分
水
の
柵
》
を
描
く
。
棟
方
は
碑
に
向
か
っ
て
「
人
ノ
為
メ
、
国
ノ
為
メ
」

と
大
声
で
朗
誦
し
、「
イ
イ
ネ
、
リ
ッ
パ
ナ
言
葉
ダ
ネ
」
と
繰
り
返
し
語
り
、
し

ば
し
合
掌
し
、
そ
し
て
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
だ
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
〔
註
32
〕。

棟
方
は
こ
の
翌
々
年
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

四小お

矢や

部べ

川　

雪
解
け
居
る
も　

吾わ
ぎ

妹も

子こ

の　

矢
羽
根
む
ら
さ
き　

袂
た
も
と

香に
ほ

ふ
も

吾わ
が

妹い
も

の　

窓
辺
に
描
き
し　

桑
山
も　

雪
の
田た

面の
も

も　

雪
解
け
居
る
も

雨
に
濡ぬ

る　

海か
い

棠ど
う

手た

折お

り　

活い

け
く
れ
し　

淡
き
唇　

吾わ
ぎ

妹も

子こ

愛か
な

し

吾わ
が

妹い
も

の　

肌は
だ

脛す
ね

荒
れ
む　

年
経へ

た
む　

医い

王お
う

小お

矢や

部べ

の　

山
川
の
辺へ

に

灼や

く
山
に　

泣
く
川
の
如ご

と　

恋
ひ
愛か

な
し　

焼
刃
礪と

波な
み　

吾わ
が

妹い
も

の
肌

逆さ

か
た
ぎ
る　

小お

矢や

部べ

の
青
よ　

胸
炎も

え
よ　

赤
く
た
か
り
て　

吾わ

妹ぎ
も

恋
ひ
欲ほ

ゆ
〔
註
33
〕
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こ
の
六
首
の
歌
は
棟
方
自
身
に
よ
っ
て
手
直
し
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）

年
一
月
発
行
の
福
光
の
短
歌
会
誌
『
深
林
』
第
一
輯
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
内
の
第
一

首
「
小
矢
部
川　

雪
解
け
居
る
も　

吾
妹
子
の　

矢
羽
根
む
ら
さ
き　

袂
香
ふ
も
」
は
、

板
画
や
倭
画
、
書
、
陶
器
な
ど
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
棟
方
が
特
に
好
ん
だ

歌
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
〔
註
34
〕。

歌
中
の
「
小
矢
部
川
」
は
福
光
町
内
を
流
れ
る
川
で
あ
る
。
ま
た
「
吾
妹
子
」
は
、

棟
方
の
愛
妻
チ
ヤ
コ
夫
人
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
が
「
福
光

に
似
た
」
ど
こ
か
の
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
「
新
潟
」
の
ど

こ
か
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
説
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
棟
方
と
新
潟
の

縁
を
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
説
は
そ
れ
ほ
ど
突
飛
な
も
の
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
新
潟
」
の
ど
こ
か
と
は
、
お
そ
ら
く
加
茂

町
（
昭
和
二
十
九
年
か
ら
は
加
茂
市
）
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和

二
十
〜
二
十
一
年
の
間
に
棟
方
が
加
茂
町
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら

れ
な
い
の
で
、
こ
の
「
福
光
＝
加
茂
」
説
は
仮
説
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ま
だ

無
名
時
代
の
棟
方
が
戦
前
の
新
潟
を
旅
し
、
そ
の
後
も
多
く
の
人
々
に
出
会
い
な
が

ら
、
板
画
家
と
し
て
の
自
己
を
形
成
し
て
ゆ
く
過
程
の
一
端
を
本
論
で
検
証
し
た
〔
註

35
〕。な

お
、
昭
和
六
年
の
新
潟
県
に
お
け
る
美
術
界
の
動
向
と
し
て
は
、
次
の
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。
大
河
津
分
水
路
の
補
修
工
事
が
完
成
し
た
「
昭
和
六
年
六
月
」
に
限
っ

て
み
て
も
、
新
潟
県
内
の
新
興
の
洋
画
グ
ル
ー
プ
「
緑
人
社
」
や
「
野
艸
社
」
の
展
覧

会
記
事
を
紙
上
各
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、
当
館
で
作
品
を
多
数
所
蔵

し
て
い
る
洋
画
家
・
笹
岡
了
一
（
明
治
四
十
〜
昭
和
六
十
二
〔
一
九
〇
七
〜

一
九
八
七
〕）
が
若
い
頃
、
洋
画
を
志
す
同
年
代
の
若
い
仲
間
た
ち
と
と
も
に
新
津
町

（
当
時
）
で
結
成
し
た
団
体
名
で
あ
り
、
展
覧
会
そ
の
他
の
「
緑
人
社
」
関
係
の
記
事

は
『
新
潟
新
聞
』
昭
和
六
年
六
月
二
十
六
日
の
第
五
面
、
同
月
二
十
七
日
の
第
二
面
、

等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
野
艸
社
」
は
、
新
潟
市
で
長
谷
川
秋
一
郎
や
白
井
徳
重
な
ど
の
若
い
画
家
た

ち
が
結
成
し
た
洋
画
グ
ル
ー
プ
の
名
称
で
あ
る
が
、
展
覧
会
記
事
は
同
紙
の
六
月

二
十
一
日
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
笹
岡
了
一
は
昭
和
五
年
に
新
潟
市
で
第

一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
「
新
潟
県
展
」（
戦
後
の
新
潟
県
展
〔
新
潟
県
美
術
展
覧
会
〕

と
区
別
す
る
た
め
に
「
旧
県
展
」
と
関
係
者
の
間
で
は
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、
戦
前
の

新
潟
県
展
＝
旧
県
展
は
、
戦
後
の
県
展
と
違
い
「
洋
画
」
だ
け
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
）

で
特
選
一
席
を
受
賞
し
て
頭
角
を
現
し
、
翌
年
の
昭
和
六
年
、
第
十
三
回
帝
展
に
初
入

選
し
、
こ
れ
を
機
に
上
京
し
て
い
る
。
笹
岡
も
ま
た
「
清
水
ト
ン
ネ
ル
」
を
通
っ
て
「
帝

都
」
東
京
に
向
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
と
昭
和
初
期
の
新
潟
に
限
っ
て
み
て
も
、
国

家
レ
ベ
ル
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
一
種
の
社
会
変
革
（
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
国
民
の
時
間
意
識
の
変
容
）
と
美
術
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
で

あ
る
と
思
う
。 

│
八
│

版
7
、
リ
ス
ト
24
〕
と
大
書
す
る
。）

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
（
四
十
七
才
）　

九
月
三
日
、
中
頸
城
郡
大
潟
町
渋
柿

浜
の
専
念
寺
・
青
木
俊
秀
住
職
や
光
徳
寺
住
職
・
高
坂
貫
昭
ら
と
夷
浜
の
米べ
い

大だ
い

舟し
ゅ
うの
祭
を
見
る
。
こ
の
と
き
の
こ
と
を
青
木
俊
秀
は
「
棟
方
先
生
と
米
大
舟
」
と

い
う
文
章
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「〔
…
…
…
〕
九
月
三
日
、
福
光
よ

り
棟
方
先
生
、
高
坂
、
笠
原
両
氏
ら
も
見
え
ま
し
た
。
高
田
の
斎
藤
陶
斎
〔
三
郎
〕

先
生
の
窯
へ
も
案
内
し
ま
し
た
。」「
夜
風
に
な
っ
て
夷
浜
信
光
寺
へ
む
か
い
ま
し

た
。
米
大
舟
の
踊
り
は
、
昔
飢
饉
で
米
が
無
い
時
、
坂
田
〔
酒
田
〕
の
港
か
ら
大

き
な
舟
に
米
を
運
ん
で
来
た
時
を
偲
び
、
又
感
謝
の
念
を
表
し
踊
っ
た
も
の
で

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
調
子
に
太
鼓
が
入
り
ま
す
。『
青
森
の
ネ
ブ
タ
の
囃
子
と

同
じ
だ
よ
』
と
、
棟
方
先
生
は
い
わ
れ
ま
し
た
。
が
、
こ
の
年
は
風
が
強
く
、
途

中
で
踊
り
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。」「
さ
て
、
そ
の
翌
年
の
九
月
二
日
の
宵
、
夷

浜
へ
米
大
舟
を
踊
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
風
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
ず
っ

と
ず
っ
と
良
く
、
境
内
に
は
提
灯
が
と
も
さ
れ
、
情
緒
豊
か
に
踊
り
の
輪
が
広

が
っ
て
お
り
、
元
気
の
良
い
七
十
歳
位
の
お
ば
あ
さ
ん
が
片
肌
抜
い
て
真
先
に

踊
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
棟
方
先
生
は
板
画
に
さ
れ
ま
し
た
。『
米
大
舟
』
と
い

う
名
の
小
品
で
す
が
、
な
か
な
か
の
上
出
来
で
す
。」〔
註
30
〕。

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
（
四
十
八
才
）　

三
月
、
高
田
市
立
図
書
館
で
個
展
を

開
催
す
る
。
写
真
家
・
濱
谷
浩
宅
に
宿
泊
す
る
。
濱
谷
は
「
越
中
越
後
交
遊
記
」

と
題
す
る
文
章
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「〔
…
…
…
〕
一
九
五
一
年
三

月
、
棟
方
志
功
個
展
が
高
田
市
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
。
芸
術
に
飢
え
て
い
た

引
っ
込
み
思
案
の
城
下
町
の
皆
の
衆
が
、
棟
方
芸
術
を
目
前
に
し
て
感
動
し
た
。」

「
高
田
で
の
宿
は
拙
宅
で
受
持
っ
た
。〔
中
略
〕
私
の
家
に
は
昔
風
の
大
福
帳
が
あ

る
。
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
署
名
帖
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
棟
方
さ
ん
は
そ
の
帖
に
、

　
　

小
矢
部
川　

雪
解
け
居
る
も　

吾
妹
子
の　

矢
羽
根
紫　

袂
香
う
も

と
一
気
呵
成
に
書
か
れ
〔
中
略
〕
か
き
終
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
近
視
し
、
そ
し

て
眼
を
離
し
、
津
軽
訛
り
で
堂
々
朗
々
と
短
歌
調
に
歌
わ
れ
、
そ
し
て
、
棟
の
字

の
大
き
な
印
を
ペ
タ
リ
と
捺
さ
れ
た
。」〔
註
31
〕。

　

高
田
（
上
越
市
）
寺
町
の
古
刹
、
浄
興
寺
も
訪
れ
る
。

九
月
五
日
、
柏
崎
市
民
会
館
に
て
個
展
を
開
催
す
る
。

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
（
四
十
九
才
）　

こ
の
年
、
新
潟
市
の
佐
久
間
書
店
主

の
た
め
に
《
鯉
図
》〔
リ
ス
ト
28
〕
を
描
く
。

昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
（
五
十
八
才
）　

こ
の
年
、《
佐
渡
地
蔵
の
柵
》〔
リ
ス

ト
29
、
30
〕
を
描
く
。

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
（
六
十
一
才
）　

こ
の
年
《
水
の
新
潟
の
柵
》〔
リ
ス
ト

31
、
32
〕
を
描
く
。

昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
（
七
十
才
）　

十
月
、
羽
海
道
の
取
材
旅
行
で
新
潟
か

ら
出
雲
崎
へ
出
て
、
出
雲
崎
か
ら
三
条
に
向
か
う
途
中
、
車
を
信
濃
川
分
水
路
の

東
岸
の
公
園
に
ま
わ
し
て
も
ら
い
「
補
修
工
事
竣
工
記
念
碑
」（
昭
和
六
年
建
立
）

を
訪
ね
る
。
こ
の
碑
の
碑
文
を
も
と
に
《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
の
開
表
の
柵
《
信

濃
川
分
水
の
柵
》
を
描
く
。
棟
方
は
碑
に
向
か
っ
て
「
人
ノ
為
メ
、
国
ノ
為
メ
」

と
大
声
で
朗
誦
し
、「
イ
イ
ネ
、
リ
ッ
パ
ナ
言
葉
ダ
ネ
」
と
繰
り
返
し
語
り
、
し

ば
し
合
掌
し
、
そ
し
て
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
だ
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
〔
註
32
〕。

棟
方
は
こ
の
翌
々
年
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

四小お

矢や

部べ

川　

雪
解
け
居
る
も　

吾わ
ぎ

妹も

子こ

の　

矢
羽
根
む
ら
さ
き　

袂
た
も
と

香に
ほ

ふ
も

吾わ
が

妹い
も

の　

窓
辺
に
描
き
し　

桑
山
も　

雪
の
田た

面の
も

も　

雪
解
け
居
る
も

雨
に
濡ぬ

る　

海か
い

棠ど
う

手た

折お

り　

活い

け
く
れ
し　

淡
き
唇　

吾わ
ぎ

妹も

子こ

愛か
な

し

吾わ
が

妹い
も

の　

肌は
だ

脛す
ね

荒
れ
む　

年
経へ

た
む　

医い

王お
う

小お

矢や

部べ

の　

山
川
の
辺へ

に

灼や

く
山
に　

泣
く
川
の
如ご

と　

恋
ひ
愛か

な
し　

焼
刃
礪と

波な
み　

吾わ
が

妹い
も

の
肌

逆さ

か
た
ぎ
る　

小お

矢や

部べ

の
青
よ　

胸
炎も

え
よ　

赤
く
た
か
り
て　

吾わ

妹ぎ
も

恋
ひ
欲ほ

ゆ
〔
註
33
〕



45

小林一吉「棟方志功と新潟　─昭和六年の旅を中心に─」

│
一
一
│

書
、
九
二
〜
九
九
頁
）。

〔
15
〕
田
子
、
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
味
方
村
は
『
新
潟
県
寺
院
名
鑑
』
な
ど
に
も
他
宗
寺
院
が
全
く

見
当
た
ら
な
い
真
宗
一
色
の
土
地
柄
」
で
あ
る
（
同
書
、
七
七
頁
）。

〔
16
〕
吉
田
龍
象
の
道
場
「
白
道
舎
」
襖
書
「
宿
業
者
是
本
能　

則
感
應
道
交
」
で
あ
る
〔
図
版
7
、

リ
ス
ト
24
〕。
飛
鳥
寛
栗
『
棟
方
志
功
・
越
中
も
の
が
た
り
』（
桂
書
房　

平
成
二
十
五
年
）
に
よ
れ

ば
「
或
る
時
、
そ
の
白
道
舎
で
曽
我
量
深
の
書
『
宿
業
者
是
本
能
則
感
應
道
交
』
の
短
冊
を
見
て
棟

方
は
『
宿
業
は
本
能
か
、
感
應
道
交
。
こ
れ
じ
ゃ
、
こ
れ
じ
ゃ
』
と
大
声
で
読
み
あ
げ
、
直
ぐ
襖
を

倒
し
て
筆
が
な
か
っ
た
の
で
刷
毛
で
書
き
上
げ
、『
わ
ー
、
後
光
が
射
い
と
る
。
後
光
が
射
い
と
る
』

と
拝
ん
で
い
た
と
、『
自
在
人
龍
象
』
に
出
て
い
」
る
と
あ
る
（
同
書
、
七
六
頁
）。
ま
た
「
曽
我
量

深
の
教
説
に
感
動
し
た
棟
方
は
、
の
ち
に
曽
我
に
頼
ん
で
一
行
も
の
の
『
観
佛
身
者
亦
見
佛
心
』
を

頂
き
、
大
切
に
し
て
い
」
た
と
あ
る
（
同
書
同
頁
）。

〔
17
〕
青
山
士
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
高
崎
哲
郎
『〈
評
伝
〉
技
師　

青
山
士　

そ
の
精
神
の
軌
跡

―
万
象
ニ
天
意
ヲ
覚
ル
者
ハ
…
…
』
鹿
島
出
版
会　

平
成
二
十
年
、
お
よ
び
、『
写
真
集　

青
山
士
／

後
世
へ
の
遺
産
﹇
パ
ナ
マ
運
河
／
荒
川
放
水
路
／
信
濃
川
大
河
津
分
水
路
﹈』
山
海
堂　

平
成
六
年
、

等
を
参
照
。

〔
18
〕
宇
賀
田
、
前
掲
書
、
六
七
九
〜
六
八
〇
頁
。

〔
19
〕
棟
方
板
画
美
術
館
監
修
、
朝
日
新
聞
社
企
画
事
業
本
部
編
『
棟
方
志
功　

祈
り
と
旅
』
朝
日
新

聞
社　

平
成
二
十
二
〜
二
十
三
年
、
一
四
一
頁
（
項
目
執
筆
：
窪
美
酉
嘉
子
〔
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
〕）。

〔
20
〕　

う
に
ま
さ
る　

ご
う
や
こ
こ
ろ
の　

は
な
ざ
か
り　

と
読
む
。

　

禹
は
中
国
の
伝
説
的
偉
人
で
、
黄
河
の
治
水
に
努
力
す
る
こ
と
十
三
年
、
そ
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、

夏
（
殷
王
朝
の
前
の
王
朝
）
を
作
り
、
そ
の
皇
帝
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は
、
大

河
津
分
水
竣
工
ま
で
の
約
二
百
年
に
わ
た
る
故
事
来
歴
を
聞
い
た
上
人
が
、
禹
の
事
業
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
大
事
業
で
あ
り
、
そ
の
事
業
を
な
し
遂
げ
た
人
々
の
、
治
水
へ
の
一
途
な
気
持
ち
に
感
動

し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

〔
21
〕
田
村
、
前
掲
論
文
、
一
頁
。

〔
22
〕
小
池
・
石
井
、
前
掲
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』
に
は
、
田
下
家
宛
て
の
次
の
よ
う
な
年
賀
状
や

暑
中
見
舞
い
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
田
下
良
作
宛
て
年
賀
状
（
昭
和
七
年
）「
松
竹
梅
に
鶴
」
の
画
に
「
迎
昭
和
七
年
之
吉
春　

東
京
市

外
野
方
町
上
沼
袋
二
六
三
、
松
木
内
棟
方
志
功
」
と
あ
る
（
同
書
、
一
一
六
頁
お
よ
び
一
四
八
頁
）、

・
田
下
良
一
宛
て
年
賀
状
（
昭
和
八
年
）「
自
画
像
」
に
「
カ
モ
ノ
ヤ
マ
ヲ
カ
イ
テ
ヱ
ル
、
ワ
タ
ク
シ

デ
ア
リ
マ
ス
。」
と
あ
る
（
同
書
、
一
一
七
頁
お
よ
び
一
四
八
頁
）、

・
田
下
三
作
・
良
作
宛
て
年
賀
状
（
昭
和
十
一
年
）「
鯨
々
図
」
に
「
賀
禧　

昭
和
十
一
年
元
日　

中

野
区
大
和
町
一
八
〇
棟
方
志
功
」
と
あ
る
（
同
書
、
一
一
八
頁
お
よ
び
一
四
八
頁
）、

・
田
下
三
作
・
良
作
宛
て
「
盛
夏
見
舞
」（
昭
和
十
二
年
）「
真
夏
の
お
伺
い
申
述
べ
ま
す
。
十
二
年

盛
夏
／
お
母
さ
ま
そ
の
後
如
何
遊
ば
さ
れ
居
り
ま
せ
う
か
。
み
な
み
な
さ
ま
に
も
お
よ
ろ
し
く
。」
と

あ
る
（
同
書
、
一
四
頁
お
よ
び
一
四
二
頁
）。

〔
23
〕
前
掲
、
田
村
論
文
で
は
「（
長
谷
川
邸
の
）
庭
園
は
専
愛
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
店
の
際
、

用
地
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
た
。」
と
あ
り
、
写
真
集
編
集
委
員
会
編
『
写
真
は
語
る　

亀
田
の
百
年
』

亀
田
町　

平
成
二
年
、
四
六
頁
に
も
同
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
写
真
が
「
新
潟
貯
蓄
銀
行
亀
田

代
理
店
（
明
治
三
十
五
年
）
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
現
地
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
現
在
同
地
に
は
社
会
福
祉
法
人
の
高
齢
者
福
祉
施
設
が
建
っ
て
い
る
。〔
写
真
11
〕
は

明
治
三
十
五
年
頃
の
長
谷
川
邸
で
あ
る
（
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部
編
『
写
真
集　

ふ
る
さ
と
の
百

年
〈
五
泉
・
中
蒲
原
・
東
蒲
原
〉』
昭
和
五
十
六
年
、
一
二
一
頁
）。

〔
24
〕
前
掲
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
所
収
「
稿
本
・
亀
田
奇
人
談
」（
同
書
、
三
二
九
頁
）。「
亀

田
奇
人
談
」
と
は
「
大
倉
息
隠
〔
漢
学
者
〕
の
談
を
鈴
木
長
次
〔
号
・
吐
木
〕
が
筆
録
し
た
も
の
で
、

明
治
三
十
八
年
四
月
十
二
日
の
鈴
木
序
文
に
成
る
。」
原
本
は
新
潟
市
江
南
区
郷
土
資
料
館
蔵
。
以

上
、
前
掲
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
三
五
四
〜
三
五
五
頁
に
よ
る
。

〔
25
〕
主
に
會
津
、
前
掲
書
、
巻
末
年
譜
に
よ
る
。

〔
26
〕
な
お
、《
明
神
池
に
て
（
加
茂
山
公
園
に
て
）》
は
、
筆
者
が
撮
影
し
た
同
池
の
写
真
（
平
成

三
十
年
三
月
十
二
日
撮
影
）〔
写
真
12
〕
と
も
比
較
さ
れ
た
い
。

〔
27
〕
小
池
・
石
井
、
前
掲
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』、
五
二
頁
お
よ
び
一
四
四
頁
。

〔
28
〕
柳
宗
悦
の
「
失
は
れ
ん
と
す
る
一
朝
鮮
建
築
の
為
に
」（
大
正
十
一
年
八
月
、『
東
亜
日
報
』
に

掲
載
）
の
原
稿
は
、
こ
こ
伊
藤
邸
で
書
か
れ
た
（
三
重
県
立
美
術
館
『「
平
常
の
美
・「
日
常
」
の
神

秘　

柳
宗
悦
展
』
図
録
、
平
成
九
年
、
五
二
頁
お
よ
び
二
〇
四
頁
）。
伊
藤
助
右
衛
門
は
富
本
憲
吉
な

ど
と
も
交
流
が
あ
り
、
民
藝
品
や
民
藝
作
家
の
作
品
の
収
集
家
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
伊
藤
邸
は
平

成
三
十
年
十
月
十
九
日
、
国
の
文
化
審
議
会
で
重
要
文
化
財
へ
の
指
定
が
答
申
さ
れ
た
（『
新
潟
日
報
』

同
年
十
月
二
十
日
朝
刊
、
三
四
面
、
お
よ
び
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

〔
29
〕
小
池
・
石
井
、
前
掲
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』
二
八
頁
お
よ
び
一
四
三
頁
。

〔
30
〕『
棟
方
志
功
全
集　

第
十
二
巻　

雑
華
の
柵
』
講
談
社　

昭
和
五
十
四
年
、
八
六
頁
。
な
お
、

雪
梁
舎
美
術
館
寄
託
の
《
米
大
舟
頌
の
柵
》〔
図
版
8
、
リ
ス
ト
25
〕
は
こ
の
と
き
の
作
品
で
あ
る
が
、

描
か
れ
て
い
る
人
物
は
若
い
女
性
で
あ
る
。

〔
31
〕
前
掲
、
全
集　

第
十
二
巻
、
八
六
〜
八
七
頁
。

　

ま
た
、
濱
谷
は
《
學
藝
諸
家
》
シ
リ
ー
ズ
（
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
・
万
代
島
美
術
館
、
他
所
蔵
）

の
《
棟
方
志
功　

版
画
家
》（
一
九
五
一
年
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
・
プ
リ
ン
ト
）
の
撮
影
の
経
緯
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「〔
…
…
…
〕
九
月
二
日
、
台
風
ま
が
い
の
荒
れ
る

日
だ
っ
た
。
一
同
、
荒
れ
る
日
本
海
を
見
物
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
渋
柿
浜
の
砂
丘
に
立
っ

た
。」「
海
は
荒
海
、
向
う
に
佐
渡
は
見
え
ず
、
雲
が
飛
び
草
が
風
に
靡
い
て
い
た
。
雪
国
の
秋
は
早

い
。
越
中
も
越
後
も
や
が
て
く
る
冬
に
身
構
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
海
の
海
鳴
り
は
つ
ら
く

聞
え
て
く
る
。
そ
の
き
び
し
さ
を
ふ
っ
飛
ば
す
よ
う
に
、
棟
方
さ
ん
は
サ
ッ
と
砂
丘
を
馳
〔
駆
〕
け

廻
っ
た
。」「
そ
の
時
私
は
、
棟
方
志
功
韋
駄
天
走
り
に
、
風
神
雷
神
の
相
を
棟
方
さ
ん
の
背
に
感
じ

た
。
日
本
海
、
風
、
波
、
雪
雷
、
志
功
、
沖
上
げ
、
氷
雨
、
初
雪
、
や
が
て
根
雪
、
降
り
積
む
雪
、

暗
い
冬
。
棟
方
さ
ん
は
、
自
然
人
と
な
っ
て
砂
丘
を
駆
け
回
っ
た
。」（
同
書
、
八
七
頁
）
な
お
、
同

頁
に
は
、
疾
走
す
る
棟
方
を
撮
影
し
た
濱
谷
の
写
真
が
「
風
神
雷
神
」
と
い
う
題
名
で
二
カ
ッ
ト
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

〔
32
〕
宇
賀
田
、
前
掲
書
、
六
七
九
〜
六
八
〇
頁
。

〔
33
〕
振
り
仮
名
は
『
棟
方
志
功
全
集　

第
五
巻　

詩
歌
の
柵
（
1
）』
講
談
社　

昭
和
五
十
三
年
、

一
三
八
頁
に
よ
る
。

〔
34
〕
板
画
《
紫
袂
の
柵
》〔
図
版
9
〕、
倭
画
《
小
矢
部
川
早
春
》
な
ど
で
あ
る
。

〔
35
〕「
小
矢
部
川
の
歌
」
の
メ
モ
書
き
が
、
石
崎
氏
宛
て
に
旅
先
の
棟
方
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
（
電
報
）

│
一
〇
│

〔
註
〕

〔
1
〕
財
団
法
人
會
津
八
一
記
念
館
編
『
平
成
十
五
年
度
特
別
展　

棟
方
志
功
生
誕
一
〇
〇
年
記
念　

會
津
八
一
と
棟
方
志
功
―
ほ
と
ば
し
る
個
性
―
』
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館　

平
成
十
五
年
（
以
下
、

「
會
津
」
と
略
す
）。

〔
2
〕
雪
梁
舎
美
術
館
は
、
石
井
頼
子
『
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

も
っ
と
知
り
た

い　

棟
方
志
功　

生
涯
と
作
品
』（
東
京
美
術　

平
成
二
十
八
年
）
に
お
い
て
も
「
棟
方
志
功
作
品
を

所
蔵
す
る
主
な
美
術
館
」
と
し
て
全
国
十
一
館
の
う
ち
の
一
館
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、

八
七
頁
）。
同
館
発
行
図
書
の
う
ち
、
本
論
文
で
参
考
文
献
と
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
同
館
編
『
棟
方

志
功
作
品
展　

図
録
』
財
団
法
人
美
術
育
成
財
団
雪
梁
舎　

平
成
十
八
年
、
お
よ
び
、
公
益
財
団
法

人　

雪
梁
舎
美
術
館
編
『
雪
梁
舎
設
立
20
周
年
記
念　

捧
賢
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
同
館　

平
成

二
十
五
年
（
以
下
、
前
者
を
「
雪
梁
舎
『
作
品
展
』」
と
、
後
者
を
「
雪
梁
舎
『
20
周
年
』」
と
略
す
）。

〔
3
〕
そ
も
そ
も
本
論
の
着
想
は
、
筆
者
が
平
成
三
十
年
三
月
に
北
陸
を
旅
し
、
富
山
県
城
端
・
福
光

（
と
も
に
現
・
南
砺
市
）
に
も
立
ち
寄
り
、
同
地
の
棟
方
志
功
記
念
館　

愛
染
苑
を
訪
ね
、
同
館
の
大

塚
智
子
氏
よ
り
「
小
矢
部
川
の
歌
」
が
実
は
新
潟
の
ど
こ
か
の
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
の
こ

と
を
伺
っ
た
こ
と
に
遡
る
。
私
が
同
館
を
訪
問
し
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
所
蔵
品
の
展
示
の
中
で
「
小

矢
部
川
の
う
た
」
の
歌
稿
と
他
五
首
（
す
べ
て
昭
和
二
十
二
年
作
）
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
私
が
新

潟
か
ら
来
た
者
で
あ
る
と
知
っ
た
大
塚
氏
が
、
親
切
心
か
ら
こ
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

〔
4
〕
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
古
厩
忠
夫
『
裏
日
本
』
岩
波
新
書　

平
成
九
年
、
一
三
四
頁
「
上
越
線

全
通
の
意
味
」
を
参
照
。
ま
た
、
新
潟
市
出
身
の
作
家
・
坂
口
安
吾
は
、
小
説
『
吹
雪
物
語
』（
昭
和

十
三
年
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
一
九
三
×
年
の
こ
と
で
あ
る
。
新
潟
も
変
つ
た
。

〔
中
略
〕
ま
づ
第
一
に
舗
装
道
路
。〔
中
略
〕
築
港
の
完
成
。
満
州
国
と
の
新
航
路
開
通
と
い
ふ
こ
の

市ま
ち

の
特
殊
な
事
情
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
変
つ
た
の
は
、
あ
な
が
ち
こ
の
市ま
ち

の
話
だ
け
で
は
な
い
ら
し

い
。」（『
坂
口
安
吾
全
集
02
』
筑
摩
書
房　

平
成
十
一
年
、
二
二
四
頁
）。
ま
た
安
吾
は
次
の
よ
う
に

も
書
い
て
い
る
。「
新
潟
港
は
信
濃
川
の
河
口
に
あ
つ
た
。
大
河
津
分
水
工
事
や
港
内
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

・
護

岸
・
突
堤
等
の
諸
工
事
が
ま
だ
行
は
れ
な
い
明
治
初
年
の
新
潟
港
は
、
時
節
に
よ
つ
て
は
深
さ
わ
づ

か
に
二
三
尺
の
惨
め
さ
で
、
吃
水
四
五
尺
の
船
が
港
外
一
里
の
沖
に
船ふ
な

繋が
か
りを

す
る
状
態
だ
つ
た
。」（
同

書
、
二
八
七
頁
）。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
史
的
視
点
か
ら
の
安
吾
作
品
の
読
解
に
つ
い
て
は
、

川
村
湊
『
異
郷
の
昭
和
文
学
―
「
満
州
」
と
近
代
日
本
―
』
岩
波
新
書　

平
成
二
年
、
一
〇
〇
〜

一
〇
八
頁
、
等
を
参
照
。

〔
5
〕
田
村
祥
司
「
棟
方
志
功
と
長
谷
川
松
郎
」、
亀
田
町
史
編
さ
ん
室
編
『
町
の
あ
ゆ
み
』
第

二
十
一
号　

平
成
元
年
、
一
頁
。

〔
6
〕
棟
方
志
功
『
板
極
道
』（
中
公
文
庫
）
中
央
公
論
社　

昭
和
五
十
一
年
、
六
一
〜
六
二
頁
（
同

書
単
行
本
の
初
版
発
行
は
昭
和
三
十
九
年
）。
ま
た
、
同
時
期
に
国
画
会
で
活
躍
し
て
い
た
新
潟
県
出

身
の
洋
画
家
・
佐
藤
哲
三
（
明
治
四
十
三
〜
昭
和
二
十
九
〔
一
九
一
〇
〜
一
九
五
四
〕）
の
こ
と
を
私

た
ち
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〔
7
〕
石
井
、
前
掲
『
も
っ
と
知
り
た
い　

棟
方
志
功　

生
涯
と
作
品
』
九
頁
。

〔
8
〕
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
と
田
下
三
作
の
続
柄
に
つ
い
て
、
岡
村
浩
・
編
著
者
代
表
『
亀
田
郷
ゆ
か
り

の
文
人
集
』（
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
展
実
行
委
員
会　

平
成
十
七
年
）
で
は
「
島
氏
の
妻
は
加
茂
市

の
商
家
・
田
下
三
作
の
妹
。
こ
の
三
作
の
妻
が
亀
田
町
の
長
谷
川
松
郎
（
醤
油
醸
造
業
）
の
妹
」
で

あ
る
と
述
べ
、
ヤ
イ
が
三
作
の
「
妹
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
（
同
書
、
三
五
九
頁
）、
明
治
三
十
年

生
ま
れ
の
島
と
、
明
治
四
年
生
ま
れ
の
田
下
三
作
の
二
十
六
才
と
い
う
年
齢
差
を
考
え
て
、
本
論
で

は
三
作
を
ヤ
イ
の
「
父
」
と
し
た
。
小
池
邦
夫
・
石
井
頼
子
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』（
二
玄
社　

平

成
十
八
年
）
に
お
い
て
も
「
田
下
三
作
は
〔
…
…
…
〕
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
父
」
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
（
同
書
、
一
四
二
頁
）。
し
か
し
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
の
記
述
は
、
前
掲
、
田
村
論
文

に
拠
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
田
村
論
文
も
「
島
の
妻
ヤ
イ
は
、
加
茂
市
の
田
下
三
作
（
棉

糸
・
砂
糖
商
）
の
妹
で
あ
り
、
三
作
の
妻
ツ
ヤ
は
亀
田
町
の
長
谷
川
松
郎
（
醤
油
醸
造
業
）
の
妹
で

あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
田
下
家
の
親
戚
筋
に
は
、
戦
前
の
新
潟
県
議
会
議
長
、
加
茂
町
長
、
帝
国
議
会
衆
議
院
議

員
な
ど
を
歴
任
し
た
田
下
政
治
（
明
治
十
九
〜
昭
和
二
十
八
）
が
い
て
、
戦
後
、
彫
刻
家
の
金
子
直

裕
が
田
下
政
治
氏
の
肖
像
彫
刻
《
田
下
政
治
氏
胸
像
》（
昭
和
三
十
八
年
、
ブ
ロ
ン
ズ
）
を
作
っ
て
い

る
（
加
茂
市
役
所
蔵
、
写
真
は
『
金
子
直
裕
遺
作
集
』
金
子
田
鶴
子　

平
成
十
一
年
、
七
七
頁
、
図

版
72
。
な
お
、
同
作
品
は
現
在
、
同
市
加
茂
山
公
園
内
に
野
外
設
置
さ
れ
て
い
る
。

〔
9
〕
會
津
、
前
掲
書
、
巻
末
年
譜
（
八
四
〜
八
五
頁
）
を
参
照
。

〔
10
〕
棟
方
、
前
掲
『
板
極
道
』
五
〇
〜
五
一
頁
。

　

ま
た
、
棟
方
は
島
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。「
さ
ま
ざ
ま
に
お
世
話
に
な
っ
た
島
丈

夫
氏
ご
夫
妻
と
知
り
合
っ
た
の
も
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
し
た
。
島
氏
ご
夫
妻
は
、
わ
た
く
し
の
絵
と

心
を
理
解
し
て
下
さ
り
、
目
を
か
け
て
下
さ
っ
た
新
潟
の
方
で
し
た
。」（
棟
方
志
功
『
わ
だ
ば
ゴ
ッ

ホ
に
な
る
』
日
本
経
済
新
聞
社　

昭
和
五
十
年
、
五
七
〜
五
八
頁
）。

　

前
掲
、
田
村
論
文
で
は
「
島
は
、
明
治
三
十
年
に
西
蒲
原
郡
味
方
村
吉
田
新
田
の
地
主
の
家
に
生

ま
れ
て
い
る
。
島
の
祖
父
は
七
穂
村
（
後
に
味
方
村
と
合
併
）
の
村
長
を
つ
と
め
、
父
も
島
が
生
ま

れ
た
頃
は
県
議
会
議
員
に
な
っ
て
い
る
。」「
父
の
事
業
失
敗
後
、
島
は
上
京
し
て
本
郷
に
薬
屋
を
開

業
し
、
後
年
に
は
日
本
有
数
の
薬
問
屋
『
島
丈
夫
商
店
』
を
経
営
し
て
い
る
。」
と
あ
る
（
同
書
、
一

頁
）。

〔
11
〕
前
掲
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
編
『
棟
方
志
功
展
』、
一
九
一
頁
（
年
譜　

土
屋
悦
郎
編
）。

〔
12
〕
宇
賀
田
達
雄
『
祈
り
の
人 

棟
方
志
功
』
筑
摩
書
房　

平
成
十
一
年
、
七
四
頁
、
お
よ
び
、
前
掲
、

雪
梁
舎
『
作
品
展
』、
一
四
六
頁
、
他
。

〔
13
〕
前
掲
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』、
三
五
九
頁
。
こ
の
記
述
も
前
掲
、
田
村
論
文
に
拠
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

〔
14
〕
平
成
三
十
年
九
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
〔
写
真
1
、2
〕。
廣
川
和
宏
住
職
に
お
話
を
伺
っ

た
。
ま
た
、
島
が
そ
の
下
に
眠
る
石
碑
に
は
「
願
入
弥
陀
界
」
と
大
書
し
て
あ
る
が
〔
写
真
3
、4
〕、

こ
れ
は
齋
藤
唯
信
（
元
治
元
〜
昭
和
三
十
二
〔
一
八
六
五
〜
一
九
五
七
〕）
に
よ
る
揮
毫
で
、
齋
藤
は

新
潟
市
関
屋
町
（
現
・
新
潟
市
中
央
区
）
の
念
佛
寺
に
生
ま
れ
た
真
宗
教
学
の
碩
学
で
あ
る
。
大
谷

大
学
教
授
（
の
ち
名
誉
教
授
）、
文
学
博
士
の
ほ
か
、
真
宗
大
谷
派
の
最
高
学
位
「
講
師
」
に
も
選
ば

れ
た
。
な
お
、
髙
念
寺
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
味
方
村
教
育
委
員
会
内
味
方
村
村
史
編
さ
ん
委
員
会

編
『
味
方
稽
古
艸
子
6　

村
の
お
寺
と
お
宮
』
新
潟
県
西
蒲
原
郡
味
方
村　

昭
和
五
十
七
年
、
一
八

〜
二
五
頁
（「
五
、
吉
江
の
高
念
寺
の
こ
と
」）
な
ら
び
に
味
方
村
誌
編
纂
委
員
会
『
味
方
村
誌　

通

史
編
』
味
方
村　

平
成
十
二
年
、
二
一
五
〜
二
一
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
前
者
は
田
子
了
祐
『
越
後

に
お
け
る
真
宗
の
展
開
と
蒲
原
平
野
』（
考
古
堂
書
店　

平
成
二
十
五
年
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
（
同
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│
一
一
│

書
、
九
二
〜
九
九
頁
）。

〔
15
〕
田
子
、
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
味
方
村
は
『
新
潟
県
寺
院
名
鑑
』
な
ど
に
も
他
宗
寺
院
が
全
く

見
当
た
ら
な
い
真
宗
一
色
の
土
地
柄
」
で
あ
る
（
同
書
、
七
七
頁
）。

〔
16
〕
吉
田
龍
象
の
道
場
「
白
道
舎
」
襖
書
「
宿
業
者
是
本
能　

則
感
應
道
交
」
で
あ
る
〔
図
版
7
、

リ
ス
ト
24
〕。
飛
鳥
寛
栗
『
棟
方
志
功
・
越
中
も
の
が
た
り
』（
桂
書
房　

平
成
二
十
五
年
）
に
よ
れ

ば
「
或
る
時
、
そ
の
白
道
舎
で
曽
我
量
深
の
書
『
宿
業
者
是
本
能
則
感
應
道
交
』
の
短
冊
を
見
て
棟

方
は
『
宿
業
は
本
能
か
、
感
應
道
交
。
こ
れ
じ
ゃ
、
こ
れ
じ
ゃ
』
と
大
声
で
読
み
あ
げ
、
直
ぐ
襖
を

倒
し
て
筆
が
な
か
っ
た
の
で
刷
毛
で
書
き
上
げ
、『
わ
ー
、
後
光
が
射
い
と
る
。
後
光
が
射
い
と
る
』

と
拝
ん
で
い
た
と
、『
自
在
人
龍
象
』
に
出
て
い
」
る
と
あ
る
（
同
書
、
七
六
頁
）。
ま
た
「
曽
我
量

深
の
教
説
に
感
動
し
た
棟
方
は
、
の
ち
に
曽
我
に
頼
ん
で
一
行
も
の
の
『
観
佛
身
者
亦
見
佛
心
』
を

頂
き
、
大
切
に
し
て
い
」
た
と
あ
る
（
同
書
同
頁
）。

〔
17
〕
青
山
士
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
高
崎
哲
郎
『〈
評
伝
〉
技
師　

青
山
士　

そ
の
精
神
の
軌
跡

―
万
象
ニ
天
意
ヲ
覚
ル
者
ハ
…
…
』
鹿
島
出
版
会　

平
成
二
十
年
、
お
よ
び
、『
写
真
集　

青
山
士
／

後
世
へ
の
遺
産
﹇
パ
ナ
マ
運
河
／
荒
川
放
水
路
／
信
濃
川
大
河
津
分
水
路
﹈』
山
海
堂　

平
成
六
年
、

等
を
参
照
。

〔
18
〕
宇
賀
田
、
前
掲
書
、
六
七
九
〜
六
八
〇
頁
。

〔
19
〕
棟
方
板
画
美
術
館
監
修
、
朝
日
新
聞
社
企
画
事
業
本
部
編
『
棟
方
志
功　

祈
り
と
旅
』
朝
日
新

聞
社　

平
成
二
十
二
〜
二
十
三
年
、
一
四
一
頁
（
項
目
執
筆
：
窪
美
酉
嘉
子
〔
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
〕）。

〔
20
〕　

う
に
ま
さ
る　

ご
う
や
こ
こ
ろ
の　

は
な
ざ
か
り　

と
読
む
。

　

禹
は
中
国
の
伝
説
的
偉
人
で
、
黄
河
の
治
水
に
努
力
す
る
こ
と
十
三
年
、
そ
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、

夏
（
殷
王
朝
の
前
の
王
朝
）
を
作
り
、
そ
の
皇
帝
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は
、
大

河
津
分
水
竣
工
ま
で
の
約
二
百
年
に
わ
た
る
故
事
来
歴
を
聞
い
た
上
人
が
、
禹
の
事
業
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
大
事
業
で
あ
り
、
そ
の
事
業
を
な
し
遂
げ
た
人
々
の
、
治
水
へ
の
一
途
な
気
持
ち
に
感
動

し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

〔
21
〕
田
村
、
前
掲
論
文
、
一
頁
。

〔
22
〕
小
池
・
石
井
、
前
掲
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』
に
は
、
田
下
家
宛
て
の
次
の
よ
う
な
年
賀
状
や

暑
中
見
舞
い
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
田
下
良
作
宛
て
年
賀
状
（
昭
和
七
年
）「
松
竹
梅
に
鶴
」
の
画
に
「
迎
昭
和
七
年
之
吉
春　

東
京
市

外
野
方
町
上
沼
袋
二
六
三
、
松
木
内
棟
方
志
功
」
と
あ
る
（
同
書
、
一
一
六
頁
お
よ
び
一
四
八
頁
）、

・
田
下
良
一
宛
て
年
賀
状
（
昭
和
八
年
）「
自
画
像
」
に
「
カ
モ
ノ
ヤ
マ
ヲ
カ
イ
テ
ヱ
ル
、
ワ
タ
ク
シ

デ
ア
リ
マ
ス
。」
と
あ
る
（
同
書
、
一
一
七
頁
お
よ
び
一
四
八
頁
）、

・
田
下
三
作
・
良
作
宛
て
年
賀
状
（
昭
和
十
一
年
）「
鯨
々
図
」
に
「
賀
禧　

昭
和
十
一
年
元
日　

中

野
区
大
和
町
一
八
〇
棟
方
志
功
」
と
あ
る
（
同
書
、
一
一
八
頁
お
よ
び
一
四
八
頁
）、

・
田
下
三
作
・
良
作
宛
て
「
盛
夏
見
舞
」（
昭
和
十
二
年
）「
真
夏
の
お
伺
い
申
述
べ
ま
す
。
十
二
年

盛
夏
／
お
母
さ
ま
そ
の
後
如
何
遊
ば
さ
れ
居
り
ま
せ
う
か
。
み
な
み
な
さ
ま
に
も
お
よ
ろ
し
く
。」
と

あ
る
（
同
書
、
一
四
頁
お
よ
び
一
四
二
頁
）。

〔
23
〕
前
掲
、
田
村
論
文
で
は
「（
長
谷
川
邸
の
）
庭
園
は
専
愛
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
店
の
際
、

用
地
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
た
。」
と
あ
り
、
写
真
集
編
集
委
員
会
編
『
写
真
は
語
る　

亀
田
の
百
年
』

亀
田
町　

平
成
二
年
、
四
六
頁
に
も
同
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
写
真
が
「
新
潟
貯
蓄
銀
行
亀
田

代
理
店
（
明
治
三
十
五
年
）
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
現
地
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
現
在
同
地
に
は
社
会
福
祉
法
人
の
高
齢
者
福
祉
施
設
が
建
っ
て
い
る
。〔
写
真
11
〕
は

明
治
三
十
五
年
頃
の
長
谷
川
邸
で
あ
る
（
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部
編
『
写
真
集　

ふ
る
さ
と
の
百

年
〈
五
泉
・
中
蒲
原
・
東
蒲
原
〉』
昭
和
五
十
六
年
、
一
二
一
頁
）。

〔
24
〕
前
掲
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
所
収
「
稿
本
・
亀
田
奇
人
談
」（
同
書
、
三
二
九
頁
）。「
亀

田
奇
人
談
」
と
は
「
大
倉
息
隠
〔
漢
学
者
〕
の
談
を
鈴
木
長
次
〔
号
・
吐
木
〕
が
筆
録
し
た
も
の
で
、

明
治
三
十
八
年
四
月
十
二
日
の
鈴
木
序
文
に
成
る
。」
原
本
は
新
潟
市
江
南
区
郷
土
資
料
館
蔵
。
以

上
、
前
掲
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
三
五
四
〜
三
五
五
頁
に
よ
る
。

〔
25
〕
主
に
會
津
、
前
掲
書
、
巻
末
年
譜
に
よ
る
。

〔
26
〕
な
お
、《
明
神
池
に
て
（
加
茂
山
公
園
に
て
）》
は
、
筆
者
が
撮
影
し
た
同
池
の
写
真
（
平
成

三
十
年
三
月
十
二
日
撮
影
）〔
写
真
12
〕
と
も
比
較
さ
れ
た
い
。

〔
27
〕
小
池
・
石
井
、
前
掲
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』、
五
二
頁
お
よ
び
一
四
四
頁
。

〔
28
〕
柳
宗
悦
の
「
失
は
れ
ん
と
す
る
一
朝
鮮
建
築
の
為
に
」（
大
正
十
一
年
八
月
、『
東
亜
日
報
』
に

掲
載
）
の
原
稿
は
、
こ
こ
伊
藤
邸
で
書
か
れ
た
（
三
重
県
立
美
術
館
『「
平
常
の
美
・「
日
常
」
の
神

秘　

柳
宗
悦
展
』
図
録
、
平
成
九
年
、
五
二
頁
お
よ
び
二
〇
四
頁
）。
伊
藤
助
右
衛
門
は
富
本
憲
吉
な

ど
と
も
交
流
が
あ
り
、
民
藝
品
や
民
藝
作
家
の
作
品
の
収
集
家
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
伊
藤
邸
は
平

成
三
十
年
十
月
十
九
日
、
国
の
文
化
審
議
会
で
重
要
文
化
財
へ
の
指
定
が
答
申
さ
れ
た
（『
新
潟
日
報
』

同
年
十
月
二
十
日
朝
刊
、
三
四
面
、
お
よ
び
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

〔
29
〕
小
池
・
石
井
、
前
掲
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』
二
八
頁
お
よ
び
一
四
三
頁
。

〔
30
〕『
棟
方
志
功
全
集　

第
十
二
巻　

雑
華
の
柵
』
講
談
社　

昭
和
五
十
四
年
、
八
六
頁
。
な
お
、

雪
梁
舎
美
術
館
寄
託
の
《
米
大
舟
頌
の
柵
》〔
図
版
8
、
リ
ス
ト
25
〕
は
こ
の
と
き
の
作
品
で
あ
る
が
、

描
か
れ
て
い
る
人
物
は
若
い
女
性
で
あ
る
。

〔
31
〕
前
掲
、
全
集　

第
十
二
巻
、
八
六
〜
八
七
頁
。

　

ま
た
、
濱
谷
は
《
學
藝
諸
家
》
シ
リ
ー
ズ
（
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
・
万
代
島
美
術
館
、
他
所
蔵
）

の
《
棟
方
志
功　

版
画
家
》（
一
九
五
一
年
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
・
プ
リ
ン
ト
）
の
撮
影
の
経
緯
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「〔
…
…
…
〕
九
月
二
日
、
台
風
ま
が
い
の
荒
れ
る

日
だ
っ
た
。
一
同
、
荒
れ
る
日
本
海
を
見
物
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
渋
柿
浜
の
砂
丘
に
立
っ

た
。」「
海
は
荒
海
、
向
う
に
佐
渡
は
見
え
ず
、
雲
が
飛
び
草
が
風
に
靡
い
て
い
た
。
雪
国
の
秋
は
早

い
。
越
中
も
越
後
も
や
が
て
く
る
冬
に
身
構
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
海
の
海
鳴
り
は
つ
ら
く

聞
え
て
く
る
。
そ
の
き
び
し
さ
を
ふ
っ
飛
ば
す
よ
う
に
、
棟
方
さ
ん
は
サ
ッ
と
砂
丘
を
馳
〔
駆
〕
け

廻
っ
た
。」「
そ
の
時
私
は
、
棟
方
志
功
韋
駄
天
走
り
に
、
風
神
雷
神
の
相
を
棟
方
さ
ん
の
背
に
感
じ

た
。
日
本
海
、
風
、
波
、
雪
雷
、
志
功
、
沖
上
げ
、
氷
雨
、
初
雪
、
や
が
て
根
雪
、
降
り
積
む
雪
、

暗
い
冬
。
棟
方
さ
ん
は
、
自
然
人
と
な
っ
て
砂
丘
を
駆
け
回
っ
た
。」（
同
書
、
八
七
頁
）
な
お
、
同

頁
に
は
、
疾
走
す
る
棟
方
を
撮
影
し
た
濱
谷
の
写
真
が
「
風
神
雷
神
」
と
い
う
題
名
で
二
カ
ッ
ト
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

〔
32
〕
宇
賀
田
、
前
掲
書
、
六
七
九
〜
六
八
〇
頁
。

〔
33
〕
振
り
仮
名
は
『
棟
方
志
功
全
集　

第
五
巻　

詩
歌
の
柵
（
1
）』
講
談
社　

昭
和
五
十
三
年
、

一
三
八
頁
に
よ
る
。

〔
34
〕
板
画
《
紫
袂
の
柵
》〔
図
版
9
〕、
倭
画
《
小
矢
部
川
早
春
》
な
ど
で
あ
る
。

〔
35
〕「
小
矢
部
川
の
歌
」
の
メ
モ
書
き
が
、
石
崎
氏
宛
て
に
旅
先
の
棟
方
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
（
電
報
）

│
一
〇
│

〔
註
〕

〔
1
〕
財
団
法
人
會
津
八
一
記
念
館
編
『
平
成
十
五
年
度
特
別
展　

棟
方
志
功
生
誕
一
〇
〇
年
記
念　

會
津
八
一
と
棟
方
志
功
―
ほ
と
ば
し
る
個
性
―
』
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館　

平
成
十
五
年
（
以
下
、

「
會
津
」
と
略
す
）。

〔
2
〕
雪
梁
舎
美
術
館
は
、
石
井
頼
子
『
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

も
っ
と
知
り
た

い　

棟
方
志
功　

生
涯
と
作
品
』（
東
京
美
術　

平
成
二
十
八
年
）
に
お
い
て
も
「
棟
方
志
功
作
品
を

所
蔵
す
る
主
な
美
術
館
」
と
し
て
全
国
十
一
館
の
う
ち
の
一
館
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、

八
七
頁
）。
同
館
発
行
図
書
の
う
ち
、
本
論
文
で
参
考
文
献
と
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
同
館
編
『
棟
方

志
功
作
品
展　

図
録
』
財
団
法
人
美
術
育
成
財
団
雪
梁
舎　

平
成
十
八
年
、
お
よ
び
、
公
益
財
団
法

人　

雪
梁
舎
美
術
館
編
『
雪
梁
舎
設
立
20
周
年
記
念　

捧
賢
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
同
館　

平
成

二
十
五
年
（
以
下
、
前
者
を
「
雪
梁
舎
『
作
品
展
』」
と
、
後
者
を
「
雪
梁
舎
『
20
周
年
』」
と
略
す
）。

〔
3
〕
そ
も
そ
も
本
論
の
着
想
は
、
筆
者
が
平
成
三
十
年
三
月
に
北
陸
を
旅
し
、
富
山
県
城
端
・
福
光

（
と
も
に
現
・
南
砺
市
）
に
も
立
ち
寄
り
、
同
地
の
棟
方
志
功
記
念
館　

愛
染
苑
を
訪
ね
、
同
館
の
大

塚
智
子
氏
よ
り
「
小
矢
部
川
の
歌
」
が
実
は
新
潟
の
ど
こ
か
の
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
の
こ

と
を
伺
っ
た
こ
と
に
遡
る
。
私
が
同
館
を
訪
問
し
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
所
蔵
品
の
展
示
の
中
で
「
小

矢
部
川
の
う
た
」
の
歌
稿
と
他
五
首
（
す
べ
て
昭
和
二
十
二
年
作
）
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
私
が
新

潟
か
ら
来
た
者
で
あ
る
と
知
っ
た
大
塚
氏
が
、
親
切
心
か
ら
こ
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

〔
4
〕
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
古
厩
忠
夫
『
裏
日
本
』
岩
波
新
書　

平
成
九
年
、
一
三
四
頁
「
上
越
線

全
通
の
意
味
」
を
参
照
。
ま
た
、
新
潟
市
出
身
の
作
家
・
坂
口
安
吾
は
、
小
説
『
吹
雪
物
語
』（
昭
和

十
三
年
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
一
九
三
×
年
の
こ
と
で
あ
る
。
新
潟
も
変
つ
た
。

〔
中
略
〕
ま
づ
第
一
に
舗
装
道
路
。〔
中
略
〕
築
港
の
完
成
。
満
州
国
と
の
新
航
路
開
通
と
い
ふ
こ
の

市ま
ち

の
特
殊
な
事
情
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
変
つ
た
の
は
、
あ
な
が
ち
こ
の
市ま
ち

の
話
だ
け
で
は
な
い
ら
し

い
。」（『
坂
口
安
吾
全
集
02
』
筑
摩
書
房　

平
成
十
一
年
、
二
二
四
頁
）。
ま
た
安
吾
は
次
の
よ
う
に

も
書
い
て
い
る
。「
新
潟
港
は
信
濃
川
の
河
口
に
あ
つ
た
。
大
河
津
分
水
工
事
や
港
内
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

・
護

岸
・
突
堤
等
の
諸
工
事
が
ま
だ
行
は
れ
な
い
明
治
初
年
の
新
潟
港
は
、
時
節
に
よ
つ
て
は
深
さ
わ
づ

か
に
二
三
尺
の
惨
め
さ
で
、
吃
水
四
五
尺
の
船
が
港
外
一
里
の
沖
に
船ふ
な

繋が
か
りを
す
る
状
態
だ
つ
た
。」（
同

書
、
二
八
七
頁
）。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
史
的
視
点
か
ら
の
安
吾
作
品
の
読
解
に
つ
い
て
は
、

川
村
湊
『
異
郷
の
昭
和
文
学
―
「
満
州
」
と
近
代
日
本
―
』
岩
波
新
書　

平
成
二
年
、
一
〇
〇
〜

一
〇
八
頁
、
等
を
参
照
。

〔
5
〕
田
村
祥
司
「
棟
方
志
功
と
長
谷
川
松
郎
」、
亀
田
町
史
編
さ
ん
室
編
『
町
の
あ
ゆ
み
』
第

二
十
一
号　

平
成
元
年
、
一
頁
。

〔
6
〕
棟
方
志
功
『
板
極
道
』（
中
公
文
庫
）
中
央
公
論
社　

昭
和
五
十
一
年
、
六
一
〜
六
二
頁
（
同

書
単
行
本
の
初
版
発
行
は
昭
和
三
十
九
年
）。
ま
た
、
同
時
期
に
国
画
会
で
活
躍
し
て
い
た
新
潟
県
出

身
の
洋
画
家
・
佐
藤
哲
三
（
明
治
四
十
三
〜
昭
和
二
十
九
〔
一
九
一
〇
〜
一
九
五
四
〕）
の
こ
と
を
私

た
ち
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〔
7
〕
石
井
、
前
掲
『
も
っ
と
知
り
た
い　

棟
方
志
功　

生
涯
と
作
品
』
九
頁
。

〔
8
〕
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
と
田
下
三
作
の
続
柄
に
つ
い
て
、
岡
村
浩
・
編
著
者
代
表
『
亀
田
郷
ゆ
か
り

の
文
人
集
』（
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
展
実
行
委
員
会　

平
成
十
七
年
）
で
は
「
島
氏
の
妻
は
加
茂
市

の
商
家
・
田
下
三
作
の
妹
。
こ
の
三
作
の
妻
が
亀
田
町
の
長
谷
川
松
郎
（
醤
油
醸
造
業
）
の
妹
」
で

あ
る
と
述
べ
、
ヤ
イ
が
三
作
の
「
妹
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
（
同
書
、
三
五
九
頁
）、
明
治
三
十
年

生
ま
れ
の
島
と
、
明
治
四
年
生
ま
れ
の
田
下
三
作
の
二
十
六
才
と
い
う
年
齢
差
を
考
え
て
、
本
論
で

は
三
作
を
ヤ
イ
の
「
父
」
と
し
た
。
小
池
邦
夫
・
石
井
頼
子
『
棟
方
志
功
の
絵
手
紙
』（
二
玄
社　

平

成
十
八
年
）
に
お
い
て
も
「
田
下
三
作
は
〔
…
…
…
〕
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
父
」
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
（
同
書
、
一
四
二
頁
）。
し
か
し
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
の
記
述
は
、
前
掲
、
田
村
論
文

に
拠
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
田
村
論
文
も
「
島
の
妻
ヤ
イ
は
、
加
茂
市
の
田
下
三
作
（
棉

糸
・
砂
糖
商
）
の
妹
で
あ
り
、
三
作
の
妻
ツ
ヤ
は
亀
田
町
の
長
谷
川
松
郎
（
醤
油
醸
造
業
）
の
妹
で

あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
田
下
家
の
親
戚
筋
に
は
、
戦
前
の
新
潟
県
議
会
議
長
、
加
茂
町
長
、
帝
国
議
会
衆
議
院
議

員
な
ど
を
歴
任
し
た
田
下
政
治
（
明
治
十
九
〜
昭
和
二
十
八
）
が
い
て
、
戦
後
、
彫
刻
家
の
金
子
直

裕
が
田
下
政
治
氏
の
肖
像
彫
刻
《
田
下
政
治
氏
胸
像
》（
昭
和
三
十
八
年
、
ブ
ロ
ン
ズ
）
を
作
っ
て
い

る
（
加
茂
市
役
所
蔵
、
写
真
は
『
金
子
直
裕
遺
作
集
』
金
子
田
鶴
子　

平
成
十
一
年
、
七
七
頁
、
図

版
72
。
な
お
、
同
作
品
は
現
在
、
同
市
加
茂
山
公
園
内
に
野
外
設
置
さ
れ
て
い
る
。

〔
9
〕
會
津
、
前
掲
書
、
巻
末
年
譜
（
八
四
〜
八
五
頁
）
を
参
照
。

〔
10
〕
棟
方
、
前
掲
『
板
極
道
』
五
〇
〜
五
一
頁
。

　

ま
た
、
棟
方
は
島
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。「
さ
ま
ざ
ま
に
お
世
話
に
な
っ
た
島
丈

夫
氏
ご
夫
妻
と
知
り
合
っ
た
の
も
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
し
た
。
島
氏
ご
夫
妻
は
、
わ
た
く
し
の
絵
と

心
を
理
解
し
て
下
さ
り
、
目
を
か
け
て
下
さ
っ
た
新
潟
の
方
で
し
た
。」（
棟
方
志
功
『
わ
だ
ば
ゴ
ッ

ホ
に
な
る
』
日
本
経
済
新
聞
社　

昭
和
五
十
年
、
五
七
〜
五
八
頁
）。

　

前
掲
、
田
村
論
文
で
は
「
島
は
、
明
治
三
十
年
に
西
蒲
原
郡
味
方
村
吉
田
新
田
の
地
主
の
家
に
生

ま
れ
て
い
る
。
島
の
祖
父
は
七
穂
村
（
後
に
味
方
村
と
合
併
）
の
村
長
を
つ
と
め
、
父
も
島
が
生
ま

れ
た
頃
は
県
議
会
議
員
に
な
っ
て
い
る
。」「
父
の
事
業
失
敗
後
、
島
は
上
京
し
て
本
郷
に
薬
屋
を
開

業
し
、
後
年
に
は
日
本
有
数
の
薬
問
屋
『
島
丈
夫
商
店
』
を
経
営
し
て
い
る
。」
と
あ
る
（
同
書
、
一

頁
）。

〔
11
〕
前
掲
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
編
『
棟
方
志
功
展
』、
一
九
一
頁
（
年
譜　

土
屋
悦
郎
編
）。

〔
12
〕
宇
賀
田
達
雄
『
祈
り
の
人 

棟
方
志
功
』
筑
摩
書
房　

平
成
十
一
年
、
七
四
頁
、
お
よ
び
、
前
掲
、

雪
梁
舎
『
作
品
展
』、
一
四
六
頁
、
他
。

〔
13
〕
前
掲
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』、
三
五
九
頁
。
こ
の
記
述
も
前
掲
、
田
村
論
文
に
拠
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

〔
14
〕
平
成
三
十
年
九
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
〔
写
真
1
、2
〕。
廣
川
和
宏
住
職
に
お
話
を
伺
っ

た
。
ま
た
、
島
が
そ
の
下
に
眠
る
石
碑
に
は
「
願
入
弥
陀
界
」
と
大
書
し
て
あ
る
が
〔
写
真
3
、4
〕、

こ
れ
は
齋
藤
唯
信
（
元
治
元
〜
昭
和
三
十
二
〔
一
八
六
五
〜
一
九
五
七
〕）
に
よ
る
揮
毫
で
、
齋
藤
は

新
潟
市
関
屋
町
（
現
・
新
潟
市
中
央
区
）
の
念
佛
寺
に
生
ま
れ
た
真
宗
教
学
の
碩
学
で
あ
る
。
大
谷

大
学
教
授
（
の
ち
名
誉
教
授
）、
文
学
博
士
の
ほ
か
、
真
宗
大
谷
派
の
最
高
学
位
「
講
師
」
に
も
選
ば

れ
た
。
な
お
、
髙
念
寺
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
味
方
村
教
育
委
員
会
内
味
方
村
村
史
編
さ
ん
委
員
会

編
『
味
方
稽
古
艸
子
6　

村
の
お
寺
と
お
宮
』
新
潟
県
西
蒲
原
郡
味
方
村　

昭
和
五
十
七
年
、
一
八

〜
二
五
頁
（「
五
、
吉
江
の
高
念
寺
の
こ
と
」）
な
ら
び
に
味
方
村
誌
編
纂
委
員
会
『
味
方
村
誌　

通

史
編
』
味
方
村　

平
成
十
二
年
、
二
一
五
〜
二
一
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
前
者
は
田
子
了
祐
『
越
後

に
お
け
る
真
宗
の
展
開
と
蒲
原
平
野
』（
考
古
堂
書
店　

平
成
二
十
五
年
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
（
同
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│
一
三
│

No.

作
品
名

制
作
年

技
法
／
形
状

寸
法

所
蔵

掲
載

備
考

図
版
番
号

1

明
神
池
に
て
（
加
茂
山
公
園
に
て
）
昭
和
六

（
一
九
三
一
）

絹
本
彩
色

　

／
色
紙

二
四
・
五
×
二
七
・
〇

田
下
昭
二
氏
蔵

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
35
）
画
面
右
下
に
「
昭
和
六
年
秋
日　

棟
方
志
功
写
之
」、
落
款
。

（
會
津
、
七
九
頁
）

〔
図
版
6
〕

2

芸
者
図

昭
和
六

（
一
九
三
一
）

色
紙

二
七
・
三
×
二
四
・
三

個
人
蔵

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
36
）
作
品
は
、
新
潟
県
中
蒲
原
郡
亀
田
町
で
制
作
し
た
も
の
。（
會

津
、
七
九
頁
）

3

越
後
、
加
茂
に
て
の
庭

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
九
・
五
×
二
三
・
二

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

ほ
か

・
全
集
4
（
図
版
9
）

第
7
回
国
画
会
展

全
集
に
図
版
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
国
内
で
の
所
蔵
先
は
現
在

不
明
。

〔
図
版
1
〕

4

亀
田
、
長
谷
川
邸
の
内
園

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
六
・
八
×
二
一
・
三

棟
方
志
功
記
念
館
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

・
全
集
4
（
図
版
17
）

・
朝
日
、
一
六
頁
（
図
版
4
）、

他

第
7
回
国
画
会
展

〔
図
版
2
〕

5

亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
八
・
〇
×
二
一
・
八

棟
方
志
功
記
念
館
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

・
全
集
4
（
図
版
18
）

・
朝
日
、
一
七
頁
（
図
版
5
）、

他

第
7
回
国
画
会
展
（
国
画
奨
学
賞
受
賞
）

〔
図
版
3
〕

合
浦
、
青
森
の
公
園

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
一
・
〇
×
一
三
・
四

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー

ル
美
術
館
（
パ
リ
）

第
7
回
国
画
会
展

14～6

『
ヴ
ェ
ニ
ュ
ス
生
誕
別
冊
画
譜
』

1　

表
、
2
「
飛
行
絨
緞
」、
3

「
ヴ
ェ
ニ
ュ
ス
生
誕
」、
4
「
乳
房
」、

5
「
或
る
数
字
」、
6
「
か
の
女
の

帝
」、
7
「
ダ
ン
デ
ル
の
渚
」、
8

「
溺
死
」、
9　

裏

昭
和
九

（
一
九
三
四
）

凸
版
彩
色

（
手
彩
色
）

（
各
）
二
一
・
〇
×

一
五
・
七

上
越
市
立
総
合
博

物
館
、
他

・
會
津
、
三
二
〜
三
四
頁
（
図

版
25
）

・
東
近
美
、
三
〇
〜
三
一
頁

（
図
版
17
–
1
〜
9
）

摺
っ
た
上
か
ら
彩
色
を
施
し
て
お
り
、
後
の
「
裏
彩
色
」
以
前

の
作
品
で
あ
る
。（
會
津
、
七
八
頁
）

15

（
川
辺
風
景
）

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

紙
本
彩
色

　

／
軸
装

二
四
×
三
三

個
人
蔵

・
亀
田

画
面
左
下
に
「
十
二
年
春
日　

志
功
」、
落
款
。（
同
上
書
、

二
七
頁
）

16

桑
川
風
景
図
（
一
）

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

色
紙

二
七・
〇
×
二
三・
五

（
會
津
で
は
、
二
七・一

×
二
四・〇
）

個
人
蔵

・
全
集
11
（
図
版
5
）

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
37
）
画
面
右
上
に
「
十
二
年
夏
日　

志
功
写
之
」、
落
款
。

加
茂
の
田
下
家
を
訪
ね
た
後
、
岩
船
郡
山
北
町
桑
川
の
笹
川
流

れ
に
行
き
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。（
會
津
、
七
九
頁
）

17

桑
川
風
景
図
（
二
）

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

色
紙

二
七・
〇
×
二
三・
五

（
會
津
で
は
、
二
七・一

×
二
四・〇
）

個
人
蔵

・
全
集
11
（
図
版
6
）

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
37
）
画
面
上
部
に
「
十
二
年
夏
日　

志
功
於
桑
川
粟
生
島
」、
左
上

に
落
款
。（
會
津
、
七
九
頁
）

18

水
辺
図

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

紙
本
彩
色

　

／
額
装

二
七
・
〇
×
二
四
・
〇

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』

一
〇
二
頁
（
図
版
74
）

画
面
右
に
「
十
二
年
夏
日
志
功　

新
潟
所
見
」、
落
款
。

19

愛
染
明
王
図

昭
和
二
十

（
一
九
四
五
）

紙
本
墨
画
彩
色

／
軸
装

七
八
・
六
×
六
九
・
〇

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
會
津
、
四
八
頁
（
図
版
39
）

・
雪
梁
舎
『
20
周
年
』

一
〇
〇
頁
（
図
版
94
）

画
面
右
に
「
於
出
雲
崎
ア
マ
セ
浜　

津
山
九
二
氏　

エ
ツ
ゴ
川

井
妙
高
寺
寶　

愛
染
明
王　

時　

昭
和
廿
年
八
月
一
日
棟
方
志

功
拝
伏
礼
寫
成
立
」
と
あ
る
。
亀
田
・
長
谷
川
家
の
親
戚
に
あ

た
る
三
島
郡
出
雲
崎
町
・
津
山
家
を
訪
ね
た
際
に
制
作
し
た
も

の
。
描
か
れ
た
愛
染
明
王
は
小
千
谷
市
川
井
・
妙
高
寺
（
曹
洞

宗
）
の
本
尊
で
、
鎌
倉
時
代
の
作
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）。（
會

津
、
七
九
頁
）

棟
方
志
功
　
新
潟
関
係
作
品
リ
ス
ト
（
No
・
1
〜
36
）

│
一
二
│

に
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
愛
染
苑
・
大
塚
智
子
氏
は
、
当
時
同
館
に
勤
務
し
て
い
た
湯
浅

直
之
氏
が
生
前
の
石
崎
氏
か
ら
直
接
聞
い
た
と
い
う
談
話
の
備
忘
録
か
ら
識
っ
た
と
い
う
。
今
回
、

大
塚
氏
は
、
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
筆
者
の
た
め
に
、
湯
浅
氏
に
当
時
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
だ
が
、「
小
矢
部
川
の
歌
」
に
詠
わ
れ
て
い
る
場
所
が
ど
こ
で
あ
る
か
特
定
で
き
る
情
報
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
崎
氏
宛
て
に
棟
方
か
ら
送
ら
れ
た
「
歌
」
の
メ
モ
書

き
が
書
か
れ
た
電
報
は
、
棟
方
が
新
潟
か
ら
福
光
に
帰
る
途
中
、
岩
瀬
（
富
山
市
）
か
ら
送
ら
れ
た

昭
和
二
十
一
年
秋
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
加
茂
町
（
市
）
へ
は
、
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
実
家
・
田
下
家
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
年
の
最
初
の
新
潟
へ
の
旅
で
訪
れ
て
以
来
何
度
も
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
田

下
家
に
送
っ
た
棟
方
の
年
賀
は
が
き
や
季
節
の
は
が
き
が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
見

た
と
お
り
で
あ
る
。
町
の
真
ん
中
を
加
茂
川
と
い
う
川
が
流
れ
、
そ
の
向
こ
う
に
美
し
い
山
並
み
を

望
む
「
北
越
の
小
京
都
」
―
―
小
矢
部
川
が
流
れ
、
遠
く
に
美
し
い
山
並
み
を
望
む
福
光
の
風
景
に

よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔
写
真
13
、
14
〕。
当
時
棟
方
は
福
光
に
疎
開
し
て
い
た
が
、
新
潟

市
へ
出
る
場
合
、
東
京
方
面
か
ら
で
な
く
と
も
鉄
道
で
は
長
岡
駅
経
由
の
信
越
本
線
と
な
る
の
で
、

加
茂
駅
は
必
ず
通
る
駅
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
の
と
こ
ろ
記
録
に
見
出
せ
な
く
と
も
、
途
中
下
車
し

て
い
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
（
新
潟
か
ら
福
光
方
面
に
戻
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
）。

　

け
れ
ど
も
、
加
茂
市
（
町
）
が
「
北
越
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

市
（
町
）
の
真
ん
中
を
川
が
流
れ
、
遠
く
に
山
並
み
が
望
め
る
風
景
と
は
、
き
わ
め
て
「
典
型
的
」

な
「
日
本
的
（
京
都
的
）」
で
「
美
し
い
」
風
景
―
―
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
源
流
に
は
中
国
的
な
「
風
水
」

思
想
が
あ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
―
―
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
風
景
を
詠
ん
だ
棟
方
志
功

の
慧
眼
が
ま
さ
に
普
遍
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
次
元
に
お
い
て
、「
小
矢
部
川
の
歌
」

は
福
光
（
富
山
）
や
加
茂
（
新
潟
）
と
い
っ
た
個
別
の
風
景
を
離
れ
て
、
ほ
か
の
棟
方
作
品
と
同
様
に
、

世
界
に
通
用
す
る
普
遍
的
価
値
を
帯
び
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
こ
ば
や
し
・
か
ず
よ
し　

新
潟
市
新
津
美
術
館　

学
芸
員
）

棟
方
志
功
　
新
潟
関
係
作
品
リ
ス
ト

〔
略
語
一
覧
〕

・「
全
集
4
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
四
巻　

花
鳥
の
柵
』
講
談
社　

昭
和
五
十
三
年 

・「
全
集
5
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
五
巻　

詩
歌
の
柵
（
1
）』
講
談
社　

昭
和
五
十
三
年 

・「
全
集
6
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
六
巻　

詩
歌
の
柵
（
2
）』
講
談
社　

昭
和
五
十
四
年 

・「
全
集
11
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
十
一
巻　

海
道
の
柵
』
講
談
社　

昭
和
五
十
四
年 

・「
會
津
」
註
〔
1
〕
に
前
掲

　
　

會
津
八
一
記
念
館
『
會
津
八
一
と
棟
方
志
功
―
ほ
と
ば
し
る
個
性
―
』（
図
録
）
平
成
十
五
年

・「
朝
日
」
註
〔
19
〕
に
前
掲

　
　

棟
方
板
画
美
術
館
監
修
『
棟
方
志
功　

祈
り
と
旅
』
朝
日
新
聞
社　

平
成
二
十
二
〜
二
十
三
年

・「
飛
鳥
」

　
　

飛
鳥
寛
栗
『
棟
方
志
功
・
越
中
も
の
が
た
り
』
桂
書
房　

平
成
二
十
五
年

・「
亀
田
」
註
〔
8
〕
に
前
掲

　
　

岡
村
浩
・
編
著
者
代
表
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
平
成
十
七
年

・「
雪
梁
舎
『
作
品
展
』」
註
〔
2
〕
に
前
掲

　
　

雪
梁
舎
美
術
館
編
『
棟
方
志
功
作
品
展
』（
図
録
）
平
成
十
八
年

・「
雪
梁
舎
『
20
周
年
』」
註
〔
2
〕
に
前
掲

　
　
雪
梁
舎
美
術
館
編
『
捧
賢
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
平
成
二
十
五
年

・「
東
近
美
」

　
　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
編
『
棟
方
志
功
展
』
朝
日
新
聞
社　

昭
和
六
十
年

・「
富
山
」

　
　

 

尾
山
章
・
福
井
文
夫
監
修
『
富
山
福
光
疎
開
時
代　

棟
方
志
功
作
品
集
』
東
方
出
版　

平
成

十
六
年

・「
福
光
」

　
　

 『
―
こ
こ
ろ
の
軌
跡
―
歓
喜
の
人　

棟
方
志
功
展
』（
図
録
）
南
砺
市
立
福
光
美
術
館　

平
成

二
十
七
年



42

新潟市美術館・新潟市新津美術館研究紀要　第 6号（2019年 3 月）

│
一
三
│

No.

作
品
名

制
作
年

技
法
／
形
状

寸
法

所
蔵

掲
載

備
考

図
版
番
号

1

明
神
池
に
て
（
加
茂
山
公
園
に
て
）
昭
和
六

（
一
九
三
一
）

絹
本
彩
色

　

／
色
紙

二
四
・
五
×
二
七
・
〇

田
下
昭
二
氏
蔵

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
35
）
画
面
右
下
に
「
昭
和
六
年
秋
日　

棟
方
志
功
写
之
」、
落
款
。

（
會
津
、
七
九
頁
）

〔
図
版
6
〕

2

芸
者
図

昭
和
六

（
一
九
三
一
）

色
紙

二
七
・
三
×
二
四
・
三

個
人
蔵

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
36
）
作
品
は
、
新
潟
県
中
蒲
原
郡
亀
田
町
で
制
作
し
た
も
の
。（
會

津
、
七
九
頁
）

3

越
後
、
加
茂
に
て
の
庭

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
九
・
五
×
二
三
・
二

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

ほ
か

・
全
集
4
（
図
版
9
）

第
7
回
国
画
会
展

全
集
に
図
版
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
国
内
で
の
所
蔵
先
は
現
在

不
明
。

〔
図
版
1
〕

4

亀
田
、
長
谷
川
邸
の
内
園

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
六
・
八
×
二
一
・
三

棟
方
志
功
記
念
館
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

・
全
集
4
（
図
版
17
）

・
朝
日
、
一
六
頁
（
図
版
4
）、

他

第
7
回
国
画
会
展

〔
図
版
2
〕

5

亀
田
、
長
谷
川
邸
の
裏
庭

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
八
・
〇
×
二
一
・
八

棟
方
志
功
記
念
館
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

・
全
集
4
（
図
版
18
）

・
朝
日
、
一
七
頁
（
図
版
5
）、

他

第
7
回
国
画
会
展
（
国
画
奨
学
賞
受
賞
）

〔
図
版
3
〕

合
浦
、
青
森
の
公
園

昭
和
七

（
一
九
三
二
）

木
版

一
一
・
〇
×
一
三
・
四

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー

ル
美
術
館
（
パ
リ
）

第
7
回
国
画
会
展

14～6

『
ヴ
ェ
ニ
ュ
ス
生
誕
別
冊
画
譜
』

1　

表
、
2
「
飛
行
絨
緞
」、
3

「
ヴ
ェ
ニ
ュ
ス
生
誕
」、
4
「
乳
房
」、

5
「
或
る
数
字
」、
6
「
か
の
女
の

帝
」、
7
「
ダ
ン
デ
ル
の
渚
」、
8

「
溺
死
」、
9　

裏

昭
和
九

（
一
九
三
四
）

凸
版
彩
色

（
手
彩
色
）

（
各
）
二
一
・
〇
×

一
五
・
七

上
越
市
立
総
合
博

物
館
、
他

・
會
津
、
三
二
〜
三
四
頁
（
図

版
25
）

・
東
近
美
、
三
〇
〜
三
一
頁

（
図
版
17
–
1
〜
9
）

摺
っ
た
上
か
ら
彩
色
を
施
し
て
お
り
、
後
の
「
裏
彩
色
」
以
前

の
作
品
で
あ
る
。（
會
津
、
七
八
頁
）

15

（
川
辺
風
景
）

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

紙
本
彩
色

　

／
軸
装

二
四
×
三
三

個
人
蔵

・
亀
田

画
面
左
下
に
「
十
二
年
春
日　

志
功
」、
落
款
。（
同
上
書
、

二
七
頁
）

16

桑
川
風
景
図
（
一
）

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

色
紙

二
七・
〇
×
二
三・
五

（
會
津
で
は
、
二
七・一

×
二
四・〇
）

個
人
蔵

・
全
集
11
（
図
版
5
）

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
37
）
画
面
右
上
に
「
十
二
年
夏
日　

志
功
写
之
」、
落
款
。

加
茂
の
田
下
家
を
訪
ね
た
後
、
岩
船
郡
山
北
町
桑
川
の
笹
川
流

れ
に
行
き
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。（
會
津
、
七
九
頁
）

17

桑
川
風
景
図
（
二
）

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

色
紙

二
七・
〇
×
二
三・
五

（
會
津
で
は
、
二
七・一

×
二
四・〇
）

個
人
蔵

・
全
集
11
（
図
版
6
）

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
37
）
画
面
上
部
に
「
十
二
年
夏
日　

志
功
於
桑
川
粟
生
島
」、
左
上

に
落
款
。（
會
津
、
七
九
頁
）

18

水
辺
図

昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）

紙
本
彩
色

　

／
額
装

二
七
・
〇
×
二
四
・
〇

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』

一
〇
二
頁
（
図
版
74
）

画
面
右
に
「
十
二
年
夏
日
志
功　

新
潟
所
見
」、
落
款
。

19

愛
染
明
王
図

昭
和
二
十

（
一
九
四
五
）

紙
本
墨
画
彩
色

／
軸
装

七
八
・
六
×
六
九
・
〇

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
會
津
、
四
八
頁
（
図
版
39
）

・
雪
梁
舎
『
20
周
年
』

一
〇
〇
頁
（
図
版
94
）

画
面
右
に
「
於
出
雲
崎
ア
マ
セ
浜　

津
山
九
二
氏　

エ
ツ
ゴ
川

井
妙
高
寺
寶　

愛
染
明
王　

時　

昭
和
廿
年
八
月
一
日
棟
方
志

功
拝
伏
礼
寫
成
立
」
と
あ
る
。
亀
田
・
長
谷
川
家
の
親
戚
に
あ

た
る
三
島
郡
出
雲
崎
町
・
津
山
家
を
訪
ね
た
際
に
制
作
し
た
も

の
。
描
か
れ
た
愛
染
明
王
は
小
千
谷
市
川
井
・
妙
高
寺
（
曹
洞

宗
）
の
本
尊
で
、
鎌
倉
時
代
の
作
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）。（
會

津
、
七
九
頁
）

棟
方
志
功
　
新
潟
関
係
作
品
リ
ス
ト
（
No
・
1
〜
36
）

│
一
二
│

に
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
愛
染
苑
・
大
塚
智
子
氏
は
、
当
時
同
館
に
勤
務
し
て
い
た
湯
浅

直
之
氏
が
生
前
の
石
崎
氏
か
ら
直
接
聞
い
た
と
い
う
談
話
の
備
忘
録
か
ら
識
っ
た
と
い
う
。
今
回
、

大
塚
氏
は
、
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
筆
者
の
た
め
に
、
湯
浅
氏
に
当
時
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
だ
が
、「
小
矢
部
川
の
歌
」
に
詠
わ
れ
て
い
る
場
所
が
ど
こ
で
あ
る
か
特
定
で
き
る
情
報
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
崎
氏
宛
て
に
棟
方
か
ら
送
ら
れ
た
「
歌
」
の
メ
モ
書

き
が
書
か
れ
た
電
報
は
、
棟
方
が
新
潟
か
ら
福
光
に
帰
る
途
中
、
岩
瀬
（
富
山
市
）
か
ら
送
ら
れ
た

昭
和
二
十
一
年
秋
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
加
茂
町
（
市
）
へ
は
、
島
丈
夫
の
妻
ヤ
イ
の
実
家
・
田
下
家
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
年
の
最
初
の
新
潟
へ
の
旅
で
訪
れ
て
以
来
何
度
も
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
田

下
家
に
送
っ
た
棟
方
の
年
賀
は
が
き
や
季
節
の
は
が
き
が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
見

た
と
お
り
で
あ
る
。
町
の
真
ん
中
を
加
茂
川
と
い
う
川
が
流
れ
、
そ
の
向
こ
う
に
美
し
い
山
並
み
を

望
む
「
北
越
の
小
京
都
」
―
―
小
矢
部
川
が
流
れ
、
遠
く
に
美
し
い
山
並
み
を
望
む
福
光
の
風
景
に

よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔
写
真
13
、
14
〕。
当
時
棟
方
は
福
光
に
疎
開
し
て
い
た
が
、
新
潟

市
へ
出
る
場
合
、
東
京
方
面
か
ら
で
な
く
と
も
鉄
道
で
は
長
岡
駅
経
由
の
信
越
本
線
と
な
る
の
で
、

加
茂
駅
は
必
ず
通
る
駅
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
の
と
こ
ろ
記
録
に
見
出
せ
な
く
と
も
、
途
中
下
車
し

て
い
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
（
新
潟
か
ら
福
光
方
面
に
戻
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
）。

　

け
れ
ど
も
、
加
茂
市
（
町
）
が
「
北
越
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

市
（
町
）
の
真
ん
中
を
川
が
流
れ
、
遠
く
に
山
並
み
が
望
め
る
風
景
と
は
、
き
わ
め
て
「
典
型
的
」

な
「
日
本
的
（
京
都
的
）」
で
「
美
し
い
」
風
景
―
―
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
源
流
に
は
中
国
的
な
「
風
水
」

思
想
が
あ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
―
―
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
風
景
を
詠
ん
だ
棟
方
志
功

の
慧
眼
が
ま
さ
に
普
遍
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
こ
の
次
元
に
お
い
て
、「
小
矢
部
川
の
歌
」

は
福
光
（
富
山
）
や
加
茂
（
新
潟
）
と
い
っ
た
個
別
の
風
景
を
離
れ
て
、
ほ
か
の
棟
方
作
品
と
同
様
に
、

世
界
に
通
用
す
る
普
遍
的
価
値
を
帯
び
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
こ
ば
や
し
・
か
ず
よ
し　

新
潟
市
新
津
美
術
館　

学
芸
員
）

棟
方
志
功
　
新
潟
関
係
作
品
リ
ス
ト

〔
略
語
一
覧
〕

・「
全
集
4
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
四
巻　

花
鳥
の
柵
』
講
談
社　

昭
和
五
十
三
年 

・「
全
集
5
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
五
巻　

詩
歌
の
柵
（
1
）』
講
談
社　

昭
和
五
十
三
年 

・「
全
集
6
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
六
巻　

詩
歌
の
柵
（
2
）』
講
談
社　

昭
和
五
十
四
年 

・「
全
集
11
」　
『
棟
方
志
功
全
集　

第
十
一
巻　

海
道
の
柵
』
講
談
社　

昭
和
五
十
四
年 

・「
會
津
」
註
〔
1
〕
に
前
掲

　
　

會
津
八
一
記
念
館
『
會
津
八
一
と
棟
方
志
功
―
ほ
と
ば
し
る
個
性
―
』（
図
録
）
平
成
十
五
年

・「
朝
日
」
註
〔
19
〕
に
前
掲

　
　

棟
方
板
画
美
術
館
監
修
『
棟
方
志
功　

祈
り
と
旅
』
朝
日
新
聞
社　

平
成
二
十
二
〜
二
十
三
年

・「
飛
鳥
」

　
　

飛
鳥
寛
栗
『
棟
方
志
功
・
越
中
も
の
が
た
り
』
桂
書
房　

平
成
二
十
五
年

・「
亀
田
」
註
〔
8
〕
に
前
掲

　
　

岡
村
浩
・
編
著
者
代
表
『
亀
田
郷
ゆ
か
り
の
文
人
集
』
平
成
十
七
年

・「
雪
梁
舎
『
作
品
展
』」
註
〔
2
〕
に
前
掲

　
　

雪
梁
舎
美
術
館
編
『
棟
方
志
功
作
品
展
』（
図
録
）
平
成
十
八
年

・「
雪
梁
舎
『
20
周
年
』」
註
〔
2
〕
に
前
掲

　
　
雪
梁
舎
美
術
館
編
『
捧
賢
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
平
成
二
十
五
年

・「
東
近
美
」

　
　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
編
『
棟
方
志
功
展
』
朝
日
新
聞
社　

昭
和
六
十
年

・「
富
山
」

　
　

 

尾
山
章
・
福
井
文
夫
監
修
『
富
山
福
光
疎
開
時
代　

棟
方
志
功
作
品
集
』
東
方
出
版　

平
成

十
六
年

・「
福
光
」

　
　

 『
―
こ
こ
ろ
の
軌
跡
―
歓
喜
の
人　

棟
方
志
功
展
』（
図
録
）
南
砺
市
立
福
光
美
術
館　

平
成

二
十
七
年
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│
一
五
│

29

佐
渡
地
蔵
の
柵

昭
和
三
十
七

（
一
九
六
二
）

木
版
彩
色

四
〇
・
〇
×
二
三
・
〇

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』
五
二

頁
（
図
版
27
）

・
飛
鳥
、
一
〇
〇
頁

画
中
に
「
佐
渡
の
地
蔵　

气
（
乞
）
へ
る
門
辺
を　

志
功
師
の　

画
廊
こ
こ
そ
と　

友
は
指
さ
す　

飛
鳥
一
三
美　

女
歌
」（
全

集
5
）

30

佐
渡
地
蔵
の
柵

昭
和
三
十
七

（
一
九
六
二
）

木
版
墨
摺

四
〇
・
〇
×
二
三
・
〇

・
全
集
5
（
図
版
1
1
6
）

※
全
集
の
図
版
が
1
1
5
と
1
1
6
で
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
注
意
。

31

水
の
新
潟
の
柵

昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）

木
版
墨
摺

二
五
・
五
×
二
四
・
〇

・
全
集
11
（
図
版
52
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）

年
、
共
同
通
信
社
企
画
、
日
本
板
画
院
制
作
で
「
新
日
本
百
景
」

と
い
う
板
画
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
棟
方
は
松
方
三
郎
と
共
に
同

書
の
監
修
を
し
、
こ
の
画
を
含
む
十
点
の
板
画
を
発
表
し
た
。

（
全
集
11
）

32

水
の
新
潟
の
柵

昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）

木
版
彩
色

二
五
・
六
×
二
四
・
四

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』
五
三

頁
（
図
版
29
）

33

開
表　

新
潟　

信
濃
川
分
水
の
柵

（《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
全
13
柵
の

う
ち
）

昭
和
四
十
九

（
一
九
七
四
）

木
版
墨
摺

三
五
・
四
×
三
〇
・
二

株
式
会
社
安
川
電
機

・
全
集
11
（
図
版
2
9
0
）

・
朝
日
、
九
五
頁
（
図
版
49
）

〔
図
版
4
〕

34

七
月　

新
潟　

荒
海
の
柵
（《
羽
海

道
棟
方
板
画
》
全
13
柵
の
う
ち
）

昭
和
四
十
九

（
一
九
七
四
）

木
版
墨
摺
彩
色

三
九
・
五
×
三
四
・
〇

株
式
会
社
安
川
電
機

・
全
集
11
（
図
版
3
0
2
）

・
東
近
美
、
一
八
二
、一
八
四

頁
（
図
版
69
–
2
）

〔
図
版
5
〕

35

菩
提
栴
檀　

双
寶
林

制
作
年
不
詳

紙
本
彩
色

　

／
軸
装

四
七
×
六
九

個
人
蔵

・
亀
田
、
二
七
頁

36

蘭
人
犬
曳
図

制
作
年
不
詳

紙
本
彩
色

六
八
・
〇
×
三
五
・
三

・
會
津
、
四
九
頁
（
図
版
40
）
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
わ
か
よ
た
れ
そ
つ
ね
な
ら
む　

う
ゐ
の
お
く
や
ま
け
ふ
こ
え
て
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
ゑ
ひ
も
せ
す　

蘭
人
犬
引
之
図　

棟
方
志
功
寫
之
」。（
會
津
、
七
九
頁
） │

一
四
│

20

十
大
弟
子
「
文
殊
菩
薩
の
柵
」

（
会
津
八
一
歌
書
賛
）

昭
和
二
十
一

（
一
九
四
六
）、

昭
和
十
四

（
一
九
三
九
）

刻

板
画（
木
版
）、

墨
書

　
　

／
対
聯
（
各
）
九
八
・
六
×

四
二
・
三

個
人
蔵

・
會
津
、
一
六
頁
（
図
版
1
）

画
面
右
に
「
は
つ
な
つ
の　

か
ぜ
と
な
り
ぬ
と　

み
ほ
と
け
は

　

を
ゆ
び
の
う
れ
に
」、
画
面
左
に
「
ほ
の
し
ら
す
ら
し　

丙

戌
七
月
十
日　

秋
艸
道
人
會
朔
題
舊
作
」。
歌
は
大
正
十
年
代

詠
、『
南
京
新
唱
』
―
奈
良
博
物
館
に
て
―
所
収
。
新
潟
市
の

佐
久
間
書
店
主
所
有
の
板
画
《
十
大
弟
子
》
二
菩
薩
に
會
津

八
一
が
自
詠
歌
二
首
を
書
き
入
れ
た
板
画
（
双
幅
）。
二
菩
薩

の
版
木
は
空
襲
で
焼
失
し
た
た
め
、
戦
前
の
も
の
は
数
少
な
く
、

そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。（
會
津
、
七
六
頁
）

21

十
大
弟
子
「
普
賢
菩
薩
の
柵
」

（
会
津
八
一
歌
書
賛
）

・
會
津
、
一
七
頁
（
図
版
1
）

画
面
右
に
「
や
ま
と
に
は　

か
の
い
か
る
が
の　

お
ほ
て
ら

に
」、　

画
面
左
に
「
み
ほ
と
け
た
ち
の　

ま
ち
て
い
ま
さ
む

　

渾
齋
主
人
」。
歌
は
昭
和
十
四
年
十
月
十
五
日
詠
、『
鹿
鳴
集
』

「
観
仏
三
昧
」
―
十
五
日
二
三
子
を
伴
ひ
て
観
仏
の
旅
に
東
京

を
出
づ
―
所
収
。（
會
津
、
七
六
頁
）

22

棟
方
志
功
展
覧
会　

ポ
ス
タ
ー

昭
和
二
十
二

（
一
九
四
七
）

板
画

五
一
・
〇
×
四
四
・
〇

個
人
蔵

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
34
）

画
面
右
下
に
大
き
く
「
棟
方
志
功　

展
覧
会
」、
画
面
下
中
央

に
「
会
期　

十
二
月
五
日
至
十
日　

会
場　

東
堀
五
。
か
じ
小

路
下　

北
興
民
芸
院
」
と
あ
る
。
北
興
民
芸
院
の
店
主
・
村
木

徳
平
は
亀
田
町
出
身
で
會
津
八
一
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。（
會

津
、
七
八
〜
七
九
頁
）

23

佐
渡
の
石
菩
子
の
柵

昭
和
二
十
三

（
一
九
四
八
）

木
版

一
七
・
五
×
一
〇
・
五

棟
方
志
功
記
念
館

愛
染
苑

・
富
山
、
六
三
頁

左
側
に
は
白
抜
き
で
「
愛
染
苑
」
の
文
字
に
続
き
「
供
祈
拝
板
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
。（
富
山
、
六
三
頁
）

24

「
宿
業
者
是
本
能　

即
感
應
道
交
」

昭
和
二
十
四

（
一
九
四
九
）

墨
書

　

／
襖
四
面
（
各
）
一
六
六
・
五
×

八
三
・
五

白
道
舎
（
富
山
県

南
砺
市
福
光
）

・
福
光
（
図
版
13
）

〔
図
版
7
〕

25

米
大
舟
頌
の
柵

昭
和
二
十
五

〜
二
十
六

（
一
九
五
〇
〜

五
一
）

木
版

二
五
・
〇
×
一
四
・
三

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』
五
二

頁
（
図
版
28
）

〔
図
版
8
〕

26

會
津
八
一
の
歌
・
毘
沙
門
の

昭
和
二
十
六

（
一
九
五
一
）

紙
本
墨
書

一
四
〇・〇
×
三
四・〇

躅
飛
山　

光
徳
寺

（
富
山
県
南
砺
市
福

光
）

・
會
津
、
一
八
頁
（
図
版
3
）

「
毘
沙
門
之　

於
母
幾
加
々
止
爾　

眞
論
比
普
壽　

御
仁
乃
毛

駄
江
毛　

千
年
遍
仁
健　

志
功
記
」（
び
し
ゃ
も
ん
の　

お
も

き
か
か
と
に　

ま
ろ
び
ふ
す　

お
に
の
も
だ
え
も　

ち
と
せ
へ

に
け
む
）。
會
津
八
一
の
歌
を
棟
方
が
揮
毫
し
た
作
品
。（
會

津
、
七
六
頁
）

27

會
津
八
一
の
歌
・
あ
せ
た
る
を

昭
和
二
十
六

（
一
九
五
一
）

紙
本
墨
書

一
四
〇・〇
×
三
四・〇

躅
飛
山　

光
徳
寺

（
富
山
県
南
砺
市
福

光
）

・
會
津
、
一
九
頁
（
図
版
5
）

「
安
世
多
留
於　

人
和
善
止
宇　

頻
婆
果
乃　

佛
之
久
知
輪

　

母
由
遍
幾
毛
之
遠　

雑
華
堂
記
」（
あ
せ
た
る
を　

ひ
と
は

よ
し
と
ふ
び
ん
ば
く
わ
の　

ほ
と
け
の
く
ち
は　

も
ゆ
べ
も
き

も
の
を
）。
棟
方
が
會
津
の
歌
の
中
で
最
も
愛
唱
し
た
歌
の
一

首
で
、
疎
開
先
の
福
光
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
光
徳
寺
前
住

職
・
髙
坂
貫
昭
の
た
め
に
揮
毫
し
て
贈
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。（
會
津
、
七
六
頁
）

28

鯉
図

昭
和
二
十
七

（
一
九
五
二
）

扁
額

三
三・五
×
一
三
四・七

個
人
蔵

・
會
津
、
四
八
〜
四
九
頁
（
図

版
38
）

画
面
左
か
ら
右
へ
「
乾
坤
大
寶
之
韻　

昭
和
廿
七
年
十
月
四
日

吉
祥
刻　

為
佐
久
間
書
店
大
主
人　

志
功
拝
寫
」、
落
款
。

棟
方
は
昭
和
二
十
一
年
、
二
十
二
年
と
二
回
、
新
潟
市
の
佐
久

間
書
店
で
個
展
を
開
催
し
た
。
作
品
は
店
主
の
た
め
に
得
意
の

鯉
図
を
描
い
た
も
の
。（
會
津
、
七
九
頁
）

小
矢
部
早
春
（《
四
季
福
光
風
景
》

の
う
ち
）

昭
和
二
十
八

（
一
九
五
三
）

紙
本
彩
色

　

／
軸
装

六
五
・
七
×
三
四
・
六

南
砺
市
立
福
光
美

術
館

・
朝
日
、
一
一
三
頁
（
図
版

60
）

紫
袂
の
柵

昭
和
三
十

（
一
九
五
五
）

木
版
彩
色

二
六
・
六
×
二
二
・
〇

棟
方
志
功
記
念
館

愛
染
苑

・
全
集
6
（
図
版
48
）

歌
・
自
作
／
小
矢
部
川
雪
解
け
居
る
も
吾
妹
子
の
矢
羽
根
紫
袂

香
ふ
も
（
全
集
6
）

〔
図
版
9
〕
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│
一
五
│

29

佐
渡
地
蔵
の
柵

昭
和
三
十
七

（
一
九
六
二
）

木
版
彩
色

四
〇
・
〇
×
二
三
・
〇

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』
五
二

頁
（
図
版
27
）

・
飛
鳥
、
一
〇
〇
頁

画
中
に
「
佐
渡
の
地
蔵　

气
（
乞
）
へ
る
門
辺
を　

志
功
師
の　

画
廊
こ
こ
そ
と　

友
は
指
さ
す　

飛
鳥
一
三
美　

女
歌
」（
全

集
5
）

30

佐
渡
地
蔵
の
柵

昭
和
三
十
七

（
一
九
六
二
）

木
版
墨
摺

四
〇
・
〇
×
二
三
・
〇

・
全
集
5
（
図
版
1
1
6
）

※
全
集
の
図
版
が
1
1
5
と
1
1
6
で
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
注
意
。

31

水
の
新
潟
の
柵

昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）

木
版
墨
摺

二
五
・
五
×
二
四
・
〇

・
全
集
11
（
図
版
52
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）

年
、
共
同
通
信
社
企
画
、
日
本
板
画
院
制
作
で
「
新
日
本
百
景
」

と
い
う
板
画
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
棟
方
は
松
方
三
郎
と
共
に
同

書
の
監
修
を
し
、
こ
の
画
を
含
む
十
点
の
板
画
を
発
表
し
た
。

（
全
集
11
）

32

水
の
新
潟
の
柵

昭
和
三
十
九

（
一
九
六
四
）

木
版
彩
色

二
五
・
六
×
二
四
・
四

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』
五
三

頁
（
図
版
29
）

33

開
表　

新
潟　

信
濃
川
分
水
の
柵

（《
羽
海
道
棟
方
板
画
》
全
13
柵
の

う
ち
）

昭
和
四
十
九

（
一
九
七
四
）

木
版
墨
摺

三
五
・
四
×
三
〇
・
二

株
式
会
社
安
川
電
機

・
全
集
11
（
図
版
2
9
0
）

・
朝
日
、
九
五
頁
（
図
版
49
）

〔
図
版
4
〕

34

七
月　

新
潟　

荒
海
の
柵
（《
羽
海

道
棟
方
板
画
》
全
13
柵
の
う
ち
）

昭
和
四
十
九

（
一
九
七
四
）

木
版
墨
摺
彩
色

三
九
・
五
×
三
四
・
〇

株
式
会
社
安
川
電
機

・
全
集
11
（
図
版
3
0
2
）

・
東
近
美
、
一
八
二
、一
八
四

頁
（
図
版
69
–
2
）

〔
図
版
5
〕

35

菩
提
栴
檀　

双
寶
林

制
作
年
不
詳

紙
本
彩
色

　

／
軸
装

四
七
×
六
九

個
人
蔵

・
亀
田
、
二
七
頁

36

蘭
人
犬
曳
図

制
作
年
不
詳

紙
本
彩
色

六
八
・
〇
×
三
五
・
三

・
會
津
、
四
九
頁
（
図
版
40
）
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
わ
か
よ
た
れ
そ
つ
ね
な
ら
む　

う
ゐ
の
お
く
や
ま
け
ふ
こ
え
て
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
ゑ
ひ
も
せ
す　

蘭
人
犬
引
之
図　

棟
方
志
功
寫
之
」。（
會
津
、
七
九
頁
） │

一
四
│

20

十
大
弟
子
「
文
殊
菩
薩
の
柵
」

（
会
津
八
一
歌
書
賛
）

昭
和
二
十
一

（
一
九
四
六
）、

昭
和
十
四

（
一
九
三
九
）

刻

板
画（
木
版
）、

墨
書

　
　

／
対
聯
（
各
）
九
八
・
六
×

四
二
・
三

個
人
蔵

・
會
津
、
一
六
頁
（
図
版
1
）

画
面
右
に
「
は
つ
な
つ
の　

か
ぜ
と
な
り
ぬ
と　

み
ほ
と
け
は

　

を
ゆ
び
の
う
れ
に
」、
画
面
左
に
「
ほ
の
し
ら
す
ら
し　

丙

戌
七
月
十
日　

秋
艸
道
人
會
朔
題
舊
作
」。
歌
は
大
正
十
年
代

詠
、『
南
京
新
唱
』
―
奈
良
博
物
館
に
て
―
所
収
。
新
潟
市
の

佐
久
間
書
店
主
所
有
の
板
画
《
十
大
弟
子
》
二
菩
薩
に
會
津

八
一
が
自
詠
歌
二
首
を
書
き
入
れ
た
板
画
（
双
幅
）。
二
菩
薩

の
版
木
は
空
襲
で
焼
失
し
た
た
め
、
戦
前
の
も
の
は
数
少
な
く
、

そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。（
會
津
、
七
六
頁
）

21

十
大
弟
子
「
普
賢
菩
薩
の
柵
」

（
会
津
八
一
歌
書
賛
）

・
會
津
、
一
七
頁
（
図
版
1
）

画
面
右
に
「
や
ま
と
に
は　

か
の
い
か
る
が
の　

お
ほ
て
ら

に
」、　

画
面
左
に
「
み
ほ
と
け
た
ち
の　

ま
ち
て
い
ま
さ
む

　

渾
齋
主
人
」。
歌
は
昭
和
十
四
年
十
月
十
五
日
詠
、『
鹿
鳴
集
』

「
観
仏
三
昧
」
―
十
五
日
二
三
子
を
伴
ひ
て
観
仏
の
旅
に
東
京

を
出
づ
―
所
収
。（
會
津
、
七
六
頁
）

22

棟
方
志
功
展
覧
会　

ポ
ス
タ
ー

昭
和
二
十
二

（
一
九
四
七
）

板
画

五
一
・
〇
×
四
四
・
〇

個
人
蔵

・
會
津
、
四
七
頁
（
図
版
34
）

画
面
右
下
に
大
き
く
「
棟
方
志
功　

展
覧
会
」、
画
面
下
中
央

に
「
会
期　

十
二
月
五
日
至
十
日　

会
場　

東
堀
五
。
か
じ
小

路
下　

北
興
民
芸
院
」
と
あ
る
。
北
興
民
芸
院
の
店
主
・
村
木

徳
平
は
亀
田
町
出
身
で
會
津
八
一
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。（
會

津
、
七
八
〜
七
九
頁
）

23

佐
渡
の
石
菩
子
の
柵

昭
和
二
十
三

（
一
九
四
八
）

木
版

一
七
・
五
×
一
〇
・
五

棟
方
志
功
記
念
館

愛
染
苑

・
富
山
、
六
三
頁

左
側
に
は
白
抜
き
で
「
愛
染
苑
」
の
文
字
に
続
き
「
供
祈
拝
板
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
。（
富
山
、
六
三
頁
）

24

「
宿
業
者
是
本
能　

即
感
應
道
交
」

昭
和
二
十
四

（
一
九
四
九
）

墨
書

　

／
襖
四
面
（
各
）
一
六
六
・
五
×

八
三
・
五

白
道
舎
（
富
山
県

南
砺
市
福
光
）

・
福
光
（
図
版
13
）

〔
図
版
7
〕

25

米
大
舟
頌
の
柵

昭
和
二
十
五

〜
二
十
六

（
一
九
五
〇
〜

五
一
）

木
版

二
五
・
〇
×
一
四
・
三

雪
梁
舎
美
術
館
寄

託

・
雪
梁
舎
『
作
品
展
』
五
二

頁
（
図
版
28
）

〔
図
版
8
〕

26

會
津
八
一
の
歌
・
毘
沙
門
の

昭
和
二
十
六

（
一
九
五
一
）

紙
本
墨
書

一
四
〇・〇
×
三
四・〇

躅
飛
山　

光
徳
寺

（
富
山
県
南
砺
市
福

光
）

・
會
津
、
一
八
頁
（
図
版
3
）

「
毘
沙
門
之　

於
母
幾
加
々
止
爾　

眞
論
比
普
壽　

御
仁
乃
毛

駄
江
毛　

千
年
遍
仁
健　

志
功
記
」（
び
し
ゃ
も
ん
の　

お
も

き
か
か
と
に　

ま
ろ
び
ふ
す　

お
に
の
も
だ
え
も　

ち
と
せ
へ

に
け
む
）。
會
津
八
一
の
歌
を
棟
方
が
揮
毫
し
た
作
品
。（
會

津
、
七
六
頁
）

27

會
津
八
一
の
歌
・
あ
せ
た
る
を

昭
和
二
十
六

（
一
九
五
一
）

紙
本
墨
書

一
四
〇・〇
×
三
四・〇

躅
飛
山　

光
徳
寺

（
富
山
県
南
砺
市
福

光
）

・
會
津
、
一
九
頁
（
図
版
5
）

「
安
世
多
留
於　

人
和
善
止
宇　

頻
婆
果
乃　

佛
之
久
知
輪

　

母
由
遍
幾
毛
之
遠　

雑
華
堂
記
」（
あ
せ
た
る
を　

ひ
と
は

よ
し
と
ふ
び
ん
ば
く
わ
の　

ほ
と
け
の
く
ち
は　

も
ゆ
べ
も
き

も
の
を
）。
棟
方
が
會
津
の
歌
の
中
で
最
も
愛
唱
し
た
歌
の
一

首
で
、
疎
開
先
の
福
光
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
光
徳
寺
前
住

職
・
髙
坂
貫
昭
の
た
め
に
揮
毫
し
て
贈
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。（
會
津
、
七
六
頁
）

28

鯉
図

昭
和
二
十
七

（
一
九
五
二
）

扁
額

三
三・五
×
一
三
四・七

個
人
蔵

・
會
津
、
四
八
〜
四
九
頁
（
図

版
38
）

画
面
左
か
ら
右
へ
「
乾
坤
大
寶
之
韻　

昭
和
廿
七
年
十
月
四
日

吉
祥
刻　

為
佐
久
間
書
店
大
主
人　

志
功
拝
寫
」、
落
款
。

棟
方
は
昭
和
二
十
一
年
、
二
十
二
年
と
二
回
、
新
潟
市
の
佐
久

間
書
店
で
個
展
を
開
催
し
た
。
作
品
は
店
主
の
た
め
に
得
意
の

鯉
図
を
描
い
た
も
の
。（
會
津
、
七
九
頁
）

小
矢
部
早
春
（《
四
季
福
光
風
景
》

の
う
ち
）

昭
和
二
十
八

（
一
九
五
三
）

紙
本
彩
色

　

／
軸
装

六
五
・
七
×
三
四
・
六

南
砺
市
立
福
光
美

術
館

・
朝
日
、
一
一
三
頁
（
図
版

60
）

紫
袂
の
柵

昭
和
三
十

（
一
九
五
五
）

木
版
彩
色

二
六
・
六
×
二
二
・
〇

棟
方
志
功
記
念
館

愛
染
苑

・
全
集
6
（
図
版
48
）

歌
・
自
作
／
小
矢
部
川
雪
解
け
居
る
も
吾
妹
子
の
矢
羽
根
紫
袂

香
ふ
も
（
全
集
6
）

〔
図
版
9
〕
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小林一吉「棟方志功と新潟　─昭和六年の旅を中心に─」

│

六
一

│

《明神池にて（加茂山公園にて）

〔図版2〕 長谷川邸の内園》昭和7 (1932) 〔図版 1〕《越後、加茂にての庭》昭和7(1932) 

〔図版6〕 》昭和6 〔図版3〕《亀田、長谷川邸の裏庭》昭和

〔図版7〕《宿業者是本能則虜隋道守》昭和24(1949)年
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新潟市美術館・新潟市新津美術館研究紀要　第 6号（2019年 3 月）

│
一
七
│

〔図版 5〕《七月　新潟　荒海の柵》
（《羽海道棟方板画》全13柵のうち）

昭和49（1974）年

〔図版 4〕《開表　新潟　信濃川分水の柵》
（《羽海道棟方板画》全13柵のうち）

昭和49（1974）年

〔図版 9〕《紫袂の柵》昭和30（1955）年 〔図版 8〕《米大舟頌の柵》 昭和25～26（1950～51）年
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小林一吉「棟方志功と新潟　─昭和六年の旅を中心に─」

│
一
八
│

〔写真 1〕髙念寺　全景

〔写真 2〕髙念寺　扁額

〔写真 3〕髙念寺　本堂と石碑（右）

〔写真 4〕髙念寺　石碑

│
一
九
│ 〔写真10〕句佛上人句碑 〔写真 9〕信濃川補修工事竣工記念碑（側面）

左手の土手の向こうが大河津分水路。
写真中央に遠くに国上山が見える。

〔写真 6〕信濃川補修工事竣工記念碑（裏）
　向こう側が大河津分水路

〔写真 8〕竣工記念碑　碑文（裏） 〔写真 7〕竣工記念碑　碑文（表）

〔写真 5〕信濃川補修工事竣工記念碑（表）

--
----- ～
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新潟市美術館・新潟市新津美術館研究紀要　第 6号（2019年 3 月）

│
一
八
│

〔写真 1〕髙念寺　全景

〔写真 2〕髙念寺　扁額

〔写真 3〕髙念寺　本堂と石碑（右）

〔写真 4〕髙念寺　石碑

│
一
九
│ 〔写真10〕句佛上人句碑 〔写真 9〕信濃川補修工事竣工記念碑（側面）

左手の土手の向こうが大河津分水路。
写真中央に遠くに国上山が見える。

〔写真 6〕信濃川補修工事竣工記念碑（裏）
　向こう側が大河津分水路

〔写真 8〕竣工記念碑　碑文（裏） 〔写真 7〕竣工記念碑　碑文（表）

〔写真 5〕信濃川補修工事竣工記念碑（表）
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小林一吉「棟方志功と新潟　─昭和六年の旅を中心に─」

│
二
〇
│

〔写真11〕長谷川邸（明治35年頃）
出典：新潟日報事業社出版部編『写真集　ふるさとの百年〈五泉・中蒲原・東蒲原〉』昭和56年、121頁

〔写真12〕加茂山公園（神池）

〔写真14〕加茂市眺望（ 2） 〔写真13〕加茂市眺望（ 1）

〔写真11〕以外は、すべて撮影：小林一吉

cc:alll[I 
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